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　しん、と静まりかえった庭に、また音もなく雪が降りはじめた。

　神も眠ねむりについたかのような闇やみのしじまに、拝はい殿でんの篝かがり火びがときおりぱちりと音をたてる。そんな中、かたわらでうずくまる少女の吐と息いきだけが、雪に閉とざされた世界で生命いのちを感じさせるものだった。

「──父とう様さまの言うことには逆らえない」

　少女は深く膝ひざに顔をうずめ、押し殺した声で告げた。

「わたしは知らない領国ところに連れていかれるの」

　それは自身に言い聞かせるためのもの、彼女とて理解している。頭で理解していることを心にもわからせるために、彼女は寝しん殿でんを抜ぬけだし、いまこうしてここで膝を抱かかえている。

「どうしていたい場所にいられないの？」

「それは私わたくしとておなじ。父宮の命でここに……それが我らの運命さだめなのでしょう」

　闇に覆おおわれた曇どん天てんを見上げて告げると、かすかに白い息が漏もれた。しかしそれもすぐに夜よ闇やみに溶とけて消え去る。

　誰だれもいない拝殿の軒のき下したにふたり、夜闇は自分たちの無力さを突つきつけるかのように容よう赦しやがなかった。幼き子どもの一時の嘆なげきなど大人の世界で意に介かいされることはなく、政情の前にはこの吐息のようにたやすく消え去る。

　いまとて反はん抗こうなどせず、火ひ桶おけや炭す櫃びつの用意されたあたたかい寝殿で子どもらしく眠りにつき、抗あらがいようのない大きな潮流に流されるままに明日あすを迎むかえればいいのだろう。

　流されたくない、けれども流されることしかできない無力な存在だ。

　しかし。

「……くやしい」

「え？」

　ぽつりとこぼれ落ちた言葉。細い枝に積もった雪が落ちるように静かな声こわ音ね。けれども彼女を見やるとその目に雪のような儚はかなさはなかった。

　先ほどまでうなだれていたはずの顔。しかしいまは雪にのしかかられてもはね返す枝葉のように顔を上げ、切りそろえられた童わらわ髪がみの奥の黒目がちな瞳ひとみはまっすぐに夜闇を見み据すえている。

「わたしはこんな世の中はいや。けれど、子どもだから、女だからって嘆くのもいや」

　そして彼女は見据える瞳そのままにまっすぐに告げた。




「わたしは戦うわ」




　その一言に、自分は息をのんだ。心のなかにやわらかな刃やいばを突き立てられた──そんな気がした。

「遠国にいったって、女だからってあきらめない」

　夜闇に挑ちよう戦せんするかのように彼女は宣言し、雪が舞まう虚こ空くうを見据える。それは運命を受け入れていた自分にはない力だった。

　静けさに覆われて先ほどまで無音に思われた世界。しかし彼女の力強さを受けて、不意にとくとくと鼓動が脈打ちはじめる。

「だから」

　立ち上がってふり返り、自分を導くように伸のばされた手。

　ただ惹ひかれるままに手を伸ばし返すと少女の指先は冷え切っていた。けれども彼女のなかから湧わき起こるたしかな力とぬくもりが伝わってくる。




「──いっしょに戦いましょう」




　ざっと吹ふき抜けた一いち陣じんの風に、雪が舞いあがる。

　その冷たい風のなかに、ほころびはじめた花の香かおりをほのかに感じた。
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　透とお子こは訪おとずれていた弘こ徽き殿でんの御み簾すをくぐり出ると、さやと流れる風に足を止めた。

（花の香り……）

　庭を見やると、まぶしい光のなかに遠くの紅梅が色をつけている。香りは風に乗って運ばれてきたらしい。

　庭にわ隅すみにわずかに残る根ね雪ゆきも今日の陽ひ射ざしで解けるだろう──ようやく春だ。

（まあ、宮中はずっと春なんだけどねー）

　庭から簀すの子こ縁えんに届くほどの雪が積もっていようと、暦こよみの上では年が明ければ春だ。

　宮中は正月一日から新年の行事三ざん昧まい、後宮もやれ雪見だ観かん椿つばきだと宴うたげ三昧だ。このあとも桜が咲さいただの、ツツジが咲いただの、藤ふじがしだれただのなんだかんだと花見がつづき、合間合間に歌合わせ、香こう合わせとあって、年が明けてからの宮中はめまぐるしいことこのうえない。

　それらに顔を出す女によう御ご、更こう衣いもいそがしいが、裏方仕事をあずかる女によう房ぼうも大変だ。いまも主あるじの名代として昨日の宴で顔をあわせた弘徽殿の女御にあいさつをしてきたところだ。

（とはいえまた明日明後日あさつてにはべつの宴で顔をあわせるんだけどね）

　宮中はとかく身分にうるさい。透子の仕える主は女御より身分が下の更衣、形ばかりのあいさつにしろ相手を立てなければならない。面めん倒どうではあるが不必要な波風は立てずにいるのが一番、あいさつひとつで済むなら気安いことだ。

（これで昨日お会いした方々には全員ごあいさつしたし、次は薫たき物もの合わせよね）

　頭のなかで日程と同席者を再確かく認にんしながら重い女房装しよう束ぞくをひきずって歩ほをすすめていた透子だが、踏ふみ出しかけた足がふと止まった。

（──なにこれ）

　眼前の渡わた殿どのに、行く手をふさぐように物が散乱している。

　見てみると几き帳ちようや火ひ鉢ばちなどの調度類だ。房ぼうの片づけでもしているのかしら？　と思ったが、ふり返ってもあたりの房はみな御簾が降りている。そして御簾の奥から漏れ聞こえたのはくすくすという忍しのび笑いだ。

　──まあ、女房殿どのがお困りのようですわ。

　──往おう生じようなさってどうされるおつもりかしらね。

（ああ、そういうこと）

　透子が扇おうぎで隠かくして思案すると、御簾の向こうはなんとも嬉うれしそうだ。傍はた目めからは困こん惑わくしているように見えたのか、いたずらがうまくいったと笑っているのだろう。

　しかし透子が扇の下で考えていたのは別のことだった。

（──ふざけんじゃないわよ）

　宮中で仕える女房はみな良家の娘むすめ、中でも透子は弘徽殿の女房はおろか女御にも劣おとらぬ良家の生まれだ。けれどもあいにく育ちのほうはおしとやかなお姫ひめ様さま育ちとは言いがたい。

（この几帳、蹴けり倒たおしてやろうかしら）

　あらためて扇の陰かげから散らばった調度を観察すると、格からして女御のものではない。弘徽殿に仕える女房の中でも格下の家の娘のものだろう。

（女御様のでないなら庭に蹴りこんでやってもいいかしらね）

　雪の中と言わず、雪解けでぬかるんだ泥どろの中でもいいかも──そんな物ぶつ騒そうなことを考えていたそのときだ。




「──小こ町まち殿どの」




　庭先からかけられた声に透子ははっと我に返った。

　その艶めいた声音はよく知ったもの、御簾の内まで聞こえたらしく中の女房たちがにわかにいろめきたった。

「小町、とはもしやわたくしをお呼びでしょうか？」

　透子もまたいたって穏おだやかに、心の中で考えていた物騒なことなどおくびにも出さず、扇で顔を隠しながら優ゆう雅がにふり返る。
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　扇おおぎ骨ぼねの隙すき間まから探さぐるとその先にいたのは透子の予想どおり、年若く涼やかな公きん達だちだった。

　雪もかくやというきらめいた白地の表に赤の裏を合わせた軽かろやかな桜さくら重がさねの直衣のうしに、落ち着きはらった濃紫こむらさきの指さし貫ぬき。背せ丈たけは高く、鼻び梁りようはすっと通り、その整った面おも立だちと立ち居を見ただけでやんごとなき筋であるとわかる。

　事実、その公達は今きん上じようの第一皇子、そして若くして二に品ほん親王というたいそうなご身分だ。

　声をかけられただけでも大変栄えい誉よな相手であるが、透子はしりごみすることなく言葉をつづけた。

「わたくしのことでしたらどうぞ〈綾あやの小路こうじ〉とお呼びくださいませ。小町だなんて恐おそれおおいこと……」

　そう付けくわえたのは形ばかりの謙けん遜そんだ。

〈小町〉というのはかつて宮中にいたという女によ人にんの名で、いまでは美人の代名詞にもなっている。だがそのふたつ名にある裏の意味も透子は当然知っている。

　噓うそかまことか、小町はその美び貌ぼうに惹かれて想おもいを寄せてくる男を、百もも夜よ通いつづけたなら……とふるいにかけたらしい。そのため小町という呼び名には、誘さそいをつれなく躱かわす女という意味がある。

　親譲ゆずりの白い肌はだに豊かに艶つやめく黒くろ髪かみ、顔はそうそう見せたことはないはずだが勝ち気で大きな瞳ひとみに紅を引くまでもなく血色よく整った唇くちびる。美人と名高い透子は、言い寄ってくる公達の誘いを躱しまくった結果、無む駄だ美人と陰かげ口ぐちをたたかれ、付けられたあだ名が〈小町〉だ。

（わたしは百夜通いなんてさせたことないけどね！）

　しかし裏の意味を知らぬはずもないだろうに、小町と呼びかけたその公達は悪びれもなく「それは失敬」と告げた。

（ふうん、弁解しないわけ）

　知らなかったと言い訳するでもなく、知ったうえで言ったことだと居直ることもない。すっきりとした菖蒲あやめのような涼やかな立ち居に艶めいた声こわ音ね、そしてその動じない性格もまた女房たちに好まれる所以ゆえんだ。

　軽けい薄はくな浮うき名なもなく、兵ひよう部ぶ卿きようとしての仕事ぶりも熱心と聞く。なんとも隙すきのない人物で、基本的に透子にとっても好ましい人物である──はずなのだが。

「それでわたくしに御ご用ようでございましょうか、朱雀すざく院いんの宮みや様さま？」

「通りかかったところ女房殿がお困りの様子でしたから」

「ええ、そうなんですの。弘徽殿の女御様にごあいさつにうかがったのですけれども、殿舎にもどろうとしたらこのような有りさまで」

　先ほどは通れましたものをと、あいさつにおもむいている間のだれかのしわざだと遠まわしに告げると、

「片づけさせましょう」

　と公達──朱雀院の宮と呼ばれる彼は背後に控ひかえていた伴とも人びとに指示を出し、ほどなく渡殿に現れた女官たちが散らばった調度を運びはじめた。

　先ほどまで雀すずめの群れのようにかしましかった御み簾すの中は、追つい及きゆうされまいと息を殺している。まさか自分たちのいたずらが朱雀院の宮に目もく撃げきされるなど想像もしていなかったのだろう。朱雀院の宮は二品親王で今上の第一皇子、藤ふじ原わら左大臣にも匹ひつ敵てきするほどの相手だ。実家の藤原左大臣の権勢で好き勝手している弘徽殿だけに、身分の上下はよくわきまえている。

（きっと御簾の向こうで肝きもを冷やしているわね）

　溜りゆう飲いんを下げた透子は片づけが終わると扇をわずかにずらし、朱雀院の宮ににこりと微笑ほほえみかけた。

「ありがとうございました、宮様。おかげで助かりましたわ」

　しかし朱雀院の宮はその笑えみを見ても笑い返すどころか表情ひとつ変えず、あからさまなため息をついてみせた。

「あなたの行く先々にはなにかと事ことがおきますね」

（────きた）

　心の中で身構える透子に、朱雀院の宮は言葉をつづける。

「いたずらに宸しん襟きんを乱すことのなきよう宮中は平へい穏おんであってほしいのですが、あなたの周りで厄やつ介かい事ごとが絶えないのはなぜでしょうね」

（今回のことはわたしのせいじゃないでしょう!?）

　一方的に弘徽殿の女によう房ぼうたちが仕し掛かけてきたのは見ればあきらか、しかし朱雀院の宮のその口ぶりは、まるでこちらが率そつ先せんして問題をまき散らしているかのような言いぐさだ。

　小町殿、とふたつ名で呼びかけられたときから嫌いやな予感はあった。たしかに透子の本質はおしとやかとは言いがたいが、宮中では精いっぱい猫ねこをかぶっているし、好きで事をおこしているわけではない。だというのにどうしてこのように風当たりがきついのだろう。

　お言葉ですが宮様──そう口を開きかけた透子だが、はた、と御簾の向こうの見物人を思い出した。

　いまも御簾の向こうでは弘徽殿の女房たちが息を詰つめ、なりゆきを見守っている。言い返すことはできるが、いま朱雀院の宮と事をかまえて彼女たちを喜ばせるのも業ごう腹はらだ。

（……ここは我が慢まん、我慢よわたし）

　湧わき上がる怒いかりとひきつる頰ほほをなだめながら、透子はつとめて平静をたもっておっとりと返した。

「ええ、わたくしも更こう衣い様も平穏であってほしいと願っておりますわ。しかしながらどうやら周りにいたずらをするものがついているようでして……あやかしの類たぐいでなければよいのですけれど」

　あやかしが現うつし世よの調度を散らかして道をふさぐなどありえない。問題が起きるのは悪さをする人間がいるからだと、あやかしに喩たとえて冗じよう談だん交じりに告げた透子だったが、

「では梅うめ壺つぼに祓はらいの者を遣つかわしましょう」

　朱雀院の宮の返答は、戯ざれ言ごとに付きあう気はないとばかりのそっけないものだった。

（……ああ、やっぱりそういう態度なわけ）

　朱雀院の宮の冷れい淡たんな言葉を一度は冗談で流した。それでも態度を軟なん化かさせる気がないというならこちらもこれ以上おもねる必要もないだろう。

（言い返さなければいつまでも言われっぱなしだものね。──よし）

　透子は心を決めるとことさら目を細め、扇おうぎをかすかに目め許もとからはずすと、誘うような笑みを向けた。




「朱雀院の宮様はさぞ高名な僧そう都ずと面識がおありなのでしょうね。けれどもご足労いただくまでもなく宮様に祓っていただければ安心なのですけれども？」




　──〈今小町〉と称しようされる透子の妖よう艶えんな笑み。

　並の公達ならこの目線ひとつで落ちただろう。だが朱雀院の宮はその瞳の奥にある挑ちよう戦せん的な光を見て取った。

　微笑みは極ごく上じようでも透子の言は朱雀院の宮の〈過去〉を引っ張りだしたもの、不ふ名めい誉よではないが公然の秘密とされているものを持ち出したかたちだ。ケンカを売ったといってもいい。

　庭先から見つめ返す朱雀院の宮は目をすがめ、その目には睨にらみつけるような鋭するどい光があった。こちらの意図は伝わったと見ていいだろう。

（睨みつけたくらいで怯ひるむと思ったら大まちがいよ。一方的に言われてばかりの女じゃないんだから）

　この緊きん迫ぱくした状じよう況きように、御簾の中の女房たちが固かた唾ずをのんで見守っているのが伝わってくる。

（あなたたちのいたずらも今日のところは流してあげる。けど今度やったら容よう赦しやなく嚙かみつくからね）

　背中で女房たちを威い嚇かくしながら、透子は笑みを揺ゆらすことなく朱雀院の宮を見つめ返す。

　うららかな春の陽ひ射ざしの下もと、どれほど見つめ合い──もとい火花を散らしていただろうか。

「……ああ、鶯うぐいすが鳴いておりますわね」

　ふたりの間に割って入った鳥の声に透子が口を開く。

「春告げ鳥の声のごとく、今日もうららかな一日だとよろしいですわね」

「……そうですね」

　どちらが折れるでもなく当たりさわりのない言葉を交かわすと、いつもおとなしく猫をかぶっている透子にひそむ本ほん性しようを感じ取ったのだろう。女房たちが御簾の内で怯おびえているのを感じた。

　これで女房たちもすこしはおとなしくなってくれればいいのだけれど──と立ち去ろうとした透子だったが、去り際ぎわに朱雀院の宮がぱさりと扇を開き、落とした一言を拾ってしまった。




「──あなたは、〈小町〉と呼ばれる意味をいま一度考えられたほうがいい」
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「綾あや、もどったのね」

　透子が殿舎の御簾をくぐると、やわらかな声が迎むかえてくれた。この梅壺を賜たまわっている更衣の紗さや子こだ。

　年は二十代半ば、透子より十歳ばかり上で年相応に深しん紅くの衣ころもを羽織っているが、ふわりとした風ふ情ぜいの紗子はそれでも実じつ年ねん齢れいより若く見える。背も透子より低く体つきも小こ柄がらで、良くいえばたおやか、悪くいえば儚はかなげで雪のように融とけて消えてしまいそうだ。

　こんな方をいじめようとするなんて、と透子は先ほどの一件を思い出して肩かたを怒いからせると、

「あら綾、どうしたの？　ご機き嫌げんななめのようだけれど」

「ええ、弘徽殿の女房たちに少々いたずらをされまして」

「まあ……」と驚おどろきの声を上げる紗子に、

「大だい丈じよう夫ぶですわ。朱雀院の宮様が助けてくださいましたから」

　透子は心配をかけまいとそう告げると「まあ朱雀院の宮が？」と紗子は目を丸くして、次いでおっとりと微笑んだ。

「それはよかったわね」

（よくないわよ……!!）

　透子は先ほど表に出せなかった感情を心の中で爆ばく発はつさせた。

　助けてもらったのは事実だ。しかし問題を引き起こす諸悪の根源のような言いかたをされては素す直なおに感謝できようはずもない。

（あの方はどうしていつもああいう態度なわけ!?　あの辛しん辣らつぶり、とても元もと入道親王ぼうさまとは思えないわ！）

　朱雀院の宮は本来出家するはずの親王だった。今上の兄宮であった東とう宮ぐうが亡なくなった際、今上が東宮、亡くなった兄宮の一の宮が次期東宮とさだめられたためだ。今上の一の宮であった彼は政治的混乱を避さけるために入道することになり、朱雀院に住まっていた先の帝みかどの下で育てられた。彼が〈朱雀院の宮〉と呼ばれる由来であり、透子が先ほど朱雀院の宮に祓っていただけるならと言ったのも彼の過去を踏ふまえた上でのことだ。

　結果的に出家前に今上の御み世よとなり正確には入道していないが、あのとげとげしさはとても御み仏ほとけに祈いのりを捧ささげる院の下で育ったとは思えない。

（あの隙すきのない動きって武術をたしなんだ者の立ち居よね。僧都というよりむしろ将軍って感じ？　全然出家する気なかったんじゃないのあの宮様）

　しかし悔くやしいことに、朱雀院の宮はほかの女房などには人あたりがいい。宴えん席せきでもいつも輪の中心にいて、とりまく公きん達だちたちと実に穏おだやかに接している。そこでは自分に向けるような冷たい表情は見たことがないし、そのような目を向ける人物だとも思われていない。

（そんな人がどうしてわたしにだけ……）

　心がへこみかけたのを感じたのだろう。

「心配しなくても大丈夫よ、綾。これからも宮が守ってくださるわ」

　と紗子は元気づけるようにほがらかに笑ってみせた。

「更衣様、だれかれかまわずお信じになるのはおやめくださいましな」

　後宮の権力争いのまっただ中にいる紗子だが、まったくそれを感じさせない。そのなごやかさが帝に気に入られている所以ゆえんかもしれないが、あまりに無防備だとこちらが心配になる。

「まして朱雀院の宮は今上の一の宮様なのですから」

　朱雀院の宮は帝の第一皇子、かたや紗子は帝の寵ちようを一身に受ける身だ。朱雀院の宮からすれば父の愛人、仲がよかろうはずもない。

　しかし紗子はぱっと顔を輝かがやかせると、

「そうね、主上に似て凜り々りしくいらして。そういえば昨夜の主上も──」

　と愛いとしい相手のことを嬉うれしそうに語りはじめ、透子はがくりと肩を落とした。

（通じてない……）

　帝である以上、女によう御ご更こう衣いが大勢侍はべるのも世の習い。朱雀院の宮もそれはわかっているだろうが、こと紗子については更こう衣いになった経緯いきさつと寵愛ぶりに、習いだけでは割り切れない思いがあるのだろう。紗子への複雑な思いが紗子の女によう房ぼうである自分に向いているのかもしれない。

（でも宮様の言うように、弘徽殿の女房にやられても波風立てずにおとなしく泣き寝ね入いりしていたら今後もやられる一方じゃない）

　弘徽殿の女房からの嫌いやがらせは今にはじまったことではない。紗子は本来女御宣せん旨じがくだされるはずの出自だというのにいまだ更衣の身分にとどまっているのも弘徽殿の女御の祖父、藤原氏うじの長ちよう者じやの左大臣が圧力をかけているためだ。

　左大臣は娘むすめである中ちゆう宮ぐう亡きあと、孫娘をその地位に就つけるべく女御として送り込んできたが、帝の寵愛は中宮付きの女房であった紗子に移っていた。何年経たっても紗子が寵を失う様子はなく、帝はそのうち紗子を女御に上げるつもりなのではと弘徽殿側はぴりぴりしている。

（もう、どうしろっていうのよ……）

　弘徽殿に敵視され、朱雀院の宮には冷たい目を向けられて、解決策も見つからない。八方ふさがりだ。

　いっそ朱雀院の宮も政敵だと割り切ればいいのだろうが、自分以外に対する人あたりはいいし、人ひと柄がらも優すぐれている。なにより朱雀院の宮の父は今上、母は内親王で、藤原氏との血のしがらみがない。人望的にも政治的立ち位置的にも敵にまわしたくない相手だ。なにより透子自身が朱雀院の宮という人物を嫌きらっていない。

（けれども宮様はわたしがお嫌いなのよね……）

　その事実に追い打ちをかけられてへこんでいると、

「そうそう、透子」

　と透子の肩にのしかかる重い空気を払はらうかのように、紗子はほがらかな声を上げた。

　普ふ段だんは女房名から〈綾〉と呼んでいる紗子だが、いまは名で呼んだ。名で呼ぶときは女房の綾小路ではなく姪めいの透子だ。

「どうしたんですか、叔母おばさま？」

「兄上がね、実家でお呼びのようよ」

「……父上が？」

　いったい何の用だろう。透子の父は大だい納な言ごんでほぼ毎日参さん内だいしている。ついでに顔を見せればいいものを実家に呼びつけるとは。

「透子もしばらく帰っていないでしょう。たまには兄上に顔を見せて、ゆっくりしていらっしゃいな」

　紗子はおっとりと微笑ほほえんでみせる。悠ゆう長ちように帰っていられる時期ではないが、紗子なりの気き遣づかいだろうと、透子はその勧すすめに従うことにした。







　透子の女房名は〈綾小路〉という。

　女房名は親の地位や実家の場所など所縁ゆかりのある名をつけるものだが、綾小路という名は紗子のかつての女房名を継ついだものだ。そのため透子の実家は綾小路ではなく、内だい裏りの東の陽よう明めい門もんを出て徒歩かちでも四半時とかからない距きよ離り、大貴族の邸やしきひしめく二に条じよう大路のほど近くにあった。




「おお、透子や」

「なにか御ご用ようかしら、父様」

　実家に帰るなり透子が単刀直入に切り出すと、その声こわ音ねから父尭たか丞すけは娘の機嫌がよくないのを察したらしく、困こん惑わくしたように眉まゆを下げた。

「良い香こう木ぼくが手に入ったので、紗子に届けてもらおうと思うてな」

「それは助かるわ。けれどどうしてお呼びになったのかしら？　香木程度の大きさならば参内のついでに持っていらっしゃればよいのではなくて？」

　すると「それは……」と尭丞は理由を探しはじめたが、娘を納なつ得とくさせられるだけのものが見つからなかったらしくさらに眉を下げ、透子はため息をついた。

「わかってるわよ。弘徽殿に遠えん慮りよしたんでしょ」

　いまは二条大納言と呼ばれている父だが、祖父は親王で、父も祖父が姓せいを享うけるまでは王の身分を持っていた。出自的には藤原氏の氏長者である左大臣にも遠慮はいらないのだが、尭丞は争いごとを好まない性格で、出自の高さに反していかんせん腰こしが低い。

　透子もそうわかったうえで、紗子への扱あつかいについて一言申すために切り出した。

「左さの大臣おとどの目につくようなことをしたくないのはわかるわ。でも後見役としてもうすこし叔母上を立ててくださってもいいのではなくて？　叔母上だって藤原氏の流れなんだし、それほど角かどは立たないと思うのだけれど」

　尭丞と透子は皇族の末まつ裔えいだが、紗子は藤原氏の血統だ。というのも左大臣の妹である祖母は、祖父が亡くなったのち藤原家の傍ぼう系けいに再さい嫁かして紗子を産んだためで、尭丞と紗子は異父兄妹きようだいで、紗子は左大臣の姪にあたる。

　つまり紗子は直系ではないにしろ藤原氏、帝の意を曲げてまで弘徽殿に寵を向かせようとせずとも、すでに寵を受けている紗子を女御として盛り立てればいいと思うのだが、

「そういうわけにはいかんのだよ……」

　と尭丞は深い嘆たん息そくを漏もらした。

（どうしてよ）

　宮中はいろんな人の思おも惑わくが絡からみ合ってどうしようもない状じよう況きようになっていることはわかるが、後見している妹の紗子に香木ひとつ届けることすら左大臣の顔色を窺うかがってこそこそ人目をしのばねばならないなど度が過ぎている。

（だれもかれも左大臣の傀かい儡らいなの？　宮中はこのままでいいの？）

　しかしここで思い悩なやんでいてもらちがあかない。

「ではこれを叔母上にお渡わたしすればいいのね」

　香木を受け取って早々に立ち上がりかけると、呼び止められた。

「透子。呼ばずともたまには顔を見せよ」

「そうそう宿下がりってわけにはいかないでしょ。叔母上も女房がすくないと心細いだろうし」

　最後の一言は、左大臣の顔色を窺うあまり、梅壺の女房の数を十分に整えてやれなかった父に対する当てつけだ。そうわかって怯ひるみかけた尭丞だが、

「だがそなたもそろそろ婿むこを選ばねばなるまい」

　と父にしては強気に切り返してきた。

（……ああ、それが本題なわけね）

　この忙いそがしい時期に帰ってこいなどと、おかしいと思っていたのだ。

「婿を取らずに宮中に勤めている女によ人にんだってたくさんいるわ」

「そなたの出自ならば内ない侍し、もしくは女御として仕えるべきところであろう？」

（まあ、たしかにそうね）

　父尭丞はいまでこそ大納言だがいずれは大臣に昇のぼる身、そして亡なくなった母は内親王で、つまり透子は宮腹の姫ひめだ。紗子より格上の女御として入じゆ内だいしてもおかしくない生まれだし、それに年が明けて透子は十六、入内とはいかずともこの年になって婿候補も決まっていないなどきわめて稀まれだ。

　そのことについて透子が異論を挟はさまなかったためか、尭丞は身を乗り出すように話を進めてきた。

「だれか懇こん意いにしている公きん達だちなどおらぬのか」

「身内すら訪おとないを遠慮する梅壺に、好きこのんで顔を出す公達がいると思う？」

　あからさまな当てつけに、尭丞は「うっ」と乗り出しかけた身を引く。

　実のところは帝みかどの寵愛厚い梅壺とつながりを持とうと訪おとずれる公達もすくなくはないのだがそのことは黙だまっておくと、尭丞も「それはそなたがつれない文ふみを返すからであろう……」と渋しぶい顔をした。

「あら、ご存じでしたの」

「まあな。梅壺に訪れる公達の誘さそいをかたっぱしから断って、〈小町〉などと呼ばれているそうではないか。梅壺の女房勤めなど身分が逆ではないかと面おも白しろがる公達もおるしな」

「入内前から帝のお目の届くところに置いておく算段かとも言われているみたいだけど？」

　紗子は宮仕えから手がついて更衣の宣せん旨じが下ったが、透子ならば確実に女御となっている立場だ。

　しかしそれはあくまで根も葉もない陰かげ口ぐちのはずだが、

「そなたにも紗子のように御お手てがつけばよいのだが……」

　とまるで本気で考えていたかのように尭丞は漏らした。

「やめてよ。叔母上と寵ちようを競きそうなんて嫌いやよ」

「では東とう宮ぐう様はどうだね」

「……東宮様？」

　思いがけない名に、透子は目をしばたたかせた。

「そう、東宮様は御年十八、そなたと年もちかいし、かつては白はく凰おう院いんにおられたがいまは梨なし壺つぼにお住まいだ」

「残念ながらお会いしたことはないわね」

　いくらおなじ宮中とはいえ、梅壺と梨壺では西の端はしと東の端、接点がなさすぎる。

「そこは紗子を通じて花見の席などにお招きしてだな」

「それでわたしに東宮様を口説き落として、見ず知らずの男に身を投げだせと？」

「──透子」

　身もふたもない言いざまに、尭丞は渋い顔でたしなめた。

「わしはそなたに女の幸せというものをだな……」

「あいにくわたしは公達に文をいただいて言い寄られても幸せじゃないし、宮中の叔母上を守り抜ぬくって決めたの。政略結けつ婚こんなんてまっぴらごめんよ」

　ぴしゃりと言い放ち、

「じゃあこれで帰るわね」

「これ、透子、まだ話が……」

　しかしくだらない話はこれ以上聞く気はないとばかりに二度目の呼びかけは無視して、透子は寝しん殿でんを後にした。







　透子が向かった先は東の対の屋、自分の室へやだ。

　数カ月前に訪れて以来、なにも変わりのない室内を見て取った透子は、簀すの子こ縁えんに腰を下ろしてため息をついた。

（父様はなにを考えているのかしら。わたしを東宮様にだなんて、二人つづけて身内から寵ちよう姫きが出るはずないじゃない。柳やなぎの下にドジョウが何なん匹びきもいるわけじゃないんだから）

　先ほどはとりつくしまもないくらいきっぱりと政略結婚を断ったものの、透子とて貴族の娘むすめとしての自覚はある。どうしても金持ちと結婚しなければ家計を支えられないというなら受ず領りようとでも結婚しただろうし、父に政治的野心があって権力者と縁を得るために自分を道具に使いたいといっても受け入れただろう。

　けれども幸い暮らし向きは間にあっているし、政治的野心があるわけでもなく左大臣におもねるばかりの父から政略結婚を勧すすめられても素す直なおにうなずけない。還かん暦れきを過ぎた左大臣の愛人めかけになれと言われたほうがいっそいさぎよかった。

（父様だって権力が欲しいならそれなりの女人のところに通うはずだし）

　貴族男性にとって妻の実家の力は大きい。生まれはさほどの家でなくともうまく婿むこ入いりできれば婚こん家かの力で出世することもできるし、祖父は帝だったというやんごとない血統をすでに持っている尭丞も、財力のある女を妻にすればさらに大きな力を得ることができる。

　しかし実際は、いまも邸やしきの女おんな主人あるじの住まうべき北の対はもちろん、ほかの対にも女はいない。政治的野心のない父は後のち添ぞいを迎むかえる気がないらしい。

（たしかに母様みたいに想おもいつづけてもらえたら幸せかもしれないけれど……）

　父のことを公く卿ぎようとしてどうなのよと思っている透子だが、父親としては尊敬しているし、亡くなった母をいまも大切に想いつづけていてくれるのは嬉うれしい。

　そんな父を見ていればこそだろうか。会ったこともない相手から恋こい文ぶみを寄せられたところで嬉しいとは思えない。

　想いをつづった文から伝わってくるのは、帝の寵愛厚い梅壺とつながりを持ちたい、尭丞の娘婿の座に収まりたい、そんな下心ばかりだ。権勢に陰かげりが見えれば潮が引くようにさあっと訪いが絶えるにちがいない。

（それが女の幸せなの？）

　恋に興味がないわけではない。父と母のような結婚に憧あこがれはある。だからこそ下心が垣かい間ま見みえるようなものに流されたくない。

（それにわたしにはほかにすべきことがあるから）

　本来透子は女によう房ぼう勤めなどさせてもらえる立場ではなかった。尭丞も言っていたように、宮中に上がるなら女によう御ごか内侍、帝の寵を争う立場だった。紗子よりも出自が上の自分が女房として宮中で仕えることができたのは、貴族たちが左大臣に遠えん慮りよしてめぼしい娘が集まらなかったためだ。

（そのことは父様に感謝しないとね）

　自分は男を袖そでにしつづける今小町で十分──そう思った透子の脳のう裏りによみがえったのは、先ほどの朱雀院の宮の去り際ぎわの一言だった。

『──あなたは、〈小町〉と呼ばれる意味をいま一度考えられたほうがいい』

（それってどういう意味？　宮様に疎うとまれる理由がそこにあるということ？）

〈小町〉という名は自分から名乗ったものではなく、宮中のだれかが勝手に言い出したことだ。

　綾小路は今小町。けっして褒ほめ言葉ではなく、男につれない無む駄だ美人というただの揶や揄ゆだ。

（わたしがつれなくした男から恨うらまれているとか？）

　そうだとしたら完全に逆さか恨うらみだ。だからといって男たちの人気取りのためだけに形ばかりの恋れん愛あいに身をゆだねるつもりはない。しかし忠告されたということはそこが朱雀院の宮の気に障さわるということだ。できるものなら直したいが、直し方がわからない。

　どうしたものかしら……と透子がほうと息を漏もらすと、庭先から声がした。

「どうした、おおきなため息だな」

「──龍りゆう？」

　思いがけない声に透子が顔を上げると、そこにいたのはひとりの青年だった。

　年は二十歳はたちばかり、すっきりととおった鼻び梁りように意志の強そうな瞳ひとみ。若緑の狩かり衣ぎぬや袴はかまは貴族よりもさっぱりと細身にまとめているが、その分鍛きたえられた肩かたが目につき、貴族的な優美さより剣たちの使い手としての印象が先に立つ。

　名を龍たつ尚ひさといい、透子の遠とお縁えんの幼なじみだ。

「来ていたのね」

　龍尚は普ふ段だんは領国にいるため会うのはおよそ一年ぶり、背せ丈たけも伸のびて体つきも変わっているはずなのに、つい昨日まで一いつ緒しよにいたかのような気がする。

「おまえは俺に会いにきたんじゃないのか？」

　そう言って龍尚はにやりと口こう端たんを上げたが、

「残念ながら父上の小間使いよ。叔母おば上うえに香こう木ぼくを持っていってやれって」

　それくらい自分で届ければいいのにね、と気心の知れた相手につい愚ぐ痴ちがこぼれた。

「伯お父じ上うえの目的はそれだけではなかったようだけどな？」

「目的？　……ああ、縁えん談だんのこと？」

　あのまま話がつづいていたら龍尚のことに話題が移っていたのだろう。父としては東宮の話は前ぜん哨しよう戦せん、龍尚との縁談こそが本命だったのかもしれない。

「伯父上もそろそろ本気で考えてくださっているようだが」

「さっきは東宮様を梅壺にお招きしてはどうかと言っていたけれど？」

　すると龍尚はその意図を察して、ちっと舌打ちした。

「伯父上にちゃんと釘くぎを刺さしておかないとな」

「さすがにそれは冗じよう談だんだったかもしれないけれど、たしかにもう縁談を考える年になったのね」

　龍尚とは物心ついたころからの知り合いだ。かれこれ十年以上の付き合いになる。

　遠縁にあたる龍尚の母が透子の乳母めのとを務め、十年ばかり前、都で戦いくさが起きるかもしれないと危あやぶまれたこともあって幼い透子は戦火を逃のがれて龍尚の領国に身を寄せた。その当時から将来の龍尚の嫁よめだと周りに言われつづけて、透子自身もそういうものだと思っていたし、そのことに反発するつもりもない。

　龍尚はかつて国こく司しとして下った賜し姓せい源げん氏じの末まつ裔えいだ。領国に留とどまること数代、近親者を中央に送り込んで受領の任を受けさせ、代々の当主は領国で勢力を拡大して、いまでは地方豪ごう族ぞくを束ねる武士の頭領となっている。

　鄙ひな育ちながら源氏なのでさかのぼれば帝みかどの血統、殿てん上じよう人びとに劣おとらない気品があるし腕うでも立つ。都育ちの貴族などよりよほどかっこいいと思う。

　しかし階きざはしを上って簀子縁に腰こしかけて透子の頤おとがいをくいと持ち上げ、

「俺としてはいつでもかまわないのだが？」

　と覗のぞきこんできた龍尚を、透子はやんわりと扇おうぎで躱かわした。

　龍尚とは長い付き合いだ。思わせぶりな態度は噓うそ半分だとわかっている。そして躱された龍尚もやっぱりなと言わんばかりにふっと笑えみを浮うかべただけだった。

「それで龍はどうして都に？」

「遅おくればせながら新年のあいさつだ。今年は雪解けが遅おそかったからな。おかげで小こ競ぜり合いも少なくて助かった」

「西国の様子はどう？」

「まあきっちり抑おさえているけど安あん泰たいとは言いがたいな」

「今度はなにが原因なの」

「隣りん国ごくの国司がこの前の除じ目もくで重ちよう任にんを受けそびれたらしくてな。新任国司と国人の間の軋あつ轢れきが飛び火してきている。まあうちも他人ひと事ごとではないから、春の除目が出るまで国に留まって様子をうかがっていたというわけだ」

「受けそびれって……どうして？　金きん子すを出し渋しぶりでもしたの？」

　国司の任官は宮中で決められるが、好きこのんで鄙に下ることを望む貴族はすくなく、望む者がいるときはおおよその希望が通る。国司任官をめぐって裏うら金がねが飛び交かっているのはもはや公然の事実だ。

「いや、例年どおりにほぼ決まっていたものを、去年にかぎって左大臣が横やりを入れてきたらしい。たしかに隣国の国司は藤原氏の流れじゃなかったからな。他家に国くに許もとで力を備えられるのを警けい戒かいしたんだろう」

「中央のせいで起きた争いということ？」

「そうだな。横やりがなければ重任で丸く収まったことだしな。うちの周りだけじゃない。前の除目ではかなり荒あらされたから、全国各地で似たようなことが起きていたはずだ」

（藤原氏の専横は宮中だけではなく、地方にも問題を引きおこしていた……）

　いまこの国を動かしているのは藤原氏の氏うじの長ちよう者じやである左大臣だ。しかしほかの貴族は左大臣におもねるばかりで、度を過ぎた左大臣の横暴ぶりを諫いさめられる者がいない。

　左大臣に対たい抗こうできる者は出自的に尭丞くらいのものだが、尭丞には左大臣に対抗する意思はなく、ほかに対抗できる者といえば帝と東宮に次ぐ地位にある朱雀院の宮だろうか。

（あの宮様の性格なら左大臣におもねることもなさそうだけど）

　しかし今朝の様子だと、朱雀院の宮もまた左大臣ゆかりの弘徽殿に肩かた入いれしているように見えた。

「とりあえずこっちのほうは、宮中の権力争いを落ち着かせないことにはどうしようもないだろうな」

「左大臣は二代つづけて中ちゆう宮ぐうを出しているせいもあって権力が集まっているわ。次に弘徽殿の女御が皇子をあげることがあれば、東とう宮ぐう様の地位さえおびやかすかもしれないとまで言われているほどよ」

「ああ、それもあって荒れているんだろう。藤原家の息のかかった新たな国司につくか、土着の旧国司につくか、地方の豪族たちが割れている」

「つまり戦になっている……と？」

「そうだな」

「………」

　龍尚の言に透子は唇くちびるをかんだ。

（戦──）

　その一言から透子の脳裏によみがえったのは血の臭においだ。

〈戦〉というのは宮中の優ゆう雅がな生活からは想像もつかない遠い響ひびきだが、鄙育ちの透子は戦を知っている。〈穢けがれ〉と呼んで血を避さける都の貴族には考えつかないほどの血が、地方の領地にはそこここにあたりまえのように流れていた。

　戦がはじまれば野原や田畑に血が流れ、川が朱あけに染まる。そして戦で傷つき、手当てに運ばれた者たちで屋や敷しき中に充じゆう満まんする血の臭におい、それは貴族たちがたしなみで身にまとう香こうの匂においとはまったくちがう、人の生死をつかさどる命の臭いだ。

　消えゆく命をこの世に留とどめようと、幼い透子も女たちに混じって屋敷中を駆かけまわった。あまりの深手に手を尽つくすこともできず、ただ見送るしかできない命もたくさんあった。──戦さえなければ失われなかったはずの命だった。

　今日弘徽殿で仕し掛かけられたいたずらは、宮中では天てん寵ちようをめぐるささいな嫌いやがらせにすぎない。しかし地方では、宮中での権力争いが原因で実際に血が流れているのだ。

（やっぱりいまのままじゃ駄だ目めだわ）

「どうにかできないの」

「まあ、それもあっての譲じよう位いなんだろうな」

「え？　譲位？」

　思いがけない言葉に透子は問い返した。

「主上が御み位くらいを降りられるなんて話、宮中ではまったく耳にしていないけれど……」

「俺の摑つかんだ報しらせの出どころは宮中じゃない。斎さい宮ぐうだ」

「斎宮？」

「ああ。とはいえ伊い勢せではなく野のの宮みやだけどな。探さぐらせていた手の者が、譲位にむけて動きはじめたらしいという情報を持ってきた」

　斎宮というのは今上の御み世よを支えるために伊勢の神に仕える皇族の姫ひめで、帝の譲位とともに代だい替がわりする。そして野宮は斎宮が伊勢に下るまえに精しよう進じん潔けつ斎さいに籠こもる地だ。

　すでに今上の斎宮は伊勢に下っているため斎宮潔斎の社はないが、野宮の地を守るために祈いのりは捧ささげつづけられている。

「たしかに東宮様のお母上は内親王様でいらっしゃるから、東宮様がご即そく位いされれば藤原氏が外がい戚せきとして権勢をにぎることはむずかしくなるわね」

　左大臣の権勢を削そぐことができる。だが譲位となると次の東宮位をめぐって争いが起きるのは必定だ。

　東宮は御おん年とし十八、即位に早すぎるという年ではないがまだ子がいない。東宮の一の宮が生まれるまで東宮位を空位にするのかほかの親王を立てるのか、新たな東宮をめぐってまた宮中は乱れる。

（そして中央の乱れが地方に戦をもたらす……）

　戦という一言がひやりと喉のどを下り、透子はぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

（──そんなことはさせない）

「わたしになにかできることはないかしら」

「譲位となれば梅壺の御方だって争いに巻き込まれかねない。できることなら俺としてはおまえに危ない橋を渡わたってもらいたくないんだがな」

「でも、宮中に身を置いていながらただ傍ぼう観かんしているなんてできないわ」

「なにかしないと気が収まらないというなら、当家うちに収まるってのはどうだ？」

「え？」

　思いがけない一言にふり向くと、傍かたわらの龍尚はじっとこちらを見つめていた。

「新東宮位をめぐって当然地方も荒れる。宮中の一いち女によう房ぼうより武門の頭領の奥方のほうが出来ることは多い。俺の側そばで存分に力をふるえばいい」

　おまえだってそっちのほうが性しように合ってるだろ？　──そう言われれば否定できなかった。

　幼いころに武門で育ったためだろう。宮中でおしとやかに扇を手にしているより武器を握っているほうが向いていると自分でも思う。

「どうだ？」

　その目はからかうような光があるが瞳ひとみの奥は真しん剣けんなもの、本心からの言葉だとわかって心が揺ゆらいだ。

（龍尚と結けつ婚こんする……？）

　悪くない気が、した。

　しかしそのときふと脳のう裏りをよぎったのは一枚の光景、それは幼い日に交かわしたひとつの約束だ。




　──いっしょに戦いましょう。




　雪の夜の記き憶おくがよみがえり、透子はそっと首を横に振ふった。

「いまは、できないわ」

　龍尚の言うように、武家の奥方になれば領地と領民を守るために力を尽くすことができるだろう。窮きゆう屈くつな宮中とはちがって、龍尚も好きにさせてくれるにちがいない。

（けれどそれじゃ救えない──約束を果たせない）

「わたしは戦うために宮中に入ったの。無力な自分を嘆なげくしかできないのは嫌だから」

　大人の都合に振りまわされて、望む場所にいることも叶かなわず、人生をも定められる。あのときの自分たちはなにもできない子どもにすぎなかった。けれども大人になったいま、おなじ思いはしたくない。

「それに」

　透子は龍尚の視線を受け止めると、まっすぐに見つめ返して告げた。

「わたしたちがおなじところにいるのはもったいないでしょう？」

　──透子が紗子の女房として宮中に上がった理由はこれだ。

　領国にいるときから龍尚とはいろんなことを話し合った。都で起きた戦いくさについて、宮中の政まつりごとについて、中央と地方との関係について、それこそ男と女であることなど忘れたかのように真剣に。

　自分は宮中で政を間近に見て流れを読み、龍尚は領地にいて政の歪ゆがみから生じる戦から民たみを守る、そう誓ちかった。自分たちは男女である以前に、おなじ未来を求めて戦う〈同志〉だ。

「領地は龍が守ってくれている、それだけでとても心強いわ。そしてわたしは龍の立ち入れない女の園そので、自分にできることをするの」

　その言に龍尚は納なつ得とくしたように「ふむ」と腕うでを組んだ。

「ならばいつになったら嫁よめに来る？」

　龍尚は公く卿ぎようだの殿てん上じよう人びとだのといった宮中の身分とは縁えん遠どおいが、あなどれない武力と経済力がある。透子が望めば父も反対しないだろう。しかし、

「わたしが中央の政に気をもまずに暮らせる時代がきたら、かしらね」

　と透子が軽口で躱かわすと、

「それはまた遠い話だな。いっそ俺が武門をまとめあげて天下を取るか」

　と龍尚はうそぶき、「それが早いかもしれないわね」と透子は苦く笑しようを漏もらした。

「征せい夷い大たい将しよう軍ぐんになったら殿上人ね。しきたりがめんどくさい、息苦しいって投げ出しそうだけど大だい丈じよう夫ぶ？」

　そんな揶や揄ゆにも、「そのときは宮中に精通したおまえがなんとかしてくれるだろ」と龍尚はさらりと返した。

（こういう間合いが、いいな）

　息がしやすくていい。息を詰つめて見つめあうような関係は自分たちには似合わない。

　その関係はいまはまだなのか、いつかは変わるものなのかはわからないし、考えるつもりもない。ずっとそばにいながら知らぬ間にたがいの背が伸のびていたように、気持ちもまた自然と変わっていくことだろう。

「しかしおまえはそんな息苦しいところに帰るのか」

　龍尚の声こわ音ねにかすかに気き遣づかいの色が混じった。

　言いたいことも面と向かって言えない、褒ほめ言葉も賞賛も言葉の裏を読めとばかりの遠まわしの宮中は、自分に向いていないことを透子自身よくわかっている。

（けれど）

「そこがわたしの戦場だから」

　透子は口こう端たんを上げて挑ちよう戦せん的な目で見つめ返す。

　すると龍尚はふっと目を緩ゆるめ、拳こぶしを斜ななめ上にして腕を出す。透子も同じように腕を出し、ふたりの手首が交差した。

　──幼いころから変わらない、同志のあいさつだ。

　たがいがまとう衣い装しようは幼いころとは変わってしまったけれど、心は変わっていない。

　たがいの瞳の奥でそれを確かく認にんして、透子は告げた。

「じゃあまたね」
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　二条の邸やしきを出て往来に歩を進めていた透子は、市いち女め笠がさの垂れ衣ぎぬの下でそっと自身の右手を見下ろした。

　先ほど交わしたたがいの手首。力を分けてもらったかのように、ほんのりと熱を帯びているように感じられた。

（……いいな）

　龍尚の手首はやわやわした女のものとはちがう、剣を振るう手だ。格段太いわけではないが、手首に浮うかんだ筋すじが日ごろの鍛たん錬れんを偲しのばせる。

　一方透子は当然宮中で剣を振りまわすことなどできないから、もう何カ月も柄つかを握っていない。領地にいたころ、周りが武士ばかりだったときには想像もしなかったことだ。

（せっかく龍が来ていたんだから、稽けい古こをつけてもらえばよかった）

　剣を手にして対たい峙じしたときの、頭の先から腹はらにかけて一本の筋が通ったような感覚、自分の中にいつもとちがうなにかが宿るような、神社で社しや殿でんに向き合うときに似た清せい浄じような気持ち。

　背筋を正して邪じや念ねんを払はらい、ただまっすぐに現実に向き合う──そんな感覚がなつかしい。

（けれどこの先は剣なき戦いの場──）

　内だい裏りへとつづく門を見上げた透子は、心の中の剣をかまえて姿勢を整えて足を踏ふみ入れた。

　しかし、

「おやおや、これは小町殿どのではありませんか」

　入るなり気き障ざったらしい声をかけられ、透子の表情が凍こおりついた。

（なんでよりにもよって……！）

「使いに出ておられたのですか？　小町殿とこのようなところでお会いできようとは、これはまこと御み仏ほとけのお導きにちがいありませぬ。それともわたしの願いを神仏がかなえてくださったのでしょうか、いやきっとそうにちがいない」

　すこし早口の立て板に水のように言葉を並べたてる男を前に、透子は肩かたをふるわせた。

（だれかこの男の口を止めて……！）

「これは中ちゆう将じよう殿、ご機き嫌げん麗うるわしく……」

　透子は垂れ衣で隠かくれた顔をそむけながら、なんとか合間を見て言葉を返す。

　顔をそむけたのはひくひくとこわばる頰ほほを隠すためだ。しかし透子が恥はじらっていると思ったのだろう。男が距きよ離りを詰めてきたので、透子はさらに顔を後ろにやった。

（ああ、匂においだけでもむかつく……！）

　調合あわせはちがっていても使っている香こう木ぼくがおなじなのだろう。唐から渡わたりの強い桂けい皮ひの匂いが鼻を突つく。この香かおりを透子はよく知っている。

（さすが兄妹きようだいよね！）

　二十代半ばのこの公きん達だち──近この衛え中将は、左大臣の孫で弘徽殿の女によう御ごの兄だ。そして弘徽殿と梅壺は仲がよくないことは重々承知しているだろうに、透子に幾いく度ども文ふみを寄せてくる人物でもある。

　このよく回る舌とおなじように文ふみも実にまめまめしく来るので、返事が面めん倒どうでしかたがない。だからといって文をもらっておきながら返さないのはこちらの品性を疑われるので、使う料紙もそこそこに、きわめて素っ気なく返しているものの、この男は一向に察してくれる気配がない。

「姫ひめは二条のお邸にもどっておいでだったのですか？　おや、そのお手荷物は？　わたしが代わりにお運びいたしましょう」

「ありがたいお言葉ですけれども、たいした荷でもございませぬゆえ」

「そのような衣で視界を覆おおったままで歩かれて、大事な香木を落とされでもすれば一大事でしょう」

「え、どうしてそれを？」

　なぜ中身が香木だと知っているのかと顔を上げると、中将はいたずらめいた笑えみを浮かべた。

「ここまで良き香りが漂ただよってまいりましたので」

（なんなの!?　犬なの!?）

　香木は厳重に包まれた上で蒔まき絵え箱に収められている。香りなど漏もれていないし、たとえ漏れていても中将の衣ころものむせるような薫たき物ものの香りに吞のみ込まれているだろう。

　ただの冗じよう談だんだと気がついたものの、中将はこれで話のきっかけができたと思ったのか、足を進める透子の横にぴったりくっついてきた。

「香こうの名手であられる梅壺の更こう衣いが新たな香木を得られましたか。次の薫物合わせも敵かなわぬやもしれませんなあ」

　たしかに次の薫物合わせでも弘徽殿と同席することになる。この兄妹の香はいかんせん我がと個性が強すぎるので、べつに新たな香木がなくても負ける気はしなかったが、

「こちらも女御様を前に恥ずかしい御お品しなはお出しできかねますゆえ……」

　としおらしくしてみると、まんざらでもない様子だった。

「姫みずから受け取りにゆかれるとはよほどの御品なのでしょう。それに本来ならば徒歩ではなく輿こしでゆかれるべきご身分だというのにおいたわしい」

「そのようなこと滅めつ相そうもございませぬ」

「なにをおっしゃいます。姫は女御にもなれるお生まれだというのに、女によう房ぼう勤めなど大だい納な言ごん様も酷こくなことを」

（叔母おばさまの女房のなり手が見つからなかったのは、あなたの家が圧力をかけていたからでしょうが!?）

　しかし罵ば倒とうしたおしたい衝しよう動どうをひた隠し、透子はただひたすら猫ねこをかぶりつづける。

「そのようなことは露つゆ思わず。数ならぬ身ながら、更衣様をお支えできればとただその一心にございます」

「それならば私がお支えいたしましょうか？」

「……は？」

　予想外の言葉に透子は思わず顔を上げる。するとわが意を得たりとばかりの笑みが降ってきた。

「女房勤めなどなされずとも、二条大納言様のお邸を訪ねたいと願っている公達は数多くいることでしょう」

　つまり透子に宮中を去って、邸でおとなしく婿むこ取とりしていろということだ。

　中将はかすかに腰こしを折ると、透子に目の高さを合わせて覗のぞきこんでくる。いったい何をと意表を突かれているうちに、透子は中将に左手を取られていた。

「ぜひ私も親しくしていただければと願っております」

「…………！」

　蛇へびが巻き付いたかのような感かん触しよくに悪お寒かんがはしり、ぞわりと総毛だった。

（こんな婿はお断りよ！）

　透子は風が吹ふき抜ぬけるようにするりと身を翻ひるがえし、中将の手の中から腕を抜いた。国くに許もとにいたころに身につけた護身術のひとつだ。

　中将はなにが起きたのか、どうして透子の腕がすり抜けたのか気づかなかったのだろう。呆ぼう然ぜんとする中将に透子は、

「更衣様が心安く過ごせるようになったときには考えてみますわね」

　と婉えん曲きよくにお断りを入れると、そそくさと内裏の奥へと足を進めた。

（いったいなんなのあの人！　わたしを誘さそっているの？　それとも宮中から追い出そうとしているの？）

　弘徽殿の兄として梅壺の女房はひとりでもすくないほうがいい。好意を寄せるふりをして近づいてきて、梅壺から引き離はなそうとしているのだろうか。

（あー、まだ鳥とり肌はだが引かない）

　先ほど龍尚と交かわした右腕と中将に触ふれられた左腕、なんという違ちがいだろう。

　中将の祖父と透子の祖母は兄妹なのでさほど遠くない縁えん戚せきだ。血けつ縁えん的には龍尚よりも近い。

　見目はそう悪くないし、明るい性格もあって宮中での評判はそう悪いものではないし、恋こい人びとも多いと聞く。しかしそれで自分を過大評価しているのか、まとう衣は気き障ざったらしいし、香は自己主張が強いし、なによりぺらぺらとよくしゃべる。そして人の言うことはろくに聞いていない。軽けい薄はくという言葉がお似合いの人物で、生理的に受けつけない相手だ。

　仮に中将か左大臣かどちらかの愛人になれと命じられたなら、たとえ還かん暦れき過ぎの老人であっても厳しい眼力と人臣の頂に立つ貫かん禄ろくを備えた左大臣を選ぶだろう。

　まだまとわりつくような視線を背後から感じ、

（まさか後あとをつけてきたりしてないわよね!?）

　透子はこっそりふり返るが中将の姿はなく、あちこちに目についたのは武官の姿だった。

　普ふ段だんから内裏は近衛府の武官に警護されているが、どうやら様子がおかしい。

（どうしたのかしら。なんだかあわただしいような……）

　気になった透子が様子を探さぐっていると、近衛府の武官から声がかかった。

「綾小路殿、いまお戻もどりですか」

「え？　ええ」

　いったい何事かしらと不ふ審しんに思った透子だったが、事情を訊たずねる前に周辺に散っていた武官たちにぐるりと取り囲まれてしまった。

（え、なに？）

「別室でお話を聞かせていただけますか」

「……はい？」
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　透子が通されたのは、いまは主あるじ不在となっている桐きり壺つぼだった。

　今上の女御、更衣の数はさほど多くないため清せい涼りよう殿でんに近い西側だけで事こと足たり、東側の梨壺や桐壺は東とう宮ぐうの住まいや宿直とのい所じよとして使われている。

　殿舎自体は女御や更衣に与あたえられるものと同じだというのに、女おんな主人あるじがいないだけでなんとも殺風景に見える。用意された几き帳ちようも形ばかりのもので、あまりに頼たよりない薄うす絹ぎぬに透すけて見えそうだ。

（上座に通したってことは女房として扱あつかうつもりはあるみたいね。けれどどうしてわたしがこんなところに？）

　そんな問いを挟はさむ間もなく、近衛少しよう将しようと名乗った男は透子に質問をはじめた。

「綾小路殿、どこに行っておられました」

「実家さとの二条の邸やしきですけれども、なにかございましたでしょうか」

「内だい裏りを出る際になにかお持ちになりませんでしたか」

「なにかとは？」

「こちらが訊きいておるのです」

　こちらだって訊いているのに答える気はないらしい。透子はほうとため息をつき、

「たしかになにかは持ち出したでしょうが、小こ袖そでひとつ着ずに出るはずもなく」

　なにを持ち出したのかはっきり言われなければわからないと遠まわしに告げる。

　一方的な尋じん問もんをして事情を話す気がないならとばかりに素っ気なく返す透子に、戸と惑まどった少将はひとつ咳せき払ばらいをして仕切り直した。

「手にしておられるその荷物は？」

「父の二条大納言からの預かりものです」

「拝見してもよろしいか」

「梅壺の更衣様にお届けするように言いつかってきたものですが？」

　更衣宛あての荷を開け、更衣が気分を害するようなことがあれば帝みかどの耳にも届きかねない。貴族としての今後を左右しかねない問題になるがその覚かく悟ごはあるのかと遠まわしに突つきつけると、男はぐっと息をのみ、出世と職務の狭はざ間まで葛かつ藤とうしているらしくその先を口にできずにいた。

（まあ近この衛えって出世を期待する部署だものね）

　それなりの家に生まれた者なら、今後の華はな々ばなしい出世街かい道どうをこのようなことでふいにしたくないだろう。

　しかし内裏を守る近衛ですらこの程度の覚悟なのね、と落らく胆たんした透子は、畳たたみかけるように言葉を継ついだ。

「帰りが遅おそくなっては更衣様にご心配をおかけすることになりますわ。用はお手て短みじかにお願いできますかしら？」

　案の定、帰すとも帰さないとも言えないまま貝になってしまった近衛に透子はほうと息をつき、話はこれまでとばかりに腰を浮うかす。しかしそのとき、簀すの子こ縁えんに控ひかえていた少将の伴とも人びとが、部屋から出さぬとばかりに立ちふさがった。

（……ふうん、監かん禁きんというわけ）

　梅壺の名がちらついて言葉を返せなかった少将だが、強きよう硬こう手段に出る気はあるらしい。

（まあ、口を封ふうじてしまえば無礼も非礼もあったものじゃないものね）

　少将の言葉をつなぎあわせると、要は宮中からなにかがなくなり、自分は盗ぬすみの疑いをかけられているらしい。それがなにかはわからないが、最悪、自分を自害に見せかけて殺して、証しよう拠この品でも転がしておけば冤えん罪ざいの完成だ。

　殺すまでいかずとも監禁中に自分の室へやに仕し掛かけることだってできる。そして女によう房ぼうの責めを負わせるかたちで、梅壺こと紗子を失しつ脚きやくさせようという腹だろう。

（そんなことさせてなるものですか）

「───」

　殺されるかもしれないという事態を前にして、透子の精神がすっと凪ないだ。そして静かになった心に研とぎ澄すまされた感覚があたりの状じよう況きようを伝えてくる。

　室を囲む男は少将を含ふくめて六人、几帳の薄はく紗さ越ごしに男たちが腰に刀を佩はいているのがわかる。だがろくに抜いたことのないような貴族たちの腕で、はたしてどこまで振ふるえるものだろう。あのような長なが物もの、室内で振りまわせるものではない。

　こちらはいつもの女房装しよう束ぞくよりかなり身軽な壺装束、懐かい剣けんひとつで逃にげられなくはない──と良家の姫ひめらしからぬことを思いめぐらせていた透子だったが、




「私にもお話を聞かせていただけますか」




　不意に割り込んだ声こわ音ねにびくりとふるえた。

「朱雀院の宮様……！」

　男たちの背後に現れたのは、直衣のうし姿の朱雀院の宮だった。

　朱雀院の宮が来ることは少将も予想していなかったのだろう。あわてて威い儀ぎを正して控えたものの、「人ひと払ばらいを」と命じられると伴人を引き連れてそそくさと立ち去った。

（どうして宮様が……）

　透子にとってもまったくの予想外の訪おとずれで、思わず立ちすくむ。

　朱雀院の宮はゆったりと房ぼうに足を踏ふみ入れ、透子も下座に降りようと足を踏み出しかけたが、「そのまま」と言われては動くわけにもいかず、朱雀院の宮は几帳を挟んで隣となりに腰かけ、透子もその場にふたたび腰こしを下ろした。

　朱雀院の宮が来てほのかに漂ただよいはじめた香かおりは、くやしいけれども品が良いものだと認めざるをえない。外見にも恵めぐまれ所作も優ゆう雅がとなれば、宮中の人気の一、二を争う人だというのも納なつ得とくできる。

（このとげとげしい性格を知らずにいたなら、だけどね）

　人望のある相手に厭いとわれているという現実が痛いところだが、これは話ができる好機でもある。

　紗子に対する誤解を解き、すこしでも態度を軟なん化かしてもらえればと、透子は朱雀院の宮に向き合った。

「かの者に無礼はございませんでしたか」

　無礼があったどころか命を奪うばわれかねないところだったが、敵とも味方とも知れぬ朱雀院の宮に明かしてよいものか判断してよいものか、わかりかねた透子は流すことにした。

「ええ、ただまったく事情がわからぬまま連れてこられましたので不安で……朱雀院の宮様においでいただけて安あん堵どいたしましたわ」

　垣かき根ねを取り払はらうべくおだやかに微笑ほほえんでみるが、朱雀院の宮の澄ました表情がくずれる様子はない。

「宮中で起きたことについては近衛が仕切るのが筋ですが、この件つきましては私に一任されましたので他ほかの者とは関かかわらないようにしていただきたい」

「まあ、朱雀院の宮様が？」

　そのことには純じゆん粋すいに驚おどろいた。なにがあったのかは知らないが、宮中の警護を預かる近衛ではなく、軍を預かる兵ひよう部ぶ卿きようが指揮を執とるとなればただごとではない。

「宮中でなにがあったのですか？」

　はぐらかされるかと思いながらも訊たずねると、朱雀院の宮は意外にもすんなりと明かした。

「とある宝物が無くなりました」

「宝物？　それをわたくしが持ち出したと？」

　たしかに宮中には高価であろう品がたくさんある。だが透子の家は龍尚がきっちりと領地を治めているため荘しよう園えんからの上がりもよく、金銭に不自由していない。それに宝物を持ち去るなど父の政治的立場を考えればありえないことだ。露ろ見けんしたときの不利益が大きすぎる。

「そのことにつきましては女によう房ぼう殿どのにかぎらず、近衛は今日出入りした者すべてに訊いていたようです」

「左様にございますか。お疑いとあらば我が家をお調べいただいてもかまいません」

　ご存分にとすべてを委ゆだねてみたものの、それでも朱雀院の宮の表情は変わらない。なにが気にくわないっていうの!?　といきり立つ心をなだめ、穏おだやかに穏やかにと透子はまじないをかけた。

「近衛殿は出入りしていた者すべてをお調べとのことですが、仮に盗んで持ち出したとしてそのまま素知らぬ顔で宮中にもどってきましょうや？」

「それは盗んだ者の事情にもよるでしょう」

（事情ってなによ）

　もちろん宝物がなくなったからといって、金銭目的とはかぎらない。

（金銭ではないとしたら怨えん恨こんとか？　……まさかなくなったのって弘徽殿の女房の持ち物じゃないでしょうね？）

　先ほど弘徽殿の渡わた殿どのでの嫌いやがらせを失敗した意い趣しゆ返がえしに、次は盗みの濡ぬれ衣ぎぬを着せてきたのかもしれない──そう思いあたり、「なにがなくなったのですか？」と尋たずねると、返ってきたのはまったく予想外の答えだった。

「剣たちです」

「え？　剣……？」

　宮中で剣を持っているのは武官くらいのもの、公く卿ぎようも儀ぎ礼れいで佩くこともあるが、いずれにしろ女ばかりの後宮では無む縁えんな話だ。刀好きな透子ですら宮中には持ち込んでいない。

（でも宮様は宝物って言ってたわよね？　儀礼用の佩はい刀とうじゃないということ？　宝物で剣といえば……）

「────」

　脳のう裏りにひらめいた答えに、透子の顔からすっと血の気けが引いた。

　──けっして失われてはならない剣が、この宮中に、ある。

（……まさか草くさ薙なぎの……？）

　三種の神器に数えられる草くさ薙なぎの剣つるぎこと〈天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ〉──国の宝であるそれは、冗じよう談だんやいたずらで失われてよいものではない。もしそうなら国を揺ゆるがす大問題だ。

　しかし心を読んだかのように朱雀院の宮は「神器ではございません」と告げ、透子もほっと胸をなでおろした。

「無くなったのは〈七しち星せい剣けん〉です」

（七星剣？　それってたしか……）

　天極を守護する北ほく斗と七しち星せい、その姿が刀身にあしらわれているそれは国の鎮ちん護ごの剣だ。天叢雲ほどではないにしろ、我が国の宝には変わりはない。

（それがなぜ宮中に？）

　宮中は天極たる帝みかどのおわすところ、七星剣は天極を守る北斗星のごとく国内各地に納められているはず。それがなぜ宮中にあるのか──

「……まさかご譲じよう位いのために？」

　七星剣は譲位の際に宮中に集められ、新しん帝てい即そく位いのときに自身の御み世よを護まもりたまうよう祈いのりを捧ささげふたたび各地へもどす。その剣が宮中にあるということは儀ぎ式しきが執り行われる、つまり譲位の日取りが近いということなのでは──

　そう考えをめぐらせていた透子だったが、鋭するどい視線を感じてはっと我に返った。

「──ご存じでしたか」

　薄はく紗さのむこうから向けられていたのは、肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを見定め距きよ離りを測るような、静かな炎ほのおを宿した眼めだった。

「その話をどこでお聞きになりました」

（もしかしてまずいこと言っちゃった？　龍尚の報しらせは本当だったってこと？）

　宮中ではなく野宮からの情報だと言っていたので、相当内ない々ないに進められていたことなのだろう。しかし家の者が放っている細さい作さくから聞いたとは言えない。どこの家でも細作を放っているとはいえ、尭丞は宮中の穏おん健けん派だと思われている。政まつりごとの動向を探さぐっていると悟さとられるわけにはいかない。

「無くなったのは宮中にあるべきではない七星剣だとおっしゃるので、なぜそのようなものが宮中に、と不思議に思っただけですわ」

　龍尚とのことは伏ふせて透子は素知らぬふりを押しとおした。

「宮様、わたくしからもひとつお訊ねしてよろしいでしょうか？」

「なんでしょう」

「朱雀院の宮様がわたくしをお疑いの理由はなんなのでしょう？」

　近この衛えは出入りしている者すべてを取り調べていると言ったが、しかしまさか位くらいある朱雀院の宮までもが全員尋じん問もんしているはずがない。出入りした者のなかでも自分の下もとに来たということは、疑うにたる人物だと思われているということだ。

　透子がそれを指し摘てきすると、朱雀院の宮は息をついた。否定もしないが弁解するつもりもない、ただ気づかれたのかという嘆たん息そくだった。

「今朝けさ方がた、宝物を保管していた近くであなたを見かけたという者がおりましたので」

（今朝？　まあそれはいるでしょうね）

　宝物をどの殿舎で保管していたのかは知らないが、今朝透子は昨日の宴うたげのあいさつ回りで後宮中の殿舎をめぐっていた。見られていてもおかしくない。

「姿を見られるなど恥はずかしいこと……いったいどなたでしょう」

　女性らしくしおらしく目もく撃げき者を探ってみると、思いがけない人の名が出た。

「近衛中ちゆう将じよう殿です」

（あの人……!?）

　さきほど言い寄ってきていた弘徽殿の兄だ。

　彼はなにくわぬ顔で自分に近づいてきていた裏では、梅壺の女によう房ぼうがあやしいと密告していたのだ。それは疑いをかけている透子の様子を探るためなのか、濡れ衣を着せて追いつめた獲物をいたぶりにきたのか、いずれにせよ許しがたい。

「中将殿でしたらもしや弘徽殿を通りかかったときにお目にかけられたのでしょうか。たしかそのときでしたわね？　宮様にお助けいただいたのは」

「そうですね」

「では、そのときわたくしが盗とう品ひんを手にしていたかどうかは宮様がご存じなのでは？」

　弘徽殿の兄が目撃証言をでっちあげたのはいいが、皮肉なことに弘徽殿の女房のいたずらが身の潔白を証明する目撃者まで作ってしまっていた。

（そう簡単に中将の罠わなにかかってたまるものですか）

　これで難なん癖くせを回かい避ひできたとほっとした透子だったが、「それはどうでしょうね」と朱雀院の宮は告げた。

「私も女によ人にんの衣ころもをしかと見ているわけではありませんので」

　つまり、衣の下に隠かくしていたならわからないということだ。

（失礼ね……！　わたしそんなに太ってないわよ!?）

　剣を隠し持っているかどうかわからないような体型をしているとでも言うつもりだろうか。

　しかし朱雀院の宮は虎とらの尾おを踏ふんだことにも気づかないのか知ったうえであえて踏んだのか、知らぬそぶりでつづけた。

「いまを時めく御お方かたも、今上がご譲位なさるとお困りになるでしょう」

（だから新帝即位の際に必要なものを奪うばったかもしれないと？）

　叔母おばの紗子は今上の寵ちようが厚く、いまは寵ちよう姫きならでは近づいてくる公きん達だちもいるが退位後には訪おとずれも間ま遠どおになる。権力にしがみついている者なら十分な動機だろう。

　だが紗子には縁えん遠どおい考えだ。紗子が権力に執しゆう着ちやくしている様子は微み塵じんもなく、あまりの無防備さにまわりにいる自分たちがひやひやしているほどだ。今上と穏おだやかな時間がすごせればそれでいい、今上が院になろうともなにも変わらない。

（まずはそれをわかってくださったら、宮様の梅壺への風当たりもやわらぐかしら）

「あいにくわが主あるじは権勢とは無縁にいらっしゃいますので、たとえ院となられてもただ一心にお仕えするのみにございます」

　しかしそう言ったところで、朱雀院の宮は「そうであっていただけると助かるのですが」ととりつくしまもない。紗子への誤解を解くよりも自分の潔白を示すのが先のようだ。

（ここは切り返してもいいかしらね）

　権力にしがみついて安直な行動に出る女だと思われつづけるのも困る。

　透子はぱさり、と音をさせて扇おうぎを開くと口元に当てた。──反はん撃げき開始の合図だ。

「今上のご威い光こうで時めいていらっしゃる方は、わが主のほかに大勢いらっしゃると思うのですけれども？」

　宮腹の東宮への譲位により、帝の外祖父でなくなる左大臣家の面々はいまほど好き勝手できなくなる。そしてそれは目の前にいる朱雀院の宮も例外ではない。二に品ほん親王として厚く遇ぐうされることに変わりはないだろうが、今上の一の宮ではなく一皇族となることで現状よりは権勢が翳かげることだろう。

「そして宮様もあの場にいらっしゃいましたわね。それこそ殿との方がたでしたら剣たちを佩はいていらっしゃったら見み逃のがしてしまうかもしれませんわ」

　要は、その場にいた自分だけではなくあなたにも犯行が可能だったのでしょう？　と突つきつけた形だ。

（一方的に疑われるのはごめんよ）

　すると朱雀院の宮はかすかに驚おどろきに目を見開いたが、すぐに目を伏せて息をついた。

「お気の強いことだ」

　その声こわ音ねに呆あきれた響ひびきはなく、無礼だとまで思われなかったことに安あん堵どした。

　まずは一方的に言われるばかりではない、安直な動機で動く女ではないとわかってもらえればそれでいい。

「すべては更こう衣い様をお守りするためですわ」

　ただ弱いだけではやられる一方、負けつづけるだけだ。戦う気き概がいがなければ飛んでくる火ひの粉こさえふり払はらえない。

「犯人が捕つかまるまでわたくしへのお疑いが晴れることはございませんわね。ならば犯人捜さがしのお手伝いをいたしますわ」

「は？」

「わたくしが疑われつづけるのは不本意なことですし、更衣様にもご迷めい惑わくをおかけしかねませんもの」

　弘徽殿側は宝物がなくなったことを自分のしわざだと言い立てることだろう。あらぬ疑ぎ惑わくを向けられたままおとなしく引き下がってはいられない。

「しかし早々に犯人が捕まればわたくしの身の潔白も証あかされましょう。そのお手伝いをさせていただければと」

「女によう房ぼう殿どのの御お手てを煩わずらわせるわけには」とやんわりと断ってきた朱雀院の宮に、透子は切り返した。

「わたくしが疑われているということは、七星剣は後宮にあったということですわよね？」

　その問いかけに朱雀院の宮は言葉を吞のんだ。

　こちらがわかっているのは無くなったのは七星剣だということと、盗ぬすんだ犯人として自分が疑われているということだけ。しかしそれだけで導き出せる答えもある。

「後宮での犯人捜そう索さくは、殿方だけでは不都合なことが多いのでは？」

　盗人ぬすつと捜しのお手が必要でしょう？　と透子はにこりと微笑ほほえんでみせる。

「それとも疑わしき者の手を借りることなどできませぬか？」

「否定はしません。あなたにはぜひ宮中ではおとなしくしていただければと」

「お心こころ遣づかい痛み入ります。心安んじて暮らせるようになればそういたしましょう。宮様が指揮を執とってくださるならばその日も近そうですわね」

　宮中風の遠まわしな言いようだが、要は心安んじていられないから申し出ているのだと言っているのだ。すると、

「宮中に棲すまうあやかしを揺ゆり起こすようなことがなければ、そのうち解決しましょう」

　と朱雀院の宮は返してきた。

　今朝、渡わた殿どのに調度が散乱しているのはあやかしのせいだと言った透子の言葉を引用した形、つまりは透子におとなしく引っ込んでいろということだ。

（……ふうん、言ってくれるじゃないの）

　たがいに明言を避さけた遠えん距きよ離り合戦だ。

　透子が張りつけた余よ裕ゆうを崩くずすことなくすっと目を細めて微笑むと、ふたりの間に見えない火花が散った。
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（ああああむかつくむかつくむかつく……！）

　透子は当たりつけるようにごしごしと手て荒あらく足を洗った。

　さすが宮中で人気を争う公達、会話の返しもあざやかだ。すこし踏み込んだだけで言葉を失った近この衛えの少しよう将しようとはものがちがう。けれども頭の回転がよさそうな相手に疑われているという事実が納なつ得とくいかない。

（こっちから問題を引き起こしたことがひとつでもあった!?）

　弘徽殿との諍いさかいはすべて向こうから吹ふっかけてきたものだ。しかしながら一方的に自分を疑いつづけているあたり、朱雀院の宮はやはり弘徽殿側の人間なのだろうか。

（朱雀院の宮のお母上は皇族だから、左大臣派ではないはずなのだけれど……やっぱり叔母さまが原因かしら）

　朱雀院の宮は今上の一の宮、年若く見み目め麗うるわしい公達としておない年の東宮と人気を二分しているが、出自的にも人格的にも問題がない朱雀院の宮が今上の一の宮でありながら東宮でないのは今上即そく位いの事情による。

　元は今上の兄宮が東宮位にあったが、登極前に亡なくなってしまった。兄宮の子はまだ生まれたばかり、東宮に立てるにはあまりに幼すぎると同母弟だった今上が代わって東宮に立ち、兄宮の遺児は次の東宮と定められた。

　それから今上の御み世よに移り、今上は中ちゆう宮ぐうを迎むかえたが、それは朱雀院の宮の生母ではなかった。朱雀院の宮の母は内親王というやんごとなき生まれだったが、今上即位前に亡くなっていたのだ。

　朱雀院の宮にしてみれば、本来母がなるはずだったであろう中宮位。中宮となった左大臣の姫に対して複雑な思いがあったことだろう。しかし亡くなっていたものは仕方がない。あまたの女によ人にんが仕えるのは世の習いだと、それもまた受け入れることができたかもしれない。

（けれど叔母おばさまに対してはそうではないのよね……）

　今上の中宮もまた若くして亡くなってしまい、そののち今上は中宮付きの女房であった紗子を更衣に迎えた。それは中宮の思い出を共有するとともに、紗子に中宮の面おも差ざしがあったためだと言われている。

　親王時代の想おもい人にすぎなかった亡き母と、亡き後も面おも影かげを追われて恋こわれる中宮、そして中宮の面差しを残す紗子。朱雀院の宮にしてみれば、紗子への寵ちよう愛あいは母に対する父の想いのちがいを見せつけられているようなものだ。複雑な気分を抱いだいたとしても無理もない。

　透子も朱雀院の宮とおなじように母を早くに亡くしている。もし父が後妻を迎え、そして後妻亡きあとも想いを引きずって面差しの似た女人を迎えたなら、先妻の子として複雑な気分になったことだろう。

（だから梅壺の女房であるわたしにも風当たりがきつい、と……）

　ただの政争相手と割り切れればこれほど心乱れることはなかった。けれども透子には朱雀院の宮の感情が理解できるからこそ、悔くやしくて悲しい。

　政治的な加勢を期待しているわけではないが、紗子に関かかわるということは、割り切れない想いと直面しつづけることだ。朱雀院の宮もつらいだろう。

　どうにかできないかしら──と考えをめぐらせながら透子が身み支じ度たくをして梅壺にもどると、

「あら綾、おかえりなさい。早かったのね」

　と紗子はいつもと変わらずやわらかな笑え顔がおで迎えてくれた。

「先ほどから外が騒さわがしいみたいだけれど、なにかあったの？」

「なにやら物盗とりが出たとか。わたしも事情を訊たずねにきた近衛につかまりました」

「まあまあ、そうだったの。大変だったわね。大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ええ、朱雀院の宮様が入ってくださったので」

「また宮が助けてくださったのね。ありがたいことね」

　──たしかに誠まことに不本意ながらまたもや助けられた形だ。あのまま近衛に捕とらわれていれば、今日中に解放してもらえたかどうかもあやしい。へたをすれば命を奪うばわれていたかもしれない。

（近衛以上にとげとげしかったけどね！）

「今度きちんと御お礼れいを言わないとね。それで兄上はなんと？」

「はい。御お品しなをお預かりしてまいりました。唐から渡わたりの香こう木ぼくにございます」

「まあありがたいわ。これでまた良い薫たき物ものができるわね」

「主上もお喜びになりましょう」

　ほんわかと微笑む紗子に、釣つられて透子も笑顔になる。

　そのときだ。簀すの子こ縁えんからぱたぱたと足音がしてふり返ると、透子の胸むな元もとにぽすん、と飛び込んでくる者がいた。

「あやー」

「まあ、七の宮様。お目覚めだったのですね」

　童わらわ髪がみのこの子どもは紗子が産んだ七の宮だ。

　まだ年が明けて三つになったばかり、走りまわるようになったもののまだまだ足元があぶなっかしい。昼ひる寝ねから目覚めてすぐに駆かけ出してきたのだろう。あわてて後ろをついてきた乳母めのとは簀子縁で平へい伏ふくしていた。

　あとはこちらで引き取るからと透子は目で合図をして乳母を下がらせ、

「ほら宮様、まずはお母上さまにごあいさつですよ？」

　と促うながすと七の宮はちいさな手を床ゆかについて、起き床しようのあいさつを紗子に述べる。そして応こたえた紗子が手を伸のばすと、うれしそうに母の胸へと飛び込んでいった。

　どこから見ても、普ふ通つうの母おや子この幸せの図だ。

（ただこうして穏おだやかに過ごしたいだけなのに、どうしてそっとしておいてくれないの）

　七の宮は朱雀院の宮から見れば弟、彼にだってこういう穏やかな日々があっただろうに、どうして水を差そうとするのか。

　弘徽殿や朱雀院の宮が陥おとしいれようとしているのが自分ひとりならかまわない。しかし更こう衣いである紗子に、そしてこの幼い宮様に害意が向かないともかぎらない。
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　潔白なのだから堂々としていればいいとも思うが、事件が解決しないかぎりずっと疑われつづけることになる。

　そして噂うわさはときとして事実よりも大きな力をもって襲おそいかかる。

　──この平へい穏おんな日々を守らなければ。

　このささやかな幸せを壊こわされてなるものか。透子はその幸せな光景を前に覚かく悟ごを決めた。

（疑われつづけるならいっそ、わたしがこの手で犯人を見つけてやるわ）
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　犯人をこの手で捕つかまえる──そうと心を決めた透子の次の行動は早かった。

「これを二条邸ていの龍尚に届けて」

　透子は宮中であった事情を急ぎ書き連ねると、雑ぞう仕し女めに持たせて走らせた。今日龍尚と会ったのは昼過ぎ、さすがに今日は出しゆつ立たつしていないだろう。案の定その晩のうちには、龍尚の手蹟てで了りよう承しようを伝える文ふみがもたらされた。

（外の情報集めだったら龍が圧あつ倒とう的に得意だものね）

　宮中で盗ぬすまれた七星剣、もしすでに外に持ち出されてしまったなら龍尚が放っている細さい作さくが情報をもたらしてくれることだろう。

（外のことは龍にまかせるとして、内うち向むきはわたしが動かないと）

　さっそく翌朝から、透子は近々開かれる薫物合わせのごあいさつにと各殿舎を訪おとずれた。もちろん後宮の様子を探さぐるためだ。

　しかしほかの殿舎の女たちは七星剣の盗とう難なんそのものについて知っている様子はなかった。弘徽殿だけは梅壺が盗んだのではと匂におわせてきたが、朱雀院の宮が情報を抑おさえているのだろう。

（盗まれて二日、犯人が言いふらした様子はなし、と……）

　七星剣を盗んだのが金銭目的なら黙だまって闇やみ商人に流しただろうが、政治的目的なら盗まれたことを大々的に吹ふい聴ちようするという可能性がある。七星剣は国の鎮ちん護ごの剣、盗まれたと話をひろめれば帝みかどの威い光こうに傷をつけることができるからだ。しかし噂話に関しては俊しゆん足そくで駆け抜ぬける宮中でまだひろまっていないとなると、犯人の目的はそこにはないらしい。

（犯人は七星剣が宮中にもたらされたことを知っていて、なおかつ帝の威光を傷つけるのが目的ではない者──？）

　七星剣が後宮にあったと知っている者というだけで犯人はかなり絞しぼられる。後宮に住まって各殿舎をまめに回っている透子の耳にすら届いてなかったのだから、よほど内々のことだったはずだ。

　そしてなぜ盗まれたのは七星剣なのか。どうしてより重要とされる天叢雲剣ではなかったのか、そもそも剣でなくてもよかったのか。疑問は尽つきないが、それらをつぶしていけば犯人につながっていくだろう。

（その七星剣ってそもそもどこの殿舎にあったのかしら？）

　推理のためにもまずは現場を見ておきたいが、女によう房ぼう装しよう束ぞくでは殿舎を渡わたるにも一苦労だ。透子は外出用の壺つぼ装束に着き替がえてこれから外出する風を装よそおいながら宮中を探っていると、

「これは小町殿どのではありませんか」

（また出た……！）

　声をかけてきたのは弘徽殿の兄の近この衛えの中ちゆう将じようだった。

「今日もまた小町殿とお会いできるとはなんという僥ぎよう倖こう、我々はよほど深い縁えにしで結ばれているのでしょうか」

（ただあなたが宮中をうろうろしているからでしょう!?）

　近衛は宮中を守護する職、仕事熱心といえば聞こえはいいが、単に各殿舎にいる恋こい人びとたちを渡り歩いているにすぎない。

　これも前世からの宿しゆく業ごう、神仏のお導きにちがいありますまい、とあいかわらずぺらぺらとよく回る舌だ。

「小町殿もお疑いをかけられて大変なことですね」

（疑われるような密告をしたのは誰だれよ!?）

「かくいうわたしも職務上、小町殿の行き先が気になるところですが、小町殿と一いつ緒しよであらばいずこなりとも喜んでお供いたしましょう」

（まさかついてくる気!?）

　昨日、触ふれられた感覚を思い出すだけで鳥とり肌はだがたってくる。今日はどうやって逃のがれようかと思案していると、別の声がかかった。

「──そこな女房」

（えっ、この声って）

「これは朱雀院の宮様」

　そこにいたのはたしかに朱雀院の宮で、中将はすぐさま恭うやうやしく礼を取った。

　しかし先ほどかけられた声はいかにも他人行ぎよう儀ぎといった風だ。

（どうして？　え、まさかわたしだって気づいていない？）

　市いち女め笠がさの薄はく紗さで顔が隠かくれているので気づかなかったのかもしれない。そう思いながら透子も中将とともに膝ひざを折って控ひかえると、朱雀院の宮は「所用がある。ついてまいれ」と踵きびすをかえした。

「おそれながら宮様、この者は──」

　しかし朱雀院の宮が中将の言に耳を貸す様子はなく、透子はこれ幸いにと中将に会え釈しやくして朱雀院の宮のあとを追う。

　中将から見えなくなるほど離はなれて、正体を明かそうと思った透子だったが、朱雀院の宮はふり返ることもなく内だい裏りの奥へと誘いざないつづけた。

（どこに行くの？）

　なにを言いつけられるにしても中将といるよりはましだと思っていた透子も、さすがに出入りしたことのない、主あるじもいないような殿舎まで連れてこられては不安をおぼえる。

（なにをするつもりかしら……）

　昨日の近衛少しよう将しようの例もある。次は朱雀院の宮が自分に危害をくわえるつもりでは──と危き惧ぐしながらついてゆくと、やがて人ひと気けのない殿舎の前で朱雀院の宮は足を止め、閉とざした扇おうぎを口元に当ててひとつため息をついた。

「……あなたという方は。まったく懲こりない人ですね」

「──!?　やっぱり気づいていらしたんですか!?」

　すると朱雀院の宮は不快げに目を細めた。

「私が昨日言葉を交かわした相手を見忘れているとでも？」

　たしかに昨日話したのは事実だが、朱雀院の宮にしてみれば取るに足らない一女房だ。記き憶おくになくとも無理もないと思ったのだが、まったく見ず知らずの一女房ならばこのような冷たい視線を向けられることもなかった気がする。あいかわらずの嫌きらわれようだ。

「あなたはただでさえ目を付けられています。行動にはくれぐれもお気をつけくださるようお伝えしたはずですが」

　今回の件は迫せまる中将から助けてくれたということらしい。「あ、ありがとうございます」と礼を述べたものの、「あなたが犯人だという前提で話を進められては、私の調べに障さわりがございますから」とあっさり切り捨てられてしまった。

（べつにわたしを助けてくれたわけじゃないのね……）

「おわかりですか。あなたが事を荒あら立だてるようなことあらば、あなたの身に危険が及およぶだけではない。更こう衣いと七の宮のお立場にも障りかねないのですよ」

「────」

　自分の軽挙を咎とがめるだけならともかく紗子と七の宮まで質に取ったような言いように、透子の心がすっと冷えた。

　相手は二に品ほん親王、言葉を交わすことも許されないほどの貴あて人びとだということはわかっている。けれども──いやだからこそ伝えておきたいことがある。

　透子はほう、とちいさく息を吐はくと、次に吸い込んだ息をそのまま言葉に換かえた。

「……いま、そのような小さきことを言っている場合ですか」

　長年心の底に沈しずめていた想おもいは、思いのほか低い声こわ音ねとなって紡つむがれた。

「この一件、明るみに出れば主上の権けん威いにも及びかねません。それを宮中で勢力争いをしているときではないのではないですか」

　くだらない嫌いやがらせだの、後宮での勢力争いだの、内裏の中だけでやっているなら文句はない。けれどもそこでの権力争いが歪ゆがみとなって地方に押し寄せてくる。中央の小さな揺ゆれは地方の民たみを殺す。透子の脳のう裏りによみがえるのは血の臭においと死と生の狭はざ間まのうめき声。この清らかな宮中では考えられない出来事が地方では現実に起きているのだ。

　扇に隠れながら狸たぬきどもが権力争いをした結果、地方にもたらされる混乱。自分は領民を守るために宮中の乱れを抑えなければいけない。

「この国は主上の御稜威みいつの下もと、安あん寧ねいであらねばなりません。それを乱す者がいるというならば一刻も早く見つける必要があります」

　すると、透子の真しん摯しな眼めを受け止めた朱雀院の宮はすっと目を細めた。

「──だからこそ、です」

　その眼光に気け圧おされ、思わずひるんだ。

「あなたはよくおわかりのようだ。宮中が揺れれば地方も揺らぐ。だからこそいまの宮中でこれ以上波風を立てるわけにはまいりません」

「宮様には乱すつもりはないと？」

「ええ」

　そううなずく目に揺らぎはなく、

「わたくしも、ですわ」

　透子もまた真摯にうなずき返した。

「宮様はわたくしのまわりでいつも事が起きると仰おおせですが、いらぬ波風を立てるのはまわりのほう。更衣様はただ穏おだやかにお暮らしになりたいだけ、凪ないだ水面みなもをいたずらに揺らすことなど露つゆ思っておられませぬ」

　弘徽殿が不安に思うなら紗子は更衣のままでかまわないと思っている、ただ主上との穏やかな時間に水を差さないでほしい──そう遠まわしに告げたものの、朱雀院の宮の返答は厳しいものだった。

「ただ穏やかにお暮らしになりたいならば、宮中からお下がりになればいい」

「──！」

「ここがどういう場所かはもうおわかりでしょう。権力の渦うずに否いやが応おうにも巻き込まれる、主上のお側そばで仕えるとはそういうことです。覚かく悟ごなくただ流されるのは櫂かい無き笹ささ舟ぶねのようなもの、渦に巻きこまれるのがお嫌であれば陸にお帰りになるがいい」

「流れに耐たえられぬ者は去れ、と？」

「思いもよらぬ先に流される前にそうするのが賢けん明めいでしょう」

　こちらは今上と穏やかな時間をすごしたいだけだというのに、どうして波風を立てるほうを責めることなく、こちらが去れと言われなければいけないのか。

（戦わないこちらが悪いってこと？）

　いままで紗子の性格を尊重し、弘徽殿と衝しよう突とつしないように吞のんできたことも多い。しかしそれが戦う気き概がいがないと受け取られるのであれば。

「──波を漕こぐ覚悟ならばございましてよ」

　透子は静かに告げた。

　もはや引くつもりはない。自分ひとりでも盾たてになって紗子を守ってみせると透子が見み据すえる。

　ぶつかった視線に火花が散り、そのままどれほど見つめていたか、




「うん、そういう考えなら手伝ってもらえば良いのではないかな」




　無人だと思っていた殿舎の奥から不意に年若い青年の声がした。凍いてつくようなこの場の空気にそぐわないやわらかな声だ。

（え、誰？）

　と透子が思うが早いか、朱雀院の宮はすっと腰こしを落とした。

　二品親王である朱雀院の宮が礼を尽つくすべき相手はごく限られる。それが年配者なら候補は幾いく人にんもいるが、青年となれば相手はひとりしかいない。

（まさか東とう宮ぐう様!?）

　あわてて膝を折る透子の傍かたわらで朱雀院の宮が言上した。

「なにゆえおいでになりました」

「すこし話を聞きたくなってね」

「なれど御おん身みに万一がございますれば」

　なおも言い咎めようとする朱雀院の宮に、東宮は「大だい丈じよう夫ぶ」と微笑ほほえんだ。

「おかげで良いことを聞けたしね。手伝ってもらえばいいじゃない」

「そういうわけにはまいりません」

「おや、どうして？」

　朱雀院の宮の諫かん言げんに、「新年のこの忙いそがしいときに手伝ってくれるというんだから、ありがたい話じゃないか」と東宮はからかうように告げる。

「それに手伝ってくれるのが月の使いもかくやという美しい女によ人にんなら、君も嬉うれしいだろう？」

　面おも白しろがるような響ひびきがにじむ声音に、朱雀院の宮は「──東宮」と渋しぶい声で非難したものの東宮はまったく聞き入れる気がないようだった。

　東宮と朱雀院の宮はおない年ということもあってなにかと比べられることが多いが、会話を聞くかぎり性格はまったくちがうらしい。

「しかも今小町は君に言い返す気概もある姫ひめのようだしね」

　ちらりと視線を向けられて、透子はさらに頭こうべを低くした。

（いえ、わたしは小町じゃないんだけど……）

　そう思いつつも東宮に面と向かって返すわけにはいかない。言葉を発することすら無礼になりかねないと「恐おそれ多いことにございます……」と消え入るように告げると、朱雀院の宮に睨にらみつけられた気がした。

「東宮、この女によう房ぼうは小町ではなく〈綾小路〉です」

「知ってるよ。尭たか丞すけの邸やしきが綾小路にはないということもね」

　朱雀院の宮の訂てい正せいに、父の名を挙げて東宮はくすりと笑えみをこぼす。つまり東宮は先の〈綾小路〉こと紗子の事情も把は握あくしているということだ。

「それにいまは一女房といえども二条大だい納な言ごんの姫だ。粗そ略りやくにあつかってはいけないね」

　暗に礼を解くように促うながされ、朱雀院の宮が腰を上げるのにしたがい透子も立ち上がる。そして控ひかえめに視線を上げると、はじめて東宮の顔を拝することができた。

　穏やかな微笑をたたえる東宮の身の丈たけは長身の朱雀院の宮とおなじかやや低い程度、しかしまっすぐにすらりと伸のびる菖蒲あやめのような朱雀院の宮に対し、春風になびく藤ふじの花のような優美さがある。

　どこか儚はかなげな印象だと思いかけた透子だったが、微笑をたたえた東宮と目が合うと、その瞳ひとみの奥に吸い込まれるように惹ひきつけられた。

　──それはまるで光射さす大樹の下、重なる葉は陰かげに偶ぐう然ぜん生みだされたかのような深い闇やみだった。




「──宝刀の盗とう難なんは正直、困る」




　やわらかさを失わない声音、しかしその奥に宿る真摯な想いが、すっと透子の胸のうちに入り込む。

「君の言うとおり、この国は帝みかどの御稜威の下に安んじられなければいけない。七星剣はすみやかに取り戻もどされるべきもの。だから綾小路、君が私心なくそう願うというなら、手を貸してもらえると助かるよ」

　見た目のやわらかさとはちがう、たしかな覚悟を宿した人のその命を、透子は腰を折って受け止めた。

「東宮様の御み心こころに添そうよう尽じん力りよくいたします」

「──だそうだよ？」

　すると先ほどの一言の緊きん張ちよう感かんが噓うそのように東宮はほがらかに話を振ふり、朱雀院の宮は「かしこまりましてございます」と一礼した。しかし言葉ではそう言いながらも納なつ得とくしていないのはありありと見える。

「じゃああとは任せたよ」

　東宮がわずかに高い朱雀院の宮の肩かたをぽんぽんと叩たたいて去った後、透子はいつにもまして不ふ機き嫌げんそうな朱雀院の宮と取り残された。

「朱雀院の宮様が指揮を執られるのは東宮様の御命でしたのね」

「正しくは、主上から東宮に下された命が私に降りてきたものです」

　ふたりはよほど親しい間あいだ柄がらなのだろう、忠誠を誓ちかうというよりむしろ、しかたのない人だという思いがにじんでいた。

「それでわたくしを信じていただけるのかしら？」

「信じないわけにはいかないでしょう。東宮の命ですから」

　渋しぶ々しぶという感がだだ漏もれていて透子はむっとしたものの、いまは突つっかかっている場合ではない。
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「では東宮様の御命ですので、お調べになっていることをお話しいただけますか」

　とげのある言い方になってしまったが、朱雀院の宮はしかたないとため息をつくと透子を殿でん舎しやに誘さそって話しはじめた。

「七星剣が宮中に届いたのは十日ほど前です。野宮から届けられました」

（野宮……龍の言っていたとおりだわ）

「それはやはりご譲じよう位いのために？」

「いいえ、御ご神しん体たいに穢けがれが生じたので清めていただきたいとのことでした。

　そのこと自体は別段めずらしいことではありません。その地の穢れのいっさいを引き受けているわけですから、折々持ち込まれる剣を清めてまた返すということはよくあることです。たいていの場合、宮中に留とどまるのは数日のこと、しかし今回は斎さい宮ぐうが籠こもられる野宮の剣、東宮も成人なされたことですし、近々のご譲位をお考えの主上は斎宮の使者を御ご所しよにお留めになりました」

「そしてお預かりしていた剣が盗ぬすまれた、と。七星剣はどこで預かっていたのですか？」

「──承じよう香きよう殿でんです」

　人ひと払ばらいはしてあるが、答える朱雀院の宮の口ぶりは重いものだった。

　承香殿は後宮の殿舎だが、帝が行事を執とり行う紫し宸しん殿でんの裏にあたり、近この衛えが詰つめる滝たき口ぐちの陣じんにも近い。もっとも安全であるべき帝の膝ひざ元もとから盗まれたと知れれば、七星剣が盗まれたこと以上に動どう揺ようがひろがるだろう。

（だから東宮様と朱雀院の宮様が内々に探さぐっていたのね）

「宮様は犯人に思い当たる者はいますか？」

「特定の人物まではまだ。ただ犯行の目的として三つのことを考えています。ひとつめは七星剣そのものを欲ほつしたもの、ふたつめは今上の御み世よに仇あだなそうとするもの、みっつめは今上の譲位を阻はばむもの」

　そのことについては透子も同意見だとうなずいた。

「まずひとつめですが、盗まれた場所が場所だけに出入りできるのは帝の御お側そば近くに上がれる者に限られますから、宝ほう飾しよく的価値から盗まれたという線は薄うすいと考えております。実用的価値からすればほぼ皆かい無むでしょう」

「なぜですか？　国の鎮ちん護ごの剣と名高い剣ですけれども」

「たしかに七星剣は鎮護の剣、ですが只ただ人びとが盗んだところで価値はないのです。皇統に近しい者でなければ抜ぬくことさえ適かないませんから」

「え？　抜けないのですか？」

　透子は領地で何十、何百という剣を手にしてきたが、抜けない剣など見たことがない。

「姫ひめは七星剣を祀まつっている寺社をご存じですか」

「ええ、それは──」

　天極を守護する北斗星がごとく、全国に祀られる七振ふりの七星剣。

　その寺社を指折り数えていた透子だが、やがて「……あ」と言葉を漏らした。

「ええ。野宮しかり伊勢しかり、ほかの寺社もみな皇族があずかっている場所ところです。七星剣は皇統にしか抜けぬ神剣、そのことは承香殿に出入りしていた者は知っておりますので、ひとつめの可能性は低いと見てよいでしょう。

　ふたつめの今上の御世に仇あだなそうとするものですが、七星剣を盗むことで鎮護の力を薄れさせ、また盗んだと吹ふい聴ちようすることでも帝のご威い光こうを傷つけることができます。殿てん上じよう人びとにそのような者がいるとは考えたくはないですが、可能性のひとつとしては考えざるをえません。

　そしてもっとも可能性が高いのがみっつめ──今上の譲位を阻むものです」

　昨日かけられた嫌けん疑ぎを思いだし、透子は思わず息をのんだ。

「今上の御世ならではの権勢を得ている者、東宮の御世になれば権勢が翳かげる者、東宮の登極を望まぬ者、該がい当とう者は数多くおります。もちろん私もそのうちのひとりでしょう。そして今上が退位されればいまの後宮はなくなるわけですから、ある意味後宮にいるすべての女によ人にんに当てはまると言えますね。斎宮の使者が承香殿にご滞たい在ざいしていることは伏ふせておりましたが、主あるじなきはずの殿舎に女官が出入りしていれば気づく者もおりましょうから。

　犯人がどの意図で盗んだのか、まだなんらの動きもないため判断いたしかねております」

「ではわたくしは犯人の意図があきらかになるのを待ちつつ、後宮の女たちの動向を探るということでよろしいでしょうか？」

　説明を聞いた透子が自身の役割を汲くみとって訊たずねると、朱雀院の宮はすこし驚おどろいたような眼めを向けた。

「なにか？」

「いえ、ことのほか早そう々そうに吞のみ込んでいただけたので」

「それはわたくしとて他人ひと事ごとではありませんもの。それにわが身に降りかかりかねない禍わざわいを思えば早々に吞み込まざるを得ませんわ」

「と申されますと」

「早々に解決されないかぎり、わたくしはよっつめの可能性に備えなければいけないということです」

「──よっつめ」

「ええ。つまり誰だれかを陥おとしいれるため──わたくし、もしくは我が主を陥れる目的で奪うばわれたという可能性です」

　その指し摘てきに朱雀院の宮ははっと息をのんだ。

　三つの可能性を示し唆さして論理的に説明することで、ほかの選せん択たく肢しがないかのように見せかける。ただ漠ばく然ぜんと話を聞いているだけならその話術に乗ったことだろう。

（けれどこちらは年季がちがうのよ）

　言葉巧たくみに除のけ者にされたり陥れられたりするのは日常茶さ飯はん事じ、相手の言葉の裏まで探るようになってしまったのは後宮生活での悲しい性さがだ。

（だけど信しん頼らいしたと見せかけた直後にやられるとは思わなかったわ）

「宮様も考えておいでのようでしたのに、なぜその可能性をあえてお外しになりましたの？」

　透子がまっすぐに尋たずねると、朱雀院の宮も素す直なおに認めた。

「もし仕し掛かけられても私が罠わなだと把は握あくしていれば良いまでのこと、あなたにいたずらに怯おびえていただきたくなかったので」

「あら、それはわたくしが犯人ではないと信じていただけたと理解してよろしいのでしょうか？」

「東宮がお認めになった時点で除外せねばなりますまい」

　素直に認めたと言いたくないのか、なんとも微び妙みような言いまわしをした朱雀院の宮は、逆に問うてきた。

「あなたはなぜ関かかわろうとするのです」

「それはどういう意味でしょうか？」

「なぜみずから危ない橋をわたろうとなさる。大だい納な言ごん家の姫であるあなたが身を張らずとも、主上は梅壺の更こう衣いを悪いようにはなされますまい。昨日の近衛少しよう将しようの一件も命に関わったやもしれないというのに」

　よっつめの可能性があるにもかかわらずなぜ宮中に留まりつづけるのか。言外にそう告げる朱雀院の宮に、透子はふと口こう端たんに笑えみを浮うかべた。

「先ほど申し上げたはずですわ。波を漕こぐ覚かく悟ごならばございましてよ、と──」

　その一言に、朱雀院の宮ははっと目を見開いた。

　透子は都の政まつりごとの乱れの余波を受けて、領地で起きる戦乱をいくつも見てきた。救えなかった命の灯ひをいくつも見送った。そして悟さとったのだ。ここで足あ搔がいていても都から押し寄せる波がおさまることはないのだと。

　自分が宮中にいたところでおさまるとはかぎらない。けれどもおなじ命を懸かけるなら、領地で為なすすべなく虚むなしく拳こぶしを握にぎるより、宮中で足搔きたい。

（わたしはここに戦いにきたのだから）

　揺ゆらがないどころか挑ちよう戦せん的な眼で見つめる透子に言葉をなくしていた朱雀院の宮だが、やがてふっと息をついた。

（えっ？）

　そのとき朱雀院の宮の口端にかすかに微笑のようなものを見た気がして、どきりとした透子だったが、

「そうですね。ではせいぜい私の手を煩わずらわせないようにしてください」

　その言葉に微笑の意味を悟った。

（──ああ、そういうこと！）

　要は我を張るのはかまわないが、責任者である自分に迷めい惑わくをかけてくれるなということだ。自分を心配してくれているような言葉も、すべては自分を引かせるための演技だったのかもしれない。

（やっぱり食えない人ね！）

　むかっ腹ぱらの立った透子は苛いら立だちまじりに言い放った。

「郊こう外がいの調べごとならおまかせくださいましな」

「それはまたなにゆえに？」

「縁えん戚せきに武士がおりますれば多少の伝つ手てが。国を守るべき方々は宮中のことでお忙いそがしいようですので」

　それは国内の軍事全ぜん般ぱんをあずかる兵ひよう部ぶ卿きよう、その任にありながら宮中の一件に振ふりまわされている朱雀院の宮に対するあからさまなあてこすりだ。

「それは頼たのもしいことですね」

　朱雀院の宮もその宣戦布告を真正面から受け取ると、ふたたびふたりの間で火花が散った。
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　梅壺にもどり、衣ころもの整理をしていた透子は思わずため息を漏もらした。

（ああ、また言っちゃった……）

　せっかく朱雀院の宮と話す好機だったのに、やっぱりいつものように物別れに終わってしまった。

　東宮が自分を認めてくれたおかげでなんとなく距きよ離りが縮まったような気がしていたが、話すべきは味方と認められたかどうかではなく、これからの宮中がどうあるべきかだったのに。

（朱雀院の宮様はいまの宮中の勢力関係をどうお考えなのかしら？）

　あれだけ頭が回る人なら、左大臣の横暴ぶりに気づいていないはずがないと思うのだが──

「透子、どうしたの？　考えごと？」

　紗子に声をかけられて透子ははっと我に返った。いつの間にか手が止まっていたらしい。

「ええ、朱雀院の宮様のことでちょっと……」

「まあ、もの想おもい？」

　あかるい声を上げた紗子に、透子ははじかれたように叫さけんだ。

「まさか……！」

「でも昨日も朱雀院の宮のことを話していたでしょう？　気になる殿との方がたのことはいつも考えてしまうものよ」

　と紗子はにこにこと実に嬉うれしそうだ。

（もしかして叔母おばさま、父様から婿むこ取とりについてなにか吹ふき込まれているんじゃ……）

　と懸け念ねんした透子だったが、

「朱雀院の宮ももう十八におなりでしょう？　いまだ北の方はいらっしゃらないし、朱雀院の対の屋も空いているというし、懇こん意いにしている姫ひめ君ぎみはいないのかと主上も気にかけておいでなのよ」

（まさかそっちの父……！）

　夜ごと清涼殿に渡わたっている紗子は、主上──つまり朱雀院の宮の父とも直接会話している。

　嫁よめ取とりの心配をしている父と婿取りの心配をしている叔母の会話となると、話がむかう先はただひとつ。

（──わたしと朱雀院の宮様の結けつ婚こん!?）

　その結論に透子は青ざめた。帝みかどの口から一度でも仄ほのめかされればそれは貴族社会では確定事じ項こうとして扱あつかわれる。ここで紗子の誤解を解いておかねば一大事になりかねない。

「朱雀院の宮様とわたしは全然！　まったく！　これっぽっちも！　そういう関係ではありませんから……!!」

　いくらにぶい紗子でもこれくらいきっぱり告げれば理解してくれると思ったが、

「まあ透子ったら。そんなに恥はずかしがらなくてもいいのよ」

　と嬉しそうに頰ほほを染める紗子に、透子はがくりと肩かたを落とした。

（まったく通じてない……）

「透子ももう十六でしょう？　梅壺にきて長いのだし、そろそろ通う殿との方がたがいてもいいと思うのよ」

「本当になんでもないんですってば。それに通い云うん々ぬんどころかわたし、朱雀院の宮様に嫌きらわれていますから」

「まあどうして？　透子はこんなに可愛かわいいのに」

（それはわたしに可愛げがないからだと思うけど……叔母さまのほうがよほど可愛らしいし）

「宮様のご趣しゆ味みではないのかもしれません」

　すると不意に紗子が手を伸のばし、まるで猫ねこの子を抱いだくように透子の頭を抱だきしめた。

　──紗子にこうして抱き寄せられ、いい子いい子とばかりに頭を撫なでられるのは嫌いやではない。

　やわらかな香かおりとぬくもりに包まれていると、亡なくなった母もこうしてくれていたのだろうかと思う。

「朱雀院の宮は華はなやかな御お方かただけれど、静せい穏おんを好む方でもあるようだし宮には透子は眩まぶしすぎるのかもしれないわね」

　そんなたいそうな理由ではなく、あの嫌われっぷりはもはや本能的なものだろう。

（わたしがなんとなく中ちゆう将じようを毛け嫌ぎらいしてるのとおなじなんじゃないかしら）

「宮が若くして悟っていらっしゃるのは、早くに宮中を離はなれて院の下もとでお育ちになったからかしら」

　叔母さまが見ている朱雀院の宮の姿は外そと面づらです、中身はとても辛しん辣らつで静穏とはほど遠いですとは言えず、透子は曖あい昧まいに笑ってごまかす。よくもあれほどまでに猫をかぶっていられるものだ。

（院育ちって生おい立ちが幻想まぼろしを生みだしてるのかしら……ああ、そういえば院育ちだから寺社ともつながりが強いのよね）

　二に品ほん兵部卿の宮という肩書きだけでなく、彼には実際に寺社を動かせる力がある。都の寺社は多く、近きん隣りんの山寺まで含ふくめれば僧そうの数は都の武人より多いかもしれない。自分が龍尚の手の者を使っているように、朱雀院の宮は寺社の者を使っていることだろう。

（だけど負けるわけにはいかないわ）

　どちらが先に七星剣の犯人を見つけ出すかを競さそっているわけではないが、口先だけのなにもできない女だと思われたくない。

（そういえば昨日龍尚に文ふみを出しておいたこと、なにか調べがついているかしら？）

　この優やさしい叔母が事件に巻き込まれないように、一刻も早く犯人を見つけないと。そしてこの穏おだやかな日々を守るのだ。

　透子は離れがたい紗子の胸むな元もとから顔を起こすと、立ち上がって告げた。

「叔母さま、ちょっと実家に顔を出してきますわね」







　二条の邸やしきに戻もどるなり、なつかしい声が透子の耳に飛びこんできた。

「あー、透子！」

　ふり返ると、簀すの子こ縁えんを駆かけてきたのは水すい干かん姿の少年だった。

「虎とら、来てたの？」

「おー、馬を乗り継ついで今朝来たとこ」

　小こ柄がらな身体からだで、好こう奇き心しんに満ちた大きな目をしたその少年──一かず虎とらは、透子の国くに許もとの幼なじみだ。

　乳ち兄きよう弟だいなので年はおなじ、しかし生まれたときからひとまわり小さかった一虎はいまも透子と背せ丈たけが変わらない。去年会ったときはまだ確実に透子のほうが大きかったので成長しているのだろうが、育ちざかりで大きめに作ったのだろう衣に着られている感がある。

「元気にしてたか？」

「まあまあなんとかやっているわ」

「そっか、なんかその恰かつ好こうも板についてるって感じだもんなー。宮仕えなんてひと月もたないだろうって言ってたのになんだかんだでもう二年か」

「失礼ね。ひと月もたないなんて誰だれが言ってたのよ」

「そりゃもちろん────痛いてっ！」

　一虎の言葉をさえぎったのは頭を後ろからぱしっとはたいた手だ。

「なにすんだよ龍りゆう兄にいッ！」

　がう、と嚙かみつかんばかりにふり返る一虎に、はたいた手の主の龍尚は涼すずしい顔で告げた。

「無む駄だ話している時間があったらさっさと報告に来い」

　一虎は龍尚を悔くやしそうに睨にらみつけるが、三つの年ねん齢れい差以上にひらいた身長差と体格差と貫かん禄ろくの差はいかんともしがたい。

　うー、と唸うなりながらも兄であり当主でもある龍尚の命には逆らえず、龍尚にしたがって室へやに入ると一虎は声を張り上げた。

「街のほうで盗とう難なんの流言はなし！　けど検け非び違い使しまで動いててなにがあったのかって心配してる人多数！」

　どうやら一虎は都に散っている細さい作さくの情報のまとめ役らしい。領地にいたころとおなじ身軽な姿なのも街人にまぎれるためだろう。報告を受けた龍尚は、「ふむ……」と顎あごに指を当てて考えこんだ。

「剣を盗ぬすんだこと自体の情報がまったく漏もれてないとなると、帝の権けん威い失しつ墜つい狙ねらいの犯行ではないようだな」

「たしかに盗まれたことを吹ふい聴ちようしなければ意味がないものね。それと七星剣の宝物としての転売目的の線も薄うすいそうよ」

「ほう、となるとやはり内部の政治がらみの犯行か」

　龍尚には七星剣が盗まれたので犯人を捜さがしてほしいとだけ伝えてあったのだが、その一文から犯行目的まで分ぶん析せきしていてくれたらしい。話が早くて助かる。

「たしか七星剣がそろわないと譲じよう位いできないんだよな。なら譲じよう位い阻そ止しが最有力か」

「絶対に譲位できないってわけじゃないけど、鎮ちん護ごの剣を欠いたまま御み世よを譲ゆずるということはなさらないと思うわ」

「犯人かどうかはさておき、左大臣あたりはこの件を利用してくるんじゃないか？　東とう宮ぐうの資質が足りないから鎮護の剣が姿を消したとかなにか難なん癖くせつけたりして」

　龍尚は宮中に上がっていないが、実にありえそうな指し摘てきに透子はうなずいた。

「東宮様が即そく位いしたら左大臣は帝の外祖父でいられなくなるわけだから、譲位は望んでいないはずだしね。この一件が左大臣の耳に入ってないはずがないし、まちがいなく利用してくるでしょうね」

「そういや東宮妃ひはどうなってるんだ？　外祖父狙いなら東宮妃も押さえておきたいところだろう」

「いまだいらっしゃらないわ。いまは弘徽殿の女によう御ごを中宮にすることに必死で、宮中では東宮妃の話題に触ふれること自体避さけているって感じかしら。弘徽殿の女御が皇子を産んで次期東宮位を確実にしてから、東宮様が即位される際に女御の座を一気に押さえてしまおうって算段じゃないかしらね」

「その意味でもいま今上に譲位されるのは都合が悪いということか。まあ、いずれにせよ目的が譲位を見送らせるためだというなら、盗んだ剣は都の外に持ち出されていないだろうな。そのうちまた発見されなければならないものだし、へたに持ち歩いて見つかるほうが困るだろう」

「七星剣は犯人が邸に隠かくしている可能性が高いってこと？」

「そういうことだ」

（じゃあ左大臣派の邸を調べれば……）

　そう考えはじめた透子だったがすぐに断念して首を左右に振ふった。左大臣派に属する公きん達だちが多すぎる。

「蔵くらに収められてしまったらもう追いきれないわ。捜すのは難しそうよ」

「だろうな。だが相手も死蔵するのが目的じゃないならなんらかの動きがあるはずだ。政まつりごとの席は伯お父じ上うえに目を光らせてもらって、徐じよ々じよに怪あやしい者を絞しぼり込んでいくしかないだろうな」

「絞り込もうにも、いまは宮中のほとんどに左大臣の息がかかっているわ」

　狙うとしたらこのあたりかしら──と透子が左大臣派の面々について龍尚に説明していると、それまでふたりの話をあくび交じりで聞いていた一虎が口を挟はさんだ。

「なんか龍兄も透子もいつもむずかしいこと考えてるよなー」

「虎？」

「実は単純な話かもしれないじゃん。猿さるが持っていったとかさー」

「宮中に猿なんているわけないでしょ。領地くにの屋や敷しきじゃあるまいし」

　山間にある領地の屋敷では猿が出入りして物がなくなるのはしょっちゅうだ。山奥の温泉に見に行くと、帰りに湯に浸つかっていったものか、盗まれた物が置き去りになっていたことが多々ある。しかしさすがに宮中で猿は見かけたことがない。

「それかだれかがへまして壊こわしちまって、それを内ない緒しよにするために隠したとかさー」

　無くなったのは国の宝、宮中は領国とはわけがちがうのよ──そう言いかけて、透子ははっと我に返った。

　いくら七星剣が国の宝で政治を大きく動かしかねないものだとしても、物はどこまでも物だ。扱あつかうのはあくまで人。人ならば失態もあるし、壊してしまうこともあるだろう。

（ううん、虎が言ってるのはそれだけじゃなくてもっと……）

　七星剣を奪うばえばどうなるか、自分と龍尚はその影えい響きようの及およぶ者について考えていたが、もっとも影響を与あたえうる者──もっとも得をする者が犯人かといえばそうではない。猿が興味を惹ひかれたものを価値もわからずに持っていくように、犯人は自身のなにかを満たすために七星剣を奪った、それがたまたま国の宝だっただけという可能性もあるのだ。

「……虎、ありがとう。なんだかすごく根本的なことを見落としていた気がするわ」

　龍尚も「ま、猿程度の者という可能性もあるということか」と納なつ得とくしていた。

「虎にしてはいいところに気がついたな」

「虎にしてはは余計だっ！　まあたしかに検非違使だけじゃなくて僧そう兵へいもけっこう動いてたし、盗まれたのは大変なものなんだろうなってことはなんとなくわかるんだけどさ」

「僧兵？　それはすごいな」

　と素す直なおに賞賛する龍尚に対し、透子は唇くちびるをかんだ。

「……きっと朱雀院の宮様が声をかけたんだわ」

「朱雀院の宮というと、一の宮の兵ひよう部ぶ卿きようか」

「ええ。捜そう索さくの指揮を執とっていらっしゃるの。先の院の下もとで育ったから、そのときの伝つ手てがあるみたい」

「ほう、たいしたものだ。それだけの勢力が後ろにいるなら帝てい位いが狙えそうだな」

　親王が帝位につけるかどうかは、出自が良いことはもちろんだが、後見の大きさがものをいう。朱雀院の宮の母は内親王で血筋的にはなんら問題がないし、背後に寺社勢力がついているなら帝位争いに関かかわっていてもおかしくない。

「本人は望んでいないみたいだけど」

「目の前に帝位がぶらさがっていて無関心でいられる奴やつがいるか？」

「──わたしの目がごまかされているとでも？」

　透子は今日この目で東宮と朱雀院の宮がじかに言葉を交かわす様子を見ている。しかし朱雀院の宮に東宮になり代わろうという野心はまったく感じられなかった。

　すると龍尚は「おまえの観察眼を疑ってるわけじゃないさ」と口こう端たんに笑えみを浮うかべた。

「本人にその気はなくとも、周囲がそうはさせてくれないかもしれないってことだ」

　龍尚の言は一理ある──どころか実に的確な指摘だ。

　紗子は女御の位を欲ほつしているわけではないのに弘徽殿から敵視されているし、朱雀院の宮を東宮にと望む声があることも知っている。宮中は本人の望みとは別のところで潮流ができて、本人をも巻きこんで押し流してゆく場所だ。

　ほう、とため息を漏らすと透子は素直に降参した。

「そうね。朱雀院の宮様自身は東宮様に叛はん意いはなくても、朱雀院の宮様の周囲はそうとはかぎらないということね。龍のほうがよっぽど宮きゆう廷ていにくわしいみたいだわ」

「俺が知っているのは領地と近きん隣りん各国の情勢くらいなものだが、中央の軋あつ轢れきの影響は地方のほうが如によ実じつに表れるからな」

　龍尚は涼すずしい顔で言ってのけるが、領地を治める苦労は並なみ大たい抵ていではないだろう。

　年の差は三つ、しかしその年の差以上に何歩も先を行かれているような──

　そのとき心に渦うず巻まいた感情に、透子は顔を上げ、口を開いた。

「──ねえ龍、手合わせしてもらってもいいかしら？」
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　踏ふみ込み、斬きりかかるたびに、透子の背中でひとつに結ゆわった髪かみが躍おどる。

　カン、カン、と鳴り響ひびく乾かわいた木刀の音。しかし透子が繰くり出した斬り込みはすべて片手で構える龍尚の木刀にいなされ、どれだけ攻こう撃げきを左右に振っても龍尚の体幹が揺ゆらぐことはない。

　手加減──という言葉が脳のう裏りによぎる。

（そんなこと百も承知よ……!!）

　龍尚が逆袈け裟さに斬り上げると、ひときわあざやかな音とともに透子の木刀は手のひらから失われ、はるか遠くでからん、と鳴った。







　透子は井い戸どからくみあげたばかりの水でじゃぶじゃぶと顔を洗う。ほてった身には、冬の名残なごりの刺さすような水の冷たさが心地ここちよい。宮中では木き桶おけから直接顔を洗うなど許されないので、ひさびさの感覚を味わいながら汗あせを洗い流して顔を上げると、「ほら」と手巾てぬぐいを差し出された。

「……ありがとう」

　受け取ると、先に水を浴びて着き替がえてきた龍尚は縁えん側がわに腰こしを下ろして濡ぬれ髪がみを拭ふく。右袖そでを抜ぬいた肩かたが鍛きたえられているのがはっきりとわかり、納得した。──片手でも敵かなうわけがない。

「さっぱりしたか？」

　顔を洗ってか、剣を振るってか、それとも別のことか。

（……まあ、なにもかもお見通しって感じよね）

「まあね」と透子は龍尚の横に腰を下ろす。そして、

「──くやしい」

　そう漏もらすと、龍尚は「そうか」と苦く笑しようした。

　宮中でうまく立ち回れなくて、嫌いやがらせを受けて、朱雀院の宮と衝しよう突とつして。そして宮中にいる自分よりも龍尚のほうが宮中をわかっている。自分のいたらなさを見せつけられた気がして、むしゃくしゃして、龍尚に剣の相手をしてもらった。そんな気持ちもきっと筒つつ抜ぬけだ。

「でもいい顔をしていたぞ。やっぱりおまえはこっちのほうが向いているんじゃないか」

「そうかもしれないわね」

　宮中の嫌がらせに耐たえることも言い返すこともできるが、剣を手にしているときの自分のほうが素直に自分らしいと思う。

「宮中の女の園そのにいるより、男ばかりの領国くににいるほうが落ち着くのはたしかよ」

「なら領国くにに来くればいい」

　息をするようにあたりまえに告げられた言葉に、気持ちが揺れた。自分の居場所があたりまえに用意されていることはありがたいと思う。

　しかし透子は首を横に振ふった。

「逃にげるわけにはいかないから」

「なぜ宮中で戦うことにこだわる？　ほかに戦える場所だってあるだろう」

「……約束、したから。逃げないって。戦うって」

「相手は例の姫ひめ宮みやか」

「そうよ。大切な約束なの」

　領国にいたころから都で会った姫宮の話はしていたが、交わした約束については話していなかった。今までも、そしてこれからも話すつもりもなかったのに明かしてしまったのはなぜだろう。──知っていてもらいたかったのだろうか。

　だがその約束の内容を問うことなく、龍尚は「そうか」と告げた。

「……ごめんなさい」

「なにを謝る」

「だって早く嫁よめを取れって言われてるんでしょ」

　年が明けてひとつ年ねん齢れいをかさねて、結けつ婚こんを勧すすめられているのは自分だけではないはずだ。武家は十四、五で元服して妻を持つ者もめずらしくない。今年で十九になった龍尚もとうに適てき齢れい期き、当主ならなおさらだろう。武家の男子は多ければ多いほうがいい。

「なんだ、俺の婚こん期きを遅おくらせている自覚はあるわけか」

「一応ね」

　あれだけ言われていたら自覚しないはずがない。龍尚が元服のとき透子はまだ子どもだったが、仮妻になることも一度は考えた。

「まあ幸い当主は俺だ。せっつく爺じじいはいるが命令できる奴はいないしな。自分の結婚は自分で決めるさ」

「でもせっつかれるのって居い心地ごこち悪いでしょ」

「じゃあ遅らされた分、いい返事を聞かせてもらえるといいんだがな？」

　いたずらめいた目を向けられて、透子の鼓こ動どうがとくんと跳はねる。

　その鼓動が聞こえたわけでもないだろうに、龍尚はわかったとばかりに透子の髪をくしゃっと撫なでて立ち去った。
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　──冷水で洗って肌はだが冷えていたせいだろうか。龍尚の指の触ふれた額が熱い。

　領国に来ればいい、そう言った龍尚の声こわ音ねは冗じよう談だんめいていたが言葉の中身は本物だった。透子がうなずきさえすれば明日あすにでも領国での生活がはじまるだろう。

　この場を立ち去ったのも、返答を先延ばしにしつづけている自分に負い目を感じさせないためだ。昔から頼たよりがいのある兄貴分だったけれども、家か督とくを継ついでからますます大人になった気がする。

（虎も小こ虎とらっぷりはあいかわらずだったけど、なんとなく大きくなった気がするし）

　宮中でくだらない嫌がらせを躱かわす毎日を送っている自分だけが置いてゆかれてゆく──

（わたしもがんばらないと）

　透子が気合いを入れなおすように、ぱん！　と両りよう頰ほほをたたいたそのとき、どやどやと寝しん殿でんのほうから音が聞こえた。

（……なんだか騒さわがしいわね。客人かしら）

　気になったものの透子はこの二条邸ていの主あるじの娘むすめだ。寝殿を覗のぞきにゆくなどはしたない真似まねをするわけにもいかない。自分の宿下がりはほぼ知られていないので自分あての客人ではないとわかったが、邸内に客がいるのにこの恰かつ好こうではまずいかと小こ袿うちぎを羽織り、通りすがりの家の女によう房ぼうに来客について訊たずねたところ、

「──は!?　近この衛えの中ちゆう将じようが来てる!?」

　思いがけない相手に呆ぼう然ぜんとした。

（いったいなにしに来たの）

　御お殿との様にごあいさつに来られたよし、と女房は言うが、たしかに近衛中将はさほど遠くない縁えん戚せきにあたるがあいさつになど来たためしもない。

（まさか七星剣のことを調べに来たとか……？）

　朱雀院の宮に調べに来てもかまわないと啖たん呵かを切ってしまったのはたしかだが、命を受けた近衛中将が本当に調べに来たのだろうか。

　不安に思いながら寝殿の気配を探さぐっていた透子だったが、やがて陽ひも落ち、寝殿のほうではどうやら饗きよう応おうの宴うたげがはじまったらしかった。

（なにもてなしているのよ父様……！）

　しかし宴ということは、捜そう索さくというよりむしろなごやかな対話が進んだのだろう。邸内にいるはずの龍尚や一虎も同席しているのか、透子の室へやを訪ねて来ることはなかった。

　夜が更ふけても宴が終わる様子はなく、今日はもう無理かしらねと透子はあきらめて、床とこに就つく準備をはじめる。

　家の女房たちは透子が宮仕えになってからは別の仕事についていて、今は宴の準備に駆かり出されているのだろうか姿が見えない。だがいつも紗子の女房としてやっていることだ。身の回りのことくらいひとりでできる。

（まさか自分の家の蔀しとみを下ろすことになるとは思わなかったけどねー）

　今朝も梅壺の蔀上げをしてきたというのに自邸だと感覚がちがう。梅壺に勤めはじめて一年あまり経たつが、ただ邸やしきに帰っただけで梅壺の女房から大だい納な言ごん家の姫にもどってすっかり気がゆるんでいる。

（龍と虎に会うのも去年の正月ぶりかな……領国くにの話を聞きたかったのにな）

　邪じや魔ましてくれちゃって！　とつい中将に怒いかりの矛ほこ先さきが向いてしまったが、そのとき不意に透子は寒気を感じた。それは蔀を下ろしに御み簾すを出て、夜風に触れたためではない。

　とっさに見やると渡わた殿どのに人ひと影かげが見えて、透子はとっさに御簾の中に隠かくれる。その人物は案内の女房を下がらせると、透子の室の御簾の前に腰こしを下ろした。

「小町殿どのがご実家にお戻もどりとお聞きしましたのでごあいさつを」

（中将……!?）

　訪おとずれたのは、寝殿で饗応を受けているはずの近衛中将だった。まだ宴がつづいている気配がするので、中座してきたのだろう。

「ああ、こちらでは姫とお呼びすべきでした。されど大納言家の一の君とお呼びするのも素っ気ない気がいたしますね。なんとお呼びいたしましょうか？」

（誰だれが教えるものですか!!）

　真ま名なを教えるなど言語道断、姫としての通り名さえも知られたくない。

「今こ宵よいここにあるのはかりそめの姿、名を持たぬ幻まぼろしにございますれば……」

　遠まわしに名を教えてなどやるものか、相手にしてくれるなと牽けん制せいしてみるが、

「なにを仰おおせです。御簾に隔へだてられてもなお姫の麗うるわしき御お姿すがたが見えているというのに」

　と中将が察した様子はない。

（なにが麗しき御姿よ）

　実家だからとこちらは小袿を羽織っただけ、女房装しよう束ぞくよりも気安い姿だ。しかもこちらの灯あかりは就しゆう寝しんしようと落とし気味で、御簾と几き帳ちよう越ごしに中の様子が見えるはずがない。

　さてどうやって追い払はらったものか、そう思案していたが、

「衣通そとおりのためしもございます。あなたの美しさは重ねの衣ころもでさえも隠すことはできぬのかもしれませんね」

　そのとき、ひやり、と冷気が走った。夜風が首筋を通り抜ぬけたのだ。

　なぜと見下ろすと、御簾から差し入れる手がある。

「…………！」

　透子は全身が凍こおりついた。

　──なんなの、あれは。

　昨日、少将らに監かん禁きんされそうになったときとはちがう。相手は中将ひとり、だというのにちがう感覚が透子を捕とらえる。

　──あれが御簾を越えたらどうなるの。

　この対の屋には誰もいない。女房たちは宴に取られている。声をあげても届かないだろう。

　命の危険にさらされたときとはちがう。そのとき透子の胸にふつふつと湧わいてきたもの、それは怒りだ。

（女ひとりだからって甘く見て！）

　熱を帯びた指が懐かい剣けんに伸のびる。しかし懐剣のその冷たい柄つかにふれたとき、透子ははっと我に返った。

　剣けん術じゆつと体術は修めている。踏ふみ込まれても中将相手におくれをとるつもりはない。自分の身を自分で守ることはできる。けれど。

（……そうじゃない）

　いまこの場で切り抜ける方法は刀や拳こぶしで戦うことではない。

（どうにかして女として躱す方法を──）

　しかし次の瞬しゆん間かん、御簾がまくり上げられ、夜風が室内に舞まい込んだ。

「────！」

　透子は弾はじかれたように几帳の陰かげから駆け出すと、驚おどろいた中将を懐剣の柄で殴なぐり飛ばし、そのまま室を飛び出した。
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　階きざはしを飛び下り、昼に稽けい古こで履はいていた草ぞう履りをひっかけて透子は駆ける。

　灯ともしびは邸の周りの篝かがり火びだけだが、何年も暮らした自分の邸だ。庭の造りくらい覚えている。池を抜け、竹林を抜け、生おい茂しげった生け垣がきの合間を駆け抜けた。

　行き先は頭ではなく足が覚えている。──辿たどりついた先の軒のきを見上げて、透子はようやく足を止めた。

　それは幼いころ、領国に下る前によく遊んでいた神社の社しや殿でんだった。陽ひの下もとで見ればきっと柱も軒も古びているだろうが、いくつかの篝火に照らし出されただけのそこは以前──十年前となんら変わっていないように見える。

　透子は社殿前の石段に腰かけると、夜空を仰あおいだ。

（あーあ、やっちゃった……）

　中ちゆう将じようひとり、立ち入ってきたところでいなすことはできた。きっとあの場での正しい対処方法は、懐剣で斬きることでも殴りつけることでもない。女としての言葉やそぶりの手練手管で躱かわすこと、そうわかっていたのにいきなりのことに嫌けん悪お感かんが先にたって思わず殴り飛ばしてしまった。

（強くなりたい、な）

　剣けんの使い手としてではなく、とっさの場でうまく立ちまわれる強さ。どんなときでも平静を保てる平常心。きっと自分にはまだそういう類たぐいのものが足りていない。

（きっと龍に笑われるわね。夜よ這ばいをかけてきた相手を殴り飛ばしただなんて）

　一虎は女によう房ぼうが板についてきたと言ったが、男の誘さそいを遊びで受け流せない自分はまだまだだ。遊びで男と付きあう気はないが、場を流す訓練はしておけばよかった。

（さむ……）

　ゆるりと漂ただよう夜風に透子は小こ袿うちぎの襟えりを引き寄せた。春とはいえまだ年が明けたばかり、怒りが収まってくると単衣ひとえと小袿では肌はだ寒ざむい。

（……そういえばあの夜は雪が降ってたっけ）

　高ぶる感情にまかせて邸を飛び出すのはこれがはじめてではない。

　父の命で京を離はなれて領国に下ることが決まった晩もそうだ。京から出たことのなかった自分は鄙ひなの地など完全な別世界、いままでの暮らしなど到とう底てい望めない場所だと思っていた。実際、京の暮らしとはまったくちがったが、龍尚や一虎と剣をふるって馬で駆ける毎日は楽しくて、呼びもどされるまで京での暮らしをすっかり忘れていたほどだ──ただひとつの約束をのぞいては。

　透子は十年前の古い記き憶おくをなつかしく思い出していたが、不意に玉たま砂じや利りを踏む音に引きもどされた。

（……誰）

　まさか中将が追ってきたのでは、と透子は意識を集中させる。

「──何なに奴やつ」

　向こうも透子に気づいたらしく、低く鋭するどい声こわ音ねで誰すい何かするとともに、腰のものに手をかける音がした。中将でも神社の者でもない。

（この声って）

「朱雀院の宮様……？」

　問いかけると相手は手にしていた松明たいまつを掲かかげる。

「綾小路殿どの、か？」

　まさかこのようなところで宮仕えの女房と会うとは思わなかったのだろう。照らし出された朱雀院の宮は驚きを隠せずにいた。

「どうして宮様が……」

「私はこちらの宮ぐう司じにごあいさつに。あなたこそどうして」

　そう言いかけて、「……ああ、お邸がこの近くでしたか」と納なつ得とくしたようにうなずいた。

「宿下がりしておいでだったのですね。しかしなぜここに？」

「それは……」

　まさか、夜這いに来た男を殴り飛ばしてきました、とも言えず、言葉を探していた透子だが、単衣に小袿という恰かつ好こうを見ておおよその事情は察したらしい。

「──お寒くはないですか」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。お気き遣づかい痛みいります」

　寒くないわけないが、このような薄うす着ぎ姿でいながら寒いと答えるのは恰好がつかなすぎる。

「お隣となりよろしいですか」

「ええ。ですが……」

　隣といっても社殿の石段だ。まさか宮様が？　と思っている間に本当に朱雀院の宮は松明を消し、透子の傍かたわらに腰こしを下ろしてしまった。すると、

（……風が、やんだ？）

　それまで吹ふいていた風が透子の肌に触ふれなくなった。風がないだけで体感温度がずいぶんとちがう。朱雀院の宮が風かぜ除よけになってくれたのは偶ぐう然ぜんだろうか──しかしそれを問う前に、朱雀院の宮がぽつりとつぶやいた。

「よく香かおりますね。闇やみはあやなしといったところでしょうか」

　闇はあやなしとは夜の梅を詠よんだ古歌だ。闇に隠かくれて見えずとも香りただよう情景を詠んだもの、さらりと出てくるあたりが風ふう雅がだ。

「夜は風ふ情ぜいがありますが、日中も見ごたえがございましてよ」

「日中の姿をご存じなのですか」

「幼いころによく来ていたものですから」

　光源はほわりと揺ゆれる社殿の篝火だけ、優やさしい闇のなかにただよう梅の香り──そのせいだろうか、相手が朱雀院の宮だというのにいつものとげとげしさがない。

　いまなら話せる、そんな気がして透子は切り出した。

「午ひるに、なぜ、とお訊ききになりましたわね」

　あなたはなぜ関かかわろうとするのです──その答えはここにある。

「昔、約束したんです」

「約束？」

「ええ、幼いころにここで、とある姫ひめ君ぎみと。──その御お方かたはわたしよりひとつふたつ上でしたか、まだ童わらわでしたがたいそうお美しい方で、幼心にも高貴あてなる方とはこういうものかと憧あこがれていました。きっと将来は中ちゆう宮ぐうや斎さい宮ぐうになられる御方なのだと」

　透子はいま宮中で〈今小町〉などと呼ばれているが、その呼び名はかの姫にこそふさわしい。宮司がかの姫を「宮」と呼んでいるのを聞いたことがあるので、姫の父はきっと時の帝みかどか退位された院だったのだろう。皇族の姫は入じゆ内だいしたり、皇族や有力貴族に嫁とついだり、寺社に入って祈いのりを捧ささげるのが通例だ。

「しかしその方はお父上の命でここにいらしたそうです」

　──もし中宮様か斎宮様になったらお側そばでお仕えさせてください！

　幼いころに自分はそんなことを言っていた。しかし大人の事情を知ったいまならわかることがある。中宮や斎宮になる皇女はたしかにいる。だが、かの姫は内だい裏りを出されるべきお生まれだったのだ、と。

　生母の身分が低かったか後ろ盾だてがなかったか、彼女は幼くして宮中から出されてこの神社に預けられた。いくら高貴な風情をまとっていても中宮や斎宮のように、名のある表おもて舞ぶ台たいの地位につくことなく、ひっそりと生きてゆく運命だったのだ。

「姫君はここにいるのが運命なのだと言っておいででした。そしてその運命を受け入れていても望んではいらっしゃらなかった。

　そのころ先の東宮様がご逝せい去きよなされてご政情が乱れ、それがきっかけではじまった戦いくさの戦火が都にも及およびはじめ、わたしも父から都を離れ武門の縁えん戚せきを頼たよって領国に下るように言われました。都しか知らなかったわたしは今までの生活のすべてを失う気がしました。なにもできない自分がただくやしかった。──そのときに姫君と約束したのです。

　今は大人の事情で流されるだけの無力な女子どもだとしても、けっしてあきらめない、戦いつづけると。もうお会いできない姫君にも、運命だからとこれからの人生をあきらめてもらいたくなかった」

　透子はぎゅっと手のひらを握にぎる。あの日は梅のつぼみもまだ固い雪の夜、指が凍こおるような寒さで、姫の指も冷え切っていた。

「……けれども領国に下ってからわたしは、自分の力ではどうにもならないことがあると知りました。領国は戦が絶えず、どれだけ刀傷の治ち療りように奔ほん走そうしても命は日々失われつづける。わたしが領国でどれだけ奮ふん闘とうしようとも、そういう毎日を止めることはできないのだと思い知りました。だから都にもどったわたしは宮中に上がることを望みました。

　わたしが宮中にいるからといってなにかのお役に立てるかどうかはわかりません。ですがもう手の施ほどこしようのない場所で無力な自分を嘆なげきたくない、宮中に仕えて領国のみなが平へい穏おんな暮らしを送れるようできるだけのことをしたい、そう思いました。

　わたしは姫君との約束に恥はじるような生き方はしたくない──だからわたしは宮中から去るつもりはありません」

　透子がそうきっぱりと告げると、朱雀院の宮は息をのんだ。

　あの晩、自分の想おもいはたしかに姫宮に伝わった、と思った。自分から口にして伝えたことだ、その自分が折れるわけにはいかない。

「今回の七星剣の件は今上の御み世よを揺るがしかねない問題をはらんでいます。政まつりごとが乱れればまた戦が起きます。都では宮中の権力争いにすぎませんが、領国ではその争いが元で戦が起こり、血が流れるのです。わたしはおなじ過去をくり返したくない。だから一日もはやく七星剣がもどることを願っていますし、そのために力を尽つくしたいと思っています」

　自分が危険をおかしても宮中に留とどまりたいと願うのは、けして叔母おば紗子の権勢を守るためではない、そうわかってもらいたかった。話せば伝わる人だと思った。

　その言葉を聞いていた朱雀院の宮は、表情を変えることなくしばらく虚こ空くうを見つめていたが、やがて口を開いた。

「──その姫とは」

　透子は首を横に振ふった。

「いいえ、それきりです」

　数年ぶりに京にもどってきて神社を訪ねたが、姫の姿は見当たらなかった。神社の者に訊いても知らぬと、そのような者などいなかったとまで言われた。皇族の処しよ遇ぐうは政にも関わること、おいそれと話してもらえるはずがない。姫はきっと政にさだめられるままに、ひっそりと門もん跡ぜきのいずこかの寺社にいったのだろう。

　そして「そうですか」と告げる朱雀院の宮の声こわ音ねも、感情を押し殺したものだった。

（あ……そういえば宮様も）

　朱雀院の宮は今上が東宮に立てられるにあたり、次期東宮となる兄宮の遺児との間に争いが起こらないよう、宮中から出されて院の下もとに預けられた。つまり姫とおなじ状じよう況きようだ。

（政に翻ほん弄ろうされたご自身の境きよう遇ぐうとかさねていらっしゃるのかしら……）

　しかし、朱雀院の宮はほうとひとつ息をつくと、次の瞬しゆん間かんにはいつもの平静さを取りもどした。

「あなたが危険を押してまで手伝いたいと申し出てくださるお気持ちは理解しました。私も今上ならびに東宮の御世を平穏に保つために尽くしたいと願う気持ちはおなじ、あなたの力をお借りするとしましょう」

　その表情はいつになくさっぱりしたもので、逆に透子のほうがとまどった。

（宮様はわたしにいろいろ含ふくむものがあるんじゃなかったの？）

　務めのためには私心を割り切るということだろうか。いまは訊いておく良い機会だと透子は切り出した。

「あの、宮様はそれでよろしいのですか？」

「なにがでしょう？」

「わたしへのこと──いえ、宮様は主上の一の宮であらせられるのに、帝てい位いは望まれませんの？」

　自分への態度のことより先に訊いておきたいのは朱雀院の宮の胸中だ。

　朱雀院の宮も自分が東宮位に近い位置にいる自覚はあるのだろう。幾いく度ども訊かれたことのように慣れた口ぶりで返した。

「本来ならば東宮の父宮がお継つぎになるはずだったもの、わが父が就つくはずもなかったものを私が継ぐわけにはまいりません。東宮にお返しするのが筋かと存じます」

「ではお母上のことは？」

　それに関しては思いも寄らなかった問いのようで、朱雀院の宮は「母？」と表情を曇くもらせた。

　父である今上の亡なき中宮への想いと、亡き中宮の面おも影かげを残す紗子への寵ちよう愛あい。そのことが紗子の女によう房ぼうである自分への態度につながっている。

「もしご存命ならば中宮にも立たれるご身分だったはずでしょう」

「たしかに内親王でしたからその可能性はあったでしょうね。それがなにか？」

「お母上の代わりに立たれた中宮様について、宮様はどう思っておいでですか？」

「中宮様は早くに亡くなられましたが、ご立派に責務を果たされたかと存じます。私は母を知りませんから、それ以上の思いは特にありませんね」

「えっ？」

「世の習いで私を育てたのは乳母めのとですし、物心ついたころにはすでに母と引き離はなされておりましたので。いくら実の母とはいえ、顔も知らぬ相手のことを慮おもんぱかれというのも難しい話でしょう」

（あ、あら……？）

　母の記き憶おくがなければ中宮への複雑な想いも抱いだきようがない。ということは中宮に似ているという紗子に対しても特段なにも思っていなそうだ。

　じゃあなぜわたしにとばっちりが、と尋たずねる前に朱雀院の宮が言葉を接いだ。

「一の宮であるのにという意見があることは知っています。しかし私はこうして宮中でお仕えさせていただいているだけでありがたいと思っています。私は元々武官になりたかったので」

「えっ!?」

　透子は驚おどろきに声を上げた。宮中の武官の地位は低く、とても二に品ほん親王が望むようなものではない。

「どうしてまた……」

「剣けん術じゆつや兵法に興味がありまして、どうしても剣たちを手放せませんでした」

　それが原因でいつまでも入道できずにいたのですが、と朱雀院の宮はつづけた。

（まあ、たしかに御み仏ほとけに仕える人が武器を手放せないのはまずいわよね）

　剣術好き──院の下で育ちながら入道しなかったのはそれが理由らしい。人の嗜し好こうはそれぞれだが、宮様の中ではめずらしい部類だ。

（だから立ち居に無む駄だがなかったのかしら？）

　透子が朱雀院の宮に武の印象を抱いていたのはそのせいだ。

　しかしいまこうしてあらためて近くで見てみると、朱雀院の宮はどちらかといえば線が細く、そしてその繊せん細さいな顔立ちは透子の古い記憶を呼び起こした。

（似てる……？）

　朱雀院の宮の面おもてには、透子が出会った姫ひめ宮みやとおなじ高貴な面影があった。東とう宮ぐうのあでやかな華はなやかさとはちがう、月のような冴さえ冴ざえとした光の印象だ。

（どうして宮様と姫宮が似て……あ、もしかして朱雀院の宮様とご兄妹きようだいとか？）

　今上の一の宮である朱雀院の宮が院にあずけられたように、ほかの今上の御お子こも外に出された可能性がある。透子よりひとつふたつ上の姫宮は朱雀院の宮と似た年ねん齢れい、時期的にも年齢的にもありうる話だ。

（もし姫が今上の御子だったら、皇族や有力貴族に嫁とつがれている可能性も……？）

　行方ゆくえ知れずとなった姫は、人知れず俗ぞく世せと縁えんを切って名も知れぬ神社か尼あま寺でらでひっそりと暮らしているものだと思っていた。けれども政情に流されたのではなく、いまも京のどこかで現うつし世よに生きているかもしれない──その可能性に気づいた透子は鼓こ動どうが速まるのを感じた。

（もしかしたら姫君と再会できる……？）

　姫は十にもならない年ですでに俗世から切り離されたような落ち着きがあり、月の世界のなよ竹の姫のようだった。成長された御お姿すがたはいかばかりか──

「──どうなされました？」

　考えていることが顔に出ていたのか、朱雀院の宮に不ふ審しんそうに覗のぞきこまれて透子ははげしく動どう揺ようした。

「い、いえっ、なんでも!?」

　いままでは女房たちがいろめきたつのも無理はないという程度の認にん識しきだったのだが、あらためて憧あこがれていた姫と似た顔立ちだと気づくと、見られることが妙みように気き恥はずかしい。

「ですがなんでもないようには……」

　そう告げられて、透子はごまかそうとあわてて言葉を継いだ。

「たっ、剣がお好きなら一本お手合わせ願えませんか!?」

「…………は？」

　唐とう突とつな申し出に、朱雀院の宮は不審なものを見るような眼めを向ける。

「あの、実はわたしも領国のほうで剣を少々嗜たしなんでおりまして」

「……姫が剣を振るっておられたのですか？」

「領国の縁えん戚せきが武門だったものですから」

　大だい納な言ごん家の姫が？　と呆あきれられたかとも思ったが、今上の一の宮が武官志望だったというほうがよほど奇きつ怪かいだ。

　すると朱雀院の宮はふっと表情をゆるませ、「ではそのうち」と告げた。

「さすがに宮中では不審がられますから、また外でお会いしたときに」

　よほど剣が好きなのか、朱雀院の宮の表情はいつになくおだやかだ。そんな朱雀院の宮を前に鼓動が逸はやり、透子は呼吸を忘れて言葉を継いだ。

「なんなら今ではいかがですか!?」

「今、ですか？　しかし試ためしの刀が……」

「すぐ裏の当家にございますから！」

　昼に龍尚と立ち合いした木刀が対の屋にある。庭を抜ぬければすぐだ。

　取ってまいります、と立ち上がった透子だったが、足を踏ふみ出すなり石段の段差によろめいた。

「……！」

　とっさに伸のびた手が透子の手首を取る。そして強く引かれたかと思うと、透子の身体からだは朱雀院の宮に抱き支えられていた。

「──ご無事ですか」

「あ、ありがとうございます。大だい丈じよう夫ぶです」

　そう答えたもののよろめいたときの驚きのせいだろうか、逸る鼓動がおさまらない。

「足をひねってなどおられませんか？」

　朱雀院の宮は身の丈たけがあるほうだとは思っていたが、透子の身体は胸にすっぽり収まってしまい、頭とう頂ちようから降ってくる声にさらに鼓動が高鳴る。

　触ふれあった箇か所しよから激しくどくどくと脈打つ音が伝わってしまっているのではないか、そんな気がして「ええ、なんともないようです」と離れようとしたそのとき、




「──透子」




　夜よ闇やみの向こうからよく知る声が聞こえた。

「龍？」

　どうしてここに、と振ふりむく透子の耳に届いたのは、するりと刀を抜く音だ。

（えっ!?）

「どうも今夜は不ふ埒らちな輩やからが多いな」

「ちがうの龍！　この御お方かたは……！」

　透子は叫さけぶが荒あら々あらしく玉砂じや利りを蹴ける音が止まることはない。朱雀院の宮は身をひるがえして透子を後ろに避よけると、佩はいていた太刀たちを抜いた。

　キン！　と嚙かみあう刃やいばが夜闇を裂さく。

　透子につけていた稽けい古ことは力も速さもちがう。両の手で握にぎる本気の一いち撃げきだ。朱雀院の宮の剣はその一撃を受け止め、拮きつ抗こうした刃が小刻みに音を立てていたが、

「──透子が欲しければ力で奪うばえ」

「──！」

　交かわす言葉はただ一言、それから響ひびいたのは剣けん戟げきの音ばかり。

　大きく踏み込んで斬きりつける龍尚の剣戟を朱雀院の宮は流水のように受け流す。しかし時に鋭するどく跳はね返し、逆に踏み込んで斬りつける。ふたりが交わしているのはもちろん真剣だ。一撃でも入れば命に関かかわるというのにたがいに一歩たりとも引くことなく、鋭い金属音とともに夜闇に火花が散る。

（すごい……）

　龍尚の剣は領国にいるころに見ているが、朱雀院の宮のそれは宮様の手すさびどころの腕うで前まえではない。ぶれない足あし腰こしと太刀筋すじは武門に生きる者のそれだ。

　型どおりの美しい太刀さばき、かと思いきや時に大だい胆たんに斬り込んで龍尚の間合いをおびやかす。師について学んでいただけではない、生きた剣だ。

　しかし激しく打ち合っていくうちに徐じよ々じよに龍尚の攻せめが大きくなってきた。大おお技わざを出せるだけの余よ裕ゆうができてきたのだ。

　実戦で太刀を振るっている龍尚は相手の体力の削けずり方もよく知っている。龍尚の剣はただの剣術ではない、命を奪とるための剣だ。




「やめて、龍……ッ!!」




　透子の叫びに、嚙みあった刀がぴたりと止まった。拮抗した刃を龍尚が押し、あらためて切っ先を朱雀院の宮の眉み間けんに向ける。

　透子は駆かけ出すと、その切っ先の前に身体を入れた。

「───」

「龍、刀を引いて」

　龍尚はひとつ息をつき、いつものように血振るいをして鞘さやに納める。次いで背後からもおなじく刀を納める音が聞こえた。

「なぜそいつをかばう」

「龍から先に斬りかかってきたからよ。──この方は二に品ほん兵ひよう部ぶ卿きよう、朱雀院の宮様よ。無礼な真似まねはよして」

　しかし龍尚の表情が揺ゆらぐことはなかった。正体を知っても驚おどろく様子はない。

（まさか宮様だって気づいていながら斬りこんだの!?）

　宮中で生きる者には考えられないことだ。龍尚は殿てん上じよう人びとではないが身分の上下はわきまえている。しかし相手が朱雀院の宮だと知ってなお跪ひざまずくつもりがないところをみると、すべて承知の上だったのかもしれない。

「なにをしていた」

「なにって、ただお話ししていただけよ」

「話すだけで触れあう必要があるのか」

「それは、わたしがこけそうになったのを助けてくださったから……」

　そのときの自分の鼓動を思い出した透子は思わず語ご尾びが小声になり、「どうだかな」と龍尚は吐はき捨てた。

「所しよ詮せんはあの不ふ埒らちな輩やからとおなじ類たぐいだろう」

「不埒……？　あ、中ちゆう将じようはどうしたの？」

　おまえの室へやの前で呻うめいていたからしめておいた、と龍尚はにべもなく答えた。

（ああ、中将……）

　龍尚はその状じよう況きようだけで事情を察したのだろう。自分に夜よ這ばいをかけようとした男に龍尚が容よう赦しやするはずない。中将に同情の余地はこれっぽっちもないが、龍尚の仕打ちを想像するとすこし悪いことをした気もした。

「本当に朱雀院の宮様とはなんでもないの。宮様は七星剣の捜そう索さくの任を負っていらっしゃるからお話ししていただけよ」

「なぜこんなところで？」

「それは……宮様が宮司に捜索のご助力をいただくためにごあいさつに来られたからよ」

　ですわよね？　とふり返ると、朱雀院の宮は「ええ」と話を合わせてくれて、龍尚はそういうことにしておいてやるかとばかりに息をついた。

「おまえはこいつに頼たのまれたから捜索に協力しているのか？」

「ちがうわ。わたしが勝手にはじめたことよ。宮様ははじめは反対されていたの。関わるのは危険だからって」

「どうして危険なことにわざわざ首を突つっ込むんだ」

「安全な日々を貪むさぼりたいなら宮中になんて行っていないわ」

　透子が求めるのは自身の身の安全などではないことは、龍尚もよく知っていることだ。

「わたしは平和な暮らしを揺るがしかねない犯人を許せないだけよ」

「俺はおまえが解決したいというのならいくらでも手助けしてやる。だが宮中まで助けに行くことはできない。兵部卿の名もあながち肩かた書がきだけではないようだが、責任者としてこいつを守ってやれるんだろうな？」

　龍尚は朱雀院の宮に視線を向ける。「宮様になんという口のきき方を」と透子はたしなめたものの、龍尚が朱雀院の宮から射い抜ぬくような視線をはずすことはなかった。

「こいつを危険にさらしたら容赦しない」

　その宣戦布告に朱雀院の宮はまったく臆おくすることなく口を開いた。

「言われるまでもない」

（ああああ……）

　先ほどの剣戟よりも激しい火花を見た気がして、ふたりの間に立つ透子は頭を抱かかえたくなった。
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　翌日、宮中にもどった透子は、先日朱雀院の宮に連れてこられた殿でん舎しやのあたりを覗のぞいてみた。

（龍のこと、ちゃんと謝らないといけないわよね……）

　昨晩、朱雀院の宮は龍尚の無礼に関してなにを言うこともなく、「ではまた宮中にて」と言い残して立ち去ってしまった。

　真しん剣けんの斬り合いで怪け我がを負わせることはなかったものの、相手を朱雀院の宮と知ったうえで刃を向けるだけでも重罪だ。あれがもし宮中で起きたことなら、遠おん流るで済まない大事件になっていただろう。

（……だけど宮様があれほど剣を使えるとは思わなかった）

　龍尚も、兵部卿の名は肩書きだけではないとその実力を認めていた。もし朱雀院の宮に実戦経験があれば、龍尚との勝負もどうなっていたことか。

（それって相当鍛きたえているってことよね……）

　鍛たん錬れんは自身の身体からだを戦う者のそれに造り替かえること、生なま易やさしいものではない。内だい裏りや院の下もとで戦いくさを知らないはずの朱雀院の宮はどのような思いで鍛錬に臨のぞんでいたのか。

（──きっとなにか深い想おもいがある）

　亡なき母のことではなかったようだが、朱雀院の宮の根底には彼という人格を形作る核かくがある。それはいったいなんなのだろう──

　思いをめぐらせながら透子は朱雀院の宮を探してみたものの見つからず、この広い内裏の中のほかにどこにいるのか見当もつかない。

　しかたがない、またの機会に伺うかがおうとため息をついて踵きびすを返したところ、

「おや、小町殿どのではありませんか」

（また出た……！）

　そこにいたのは近この衛え中将だった。

　外見からは中将が傷つけられた様子はない。龍尚はしめておいたと言っていたが相手は殿上人、外から見える部位は避さけたのだろう。ただひとつ傷があるとすれば、額の際きわにかすかに見える青あざ──透子が殴なぐりつけた痕あとだ。

（……やっぱりこの人にも謝らないといけないかしら）

　不ふ埒らちな真似とはいえ夜這いも文化だ。まさか女に力ずくで逃にげられるとは思っていなかっただろうし、龍尚のことも含ふくめてこちらもやりすぎたという想いはある。

「昨日は申しわけございませんでした。あまりに急なことゆえ気が動転してしまいまして……」

　透子が腰こしを落として謝罪すると、中将は「なんと可か憐れんな」と感かん嘆たんの声を上げた。

「お会いするほど縁えにしは深くなってゆくもの。小町殿とお会いできるのであれば毎晩でもお訪ねいたしましょうほどに」

（懲こりてない……！）

　中将が満面の笑えみで歩み寄ってきて、期待に満ちたその目はまるで獲え物ものを見つけた蛇へびのようだ。本能的に鳥とり肌はだが立ってきた。

（どうしよう、また殴りたい……！）

　あのあと龍尚に中将の夜這いの顚てん末まつを話すと、笑い飛ばされるとばかり思っていたが龍尚の怒いかりは思いのほか深く、「次は容赦なく斬きれ」とまで言っていた。邸やしきに立ち入ろうものなら龍尚自身が斬り捨てかねない迫はく力りよくで、透子も気け圧おされたほどだ。

（やっぱり殴りつけてもいいかしら!?）

　透子の指が懐かい剣けんに伸のびかけたそのとき、

「綾小路殿」

　その声に透子ははっと我に返った。

「これは朱雀院の宮様」

　と中将は優ゆう雅がに一礼したものの、朱雀院の宮は中将にちらりと視線を向けただけで、すいっと素す通どおりすると透子の側そばにやってきた。

「わざわざ私をお訪ねくださったのですか」

（え、えっ……？）

　その朱雀院の宮のいつになくにこやかな表情に、透子はたじろぐ。

　しかし朱雀院の宮は眉まゆをひそめると、

「ですが昨晩は来客だったようですね。お約束していたものをつれないお方だ」

　と、にわかに透子を責めはじめた。

（ええ!?）

　言葉の中身はさておき、その声こわ音ねは責めながらも甘やかで、まるで不実な恋こい人びとをなじるかのようだ。

　どういうことかと朱雀院の宮を扇おうぎの陰かげから覗くと、朱雀院の宮の眼めは優やさしいものの瞳ひとみの奥はその声音に反して冷めたものだった。まるでほかのなにかを伝えるかのように。

（あ……これって、話を合わせろということ？）

　昨晩は、龍尚の前で透子から振ふったでまかせを朱雀院の宮は察して話を合わせてくれた。今日は自分が合わせる番だ。

　透子は悄しよう然ぜんとうつむきつつも朱雀院の宮との距きよ離りを詰つめると、

「誠まことに申し訳ございませぬ。まさか父に来客があるとは思わず……」

「あなたがお呼びになったのではないのですか？」

「まさかそのように思われるなど、恥はじ入って消えてしまいたいくらいですわ」

「あなたの本意ではなかったと？」

「お訪ねを心待ちにしながら降くだりゆく月を眺ながめておりました」

「では次は月に姿を変えてお訪ねすることといたしましょう」

　忍しのびながら、しかし中ちゆう将じようの耳が拾える程度の声音で交かわす言葉はまさに恋人同士のそれだ。ふたりの距離とときおり交える熱い視線に事情を察したらしい中将は、顔を青くして退散していった。

　人の気配がなくなったことを確かく認にんするなり、朱雀院の宮はほうとひとつ息をつき、ここまでとばかりに透子からすっと身を引いた。
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「かたじけのうございます。おかげで助かりました」

「礼には及およびません。中将には昨晩も邸まで押しかけられたのでしょう」

「ええ。昨晩は殴──いえ、お断りできたのですが、あきらめてくださらなかったらしく。しかしまさか宮様がお助けくださるなんて……宮様はよろしかったのでしょうか？」

　その場しのぎの恋人のふりとはいえ、特定の相手の存在があきらかになっていない朱雀院の宮の想い人が判明したとなれば大事件だ。この噂うわさはすぐさま宮中を駆かけ巡めぐることだろう。

　ただの一いち女によう房ぼうなら遊びで済まされるかもしれないが透子は今上の寵ちよう愛あい厚い梅壺の女房、しかも出自はそのうち大臣になるであろう二条大だい納な言ごんの姫ひめ。二に品ほん親王の北の方となるのになんら不足のない立場だ。ただの遊びで終わる話ではない。

　もし宮様に本気で通うお相手がいるなら傷つかれるのでは……そう思った透子だが、朱雀院の宮は意に介かいした様子もなく告げた。

「──言われたこともできぬのは癪しやくですので」

（え……？　それってもしかして）

　こいつを守ってやれるんだろうな？　──昨日龍尚が言っていたことだ。

（それでわたしを？）

　透子がぼうと見上げていると、朱雀院の宮は用は済んだとばかりに「では」と言い残して立ち去ろうとした。

「あのっ、宮様！」

「なにか？」

「いえ……宮様はわたくしになにか御ご用ようがあって声をかけられたのでは……？」

　すると「ただの通りすがりにお見かけしただけです」と朱雀院の宮は去っていった。

　残された声音は冷たく淡たん々たんとしたもの、いつもの朱雀院の宮の声音だ。しかし透子の耳の奥には、先ほどの朱雀院の宮の熱を帯びた艶つやっぽい声音がまだ残っている。

（どっちが本物の宮様なの……？）

　さきほどの会話はただの偽ぎ装そう工作──そうわかっているが、耳の奥にこだまする声音に透子は鼓こ動どうが速まるのをおさえられなかった。
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　朱雀院の宮と綾小路が恋こい仲なか──

　その現実を目まの当たりにして、驚おどろきのあまり思わず逃にげ去さってしまった中将だったが、他ほかの殿でん舎しやまで逃のがれてきてようやく正気を取りもどした。

（いつの間にふたりはそんな仲になっていたのだ!?）

　後宮の情報は公きん達だちをはじめ妹の弘徽殿の女によう御ごやその女房たち、宮中に勤める恋人たちから逐ちく次じ仕入れているが、朱雀院の宮の想おもい人が後宮にいるという話はついぞ耳にしたことがない。

　それに朱雀院の宮の住まいは内だい裏りの外、宮中の女に通えばすぐに噂が立つ。夜道に朱雀院の宮の牛ぎつ車しやを見かける者も少なくないことから、公く卿ぎようほどではないそこそこの家の女と懇こん意いにしているのだろう、しかしそれならば正妻というほどの相手ではないというのが大方の見解だった。

　朱雀院の宮は東とう宮ぐうに立っていてもおかしくない出自で、今上の一の宮としての権勢もある。左大臣家から北の方となる娘むすめを差し出して婿むこに迎むかえてはどうかという話もあったが、へたにつつけば、朱雀院の宮より先におない年の東宮の妃きさきを考えるべきなどという話題を藪やぶから出しかねない。朱雀院の宮の北の方についてはいまは触ふれずにおくというのが氏うじの長ちよう者じやである左大臣の意向だった。

　しかし敵対勢力と結びつかれては一族のためにならない。公卿の娘との交際について目を光らせており、その情報収集が一族の者としての自分の務めだった。──それなのに。

（それがいきなり二条大納言の娘と恋仲だと？）

　まったくの寝ね耳みみに水だった。

　二条大納言は親王の子、姓せいを賜たまわり臣に降りたとはいえ年を重ねれば大臣やその先にも昇のぼることができる、つまりは摂せつ関かん家に匹ひつ敵てきする家いえ柄がらだ。その二条大納言の総領姫がなぜか一女房として宮中にいると知った自分はまめに探さぐりを入れていた。

　女房というのは仮の姿、寵ちよう姫き梅壺の側そばに置き、主上の目に留まったあかつきには内ない侍しや女御という形で本格的に後宮に入れるつもりだろう──はじめはそう目されていたのだが、一年経たってもなんの動きもなかった。

　娘の美び貌ぼうは自分も認めるところだし、御み簾す越ごし、扇おうぎ越ごしに覗のぞかせる顔はかなりの好みだ。なかなか男になびかず気が強そうなのもそそられる。もし恋仲になれれば入じゆ内だいの話も潰つぶせて一石二鳥だ。動向監かん視しもかねて、文ふみを送り、声をかけるようになった。

　しかし〈今小町〉と呼ばれるようになった娘のふたつ名は伊達だてではなく、あまたの公達が言い寄ってはあえなく玉ぎよく砕さいした。男たちはさすが小町の名に恥じない女だと酒の席で語らい、それでいいと思った。小町が男たちを袖そでにしつづけたと噂が立てば、後宮の女たちの嫉しつ妬とを買うだろう。小町のいる梅壺が孤こ立りつすることは、弘徽殿を盛り立てる自分たちには望ましいことだ。

　弘徽殿の女御が入内して二年、梅壺への寵愛が薄うすれぬとはいえ、弘徽殿のお召めしも絶えてはいない。御み子こを授さずかるのも時間の問題だろう。もし皇子を授かったなら、その皇子を次期東とう宮ぐう位につけることを条件に左大臣家は現東宮の御み世よを支えると約束すればいい。

　あとは弘徽殿腹の皇子の誕生を待つばかり、すべては左大臣家の望ましい方向で推移している──はずだった。

（なのに小町と朱雀院の宮がなぜ恋仲に）

　男と女のこと、なにが起こるかはわからないのが常だが、それでも恋仲となるには文のやりとりが欠かせないし、朱雀院の宮が局つぼねに通うとなればなおさらだ。朱雀院の宮の動向は否いやが応にも後宮の女たちの目に留まるだろうに、しかしそのような報告はいままでまったくなかった。

（いったいどこで知り合ったのだ。……まさか梅壺の更こう衣いか？）

　梅壺の更衣には今上の皇子である七の宮がいる。実家の左大臣家は弘徽殿を後押ししているため後ろ盾だてが弱く、いまだ更衣のままだが、女御になることもできる出自だ。

　しかし梅壺が実家の左大臣家を見限り、朱雀院の宮に後ろ盾を頼たのんだならどうだろう？

　梅壺が女御となれば七の宮は女御の子、次期東宮に立てることも可能だ。現東宮と朱雀院の宮はおない年、朱雀院の宮が次期東宮となるのは年ねん齢れい的に難しいが、まだ幼い七の宮ならば可能性がある。

　今上も、自身が東宮位を継ついだときの決め事とはいえ、自身の一の宮に帝てい位いを譲ゆずれないのは心苦しいものがあるだろう。そこに朱雀院の宮が七の宮の後見をするとなれば、我が子の七の宮を次期東宮にできるとともに一の宮である朱雀院の宮への心こころ遣づかいにもなる。

　梅壺はその盟約の証あかしとして、自身の女房である綾小路を朱雀院の宮にさし出したなら。

　朱雀院の宮も二条大納言とつながりを得られるし、次期東宮の後ろ盾となれば太だい政じよう大臣は固く、今上の退位後も安あん泰たいだ。悪い話ではない。

（──梅壺の狙ねらいは七の宮の東宮冊さく立りつ）

　そう思い至り、中ちゆう将じようの顔からさっと血の気が引いた。まさかこちらが弘徽殿の懐かい妊にんを待っている間に先手を打たれたのではないだろうか。

　梅壺は才走った娘ではないと聞いているが、それでも女であり、母だ。わが子のためならばなにを企たくらむか──

　しかしその思考は殿舎から降ってきた声にさえぎられた。

「まあ中将様。このような刻限においでとは」

　ふり仰あおぐとそこは承香殿だった。考え事をしている間にこのようなところまで来ていたらしい。

　簀すの子こ縁えんから声をかけてきた二十歳はたちになるかならずかという女は、最近できた恋こい人びとのひとりだ。胸中では恋人の存在よりも梅壺への疑念がおおきく渦うず巻まいていたが、

「このようにお会いできるとは縁深きことですね」

　と作り慣れた笑え顔がおを向けると、女は中将を殿舎に迎え入れた。

　人ばらいをしているのか室内は無人だった。女はさしたる生まれではないが、斎さい宮ぐうの使者として宮中を訪おとずれている今は承香殿の主あるじ、女の自尊心をくすぐるべく中将は下座についた。

「……先晩はいらせられませんでしたわね」

　控ひかえめながらすこし恨うらみがましい響ひびきを帯びた声を、中将は笑い流した。

「申しわけございませぬ。内裏の外で仕事があったものですから」

　ここ数日まめに通っていたせいか、一日空いただけでこの言われようだ。もっとも伊勢暮らしの女は宮中の習ならいなど知らないし、知るころには伊勢に帰っていることだろう。

「なんでも二条大納言様のお邸やしきにおいでだったとか……」

（やはり宮中の噂うわさは早いな）

　ただの客人で伝つ手ての少ない彼女の耳にまでもう届いていようとは。

「何用にございましたか？」

「無論、任務のためですよ。剣たちの捜そう索さくに赴おもむいておりました」

　すると女は「そのようなもの」と心細げに目を泳がせると、消え入りそうな声で告げた。

「ここにございますものを……」

　──そう、失われた七星剣はここにある。

　七星剣を運んできた使者がその剣を盗ぬすんだとは普ふ通つうは考えない。宮中で盗む危険を冒おかすくらいなら道中で姿をくらませばよいからだ。その盲点をついて自分は使者であるこの女を口説き落とし、七星剣を盗ませた。

　無くなったことが判明し、女の室へやにも形ばかりの捜索が入ったが、自分が近この衛えの職にあるのをいいことに部下を適当に切り上げさせた。捜索の任は朱雀院の宮に一任されたが、まだ犯人に気づいた様子はない。

　中将は腰こしを浮うかすと几き帳ちようの向こうに足を踏ふみ入れ、不安に押しつぶされそうな気弱な女を背後から包みこむように抱だきしめた。

「ご心配には及およびません。私があなたをお守りいたしますから」

　女をなだめるように声をかけながらも、中将の視線は屛びよう風ぶのそばの布包みに向いていた。

「この剣にはしばし姿を隠かくしていてもらわねばならぬのです」

　半月前に宮中に七星剣がもたらされたとき、主上の心に譲じよう位いがちらついたのだろう。東宮を召して人ばらいをして長話をしていたらしい。斎宮の使者に七星剣を盗ませることを考えたのはそのときだ。

（弘徽殿に皇子が誕生するまでご退位いただくわけにはいかない）

　先の戦いくさの停戦条件となっている現東宮の廃はい嫡ちやくはむずかしい。となれば、一族の安泰のためにはその次を狙うしかない。七星剣が失われればすくなくともいますぐの譲位はなくなる。ただの引ひき延ばしにすぎずとも、いまの弘徽殿には必要な時間だ。

　弘徽殿を国母とし、我が一族が外祖父として権力を握にぎる──そのためにも梅壺の企みをつぶしておかなければならない。

「二条大納言様の姫ひめ君ぎみ──綾小路殿どのは、今小町と呼ばれるほどお美しい女によ人にんでいらっしゃるそうですわね」

　腕の中の女がつぶやく。いきなりなにを言い出すのかと思ったが、否定はしなかった。あなたのほうがと口先で返そうとも思ったが、とうてい綾小路とはくらぶべくもない。

　綾小路は風当たりの強い宮中でもうつむくことなく顔を上げ、凜りんとして太陽を見つめつづける大輪の華はなだ。対して女は太陽を見上げることはおろか、日ひ蔭かげにしか咲さけぬ花。妻に迎むかえるならこのような女のほうが都合がよいが、綾小路の名を出してきたことを考えると気弱な女なりに嫉妬の情はあるのだろう。

「出自も中将様とお釣つりあいとか……」

「そのようなご心配をしておられたのですか。まったくの杞き憂ゆうですよ。私が赴いていたのは二条大納言や綾小路に罠わなを仕し掛かけるためですから」

「罠……？」

「そうです。二条大納言は梅壺の後見、綾小路はその女によう房ぼう。わが妹、弘徽殿の障さわりになるものを放ほうってはおけませんからね」

　綾小路をものにしてしまえば話が早いと思ったことは伏ふせておく。すると、

「まあ、綾小路殿を追い落とすおつもりでしたの」

　と女の声こわ音ねがあかるくなった。そこにあったのは批難というよりむしろ安あん堵どだ。容姿に恵めぐまれた綾小路に自分が惹ひかれるどころか、陥おとしいれようとしていることにほっとしているらしい。

「たしかに綾小路殿のお邸から見つかれば言い逃のがれできませんものね」

　一刻も早く自分の許もとから手放したいのだろう、女の声音が熱を帯びる。

（だが仕掛けるにはまだ早い）

　いずれは盗とう品ひんが梅壺から見つかるようにしむけるつもりだったが、それは十分に時を稼かせいでからだ。時間稼ぎのほうが主な目的、濡ぬれ衣ぎぬを着せるのはついでにすぎない。

（だが先んじて梅壺が動いていたなら……？）

　梅壺がただの一族の女ならば宮中から下がらせることもできようが、異い父ふ兄けいである二条大納言が後見についているせいで強く切り出せない。さらに朱雀院の宮まで後見につけば、左大臣家に匹ひつ敵てきする勢力ともなりうる。

　七の宮の後見に朱雀院の宮が立つという可能性を否定できない以上、先に濡れ衣を着せて追い落としておくほうがよいのではなかろうか。

「では二条大納言様のお邸にお持ちに？」

「──いえ、梅壺にいたしましょう」

「え？」

「警備が厳しくなり、内だい裏りの外に持ち出すことが難しくなっております。その点、梅壺は女房も少なく手て薄うすですから、ごあいさつついでに適当な局つぼねに放り込んでくればよいのです」

「ですがそれでは綾小路殿に嫌けん疑ぎは……」

「なぜ綾小路にこだわりになられます？」

　すると女は言葉を吞のんだ。そして顔を背そむけて言葉を探す。

　やはり綾小路との仲を疑っているのだろうか。相手は今小町、女人として意識するなというほうがむずかしい。

　中将はなだめるように女の髪かみを撫なでた。

「梅壺が失しつ脚きやくすれば女房の綾小路もおなじ運命です。──それとこの件が終わったなら、斎宮様にお暇いとまをいただいてくださいませ」

「え……？」

「あなたとの恋こい路じを斎いつきの門に閉とざされるのはしのびない。夜ごとあなたのお邸に通いましょう。

　──それともわが邸にいらっしゃいますか？」

「……！」

　藤原氏うじの長ちよう者じやである左大臣家、その邸に呼ばれるということは将来を約束されたもおなじ、とかく女というものはこの手の誘さそいに弱い。

「中ちゆう将じよう様……」

　しなだれかかる女の重みを感じながら、中将の心は次の策てに向いていた。
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　昼下がり、洗せん濯たくを終えてもどってきた衣ころもを手にしたまま、透子は固まっていた。

　あなたの顔を見るとどきどきするんです──とは言えない。

　あなたの顔が気になってしかたないんです──とも言えない。ましてや、

（あなたの顔が好きなんです！　顔ツラ拝ませてください！　──なんて言えるはずないでしょう……!?）

　思い出すだけで顔にかあっと血が上り、透子は手にしていた衣をぎゅっと握りしめた。

　以前から朱雀院の宮の容姿が気になっていたのはたしかだ。しかし貴族がせっせと容姿に優すぐれた娘むすめを後宮に送り、歴代の帝みかどはその娘たちとの間に子を生なしていったのだから、皇族にときおりはっとするような美形が生まれるのはもはや必然だ。

　朱雀院の宮の容姿もさすが皇族だけあるわよねー、くらいにしか思っていなかったものが、まさか自分の幼い日の記き憶おくにつながっていようとは。

（でもたしかに似てるんだもの……！）

　凜とした月の光、音もなく降る雪が似つかわしい風ふ情ぜい。朱雀院の宮もかの姫ひめもともに皇族なのだから似ているのも当然かもしれないが、おない年の従兄弟いとこ同士でも東とう宮ぐうと朱雀院の宮では美び麗れいさの方向性がちがう。

（きっと姫は朱雀院の宮様と血が近くていらっしゃるんだわ。今上の姫宮について調べられないかしら）

　姫宮の出自の可能性としてもっとも濃のう厚こうなのは今上の姫、さらにいえば同腹の姉妹だ。

　姫宮の御お名なを訊きいておけばよかったが、貴族の世界では〈真ま名な〉はおいそれと口にしてはいけないものとされている。女人を真名で呼べるのは主あるじか親か夫くらいのもの、当然透子は姫宮の真名を知らない。

　朱雀院の宮を頼たよろうにも母を知らないと言っていたくらいだ。姉妹がいたかどうかもわからないだろう。

　ほかに皇族についてくわしいのはどなたかしら──などと考えをめぐらせていると、

「綾、衣にしわが寄ってしまっていてよ」

　すぐ側そばからかかった声に透子ははっと我に返り、にぎっていた衣からあわてて手をはなした。

「おもどりなさいませ、更こう衣いさま。薫たき物もの合わせはいかがでしたか？」

「今日は予行ためしのようなものだから、ほとんどお話ししてきただけかしら」

　透子が手をついて迎えると、紗子は上座につくなり「面おも白しろい話を耳にしたのよ」と嬉うれしそうに切り出した。

「ねえ透子、朱雀院の宮と恋こい仲なかというのは本当なの？」

　ぶふっ！　と透子は思わず吹ふきだした。予想外の奇き襲しゆうだ。

「どっ、どうしてそんなこと……！」

「いま後宮はその話でもちきりだそうよ？　朱雀院の宮様がついにご結けつ婚こんかって。いままで恋こい人びとの噂うわさがない方だったのに、まさかあなただったなんて」

　昨日も様子がおかしいと思っていたけれどやっぱりそうだったのね、うふふ、と紗子は満面の笑えみを浮うかべる。

「叔母おばさま！　昨日も言いましたがそれは誤解ですって！」

「誤解なの？」

「誤解です……!!」

（二回言った!!）

　驚おどろきのあまり大だい音おん声じようを上げてしまった透子は、ぜーぜーと肩かたで大きく息をくり返した。

（どうしてそんなことになってるの!?）

　今朝の偽ぎ装そう工作を見た近この衛え中将が言いふらしたのだろうか。だとすればあの軽い口でぺらぺらとあることないこと言いまわったにちがいない。

（いったいなんなの!?　振ふられた腹いせ!?）

　紗子は「主上もお喜びになると思ったのだけれど……」と寂さみしそうに眉まゆをひそめるが、帝の耳に入れば一巻の終わりだ。

「断じてちがいますから！」

　そう断言して、帝の下もとまで飛び火する前になんとか策を講じなければと必死に考えをめぐらせていると、紗子の声が華はなやいだ。

「あら、あれは朱雀院の宮ではなくて？」

「えっ!?」

　ふり返ると庭の遠くに人ひと影かげが見えた。──たしかに朱雀院の宮だ。

（どうしてこんなときに……！）

　透子はあわてて紗子の室へやの御み簾すを下ろすと自身は簀すの子こ縁えんに出て、「行ってらっしゃい。ごゆっくり」と温かい声に見送られながら殿でん舎しやの隅すみに寄った。朱雀院の宮もやはり自分に用があったらしく近づいてくる。

「宮様、このような人目につく時間はご遠えん慮りよくださいましな」

　その言に朱雀院の宮はしばし思案していたが、

「──人目につかない時間に訪ねるのも問題があるように思われますが」

　あまりにまっすぐに正論で返されて、透子はぐっと詰つまってしまった。

（た、たしかに……）

　人目につかない夜よ更ふけなどに訪ねてきて目もく撃げきされた日には、噂が現実になってしまう。

「今小町に通う男がいると噂が立つのも不名めい誉よなことでしょう。百もも夜よ通いをお試ためしなさるというなら別でしょうが」

「わたくしはそのようなことは……」

　と躱かわしながら、朱雀院の宮の言に透子ははたと気がついた。

「もしかしてお聞きではないのですか？」

「なにをです」

　わたしたちの結婚についてです、とは口にできずに扇おうぎの陰かげで言いよどんでいると、朱雀院の宮は七星剣の捜そう索さくの進しん捗ちよくについて語りはじめた。

　その淡たん々たんとした声は今朝の艶つやめいた声こわ音ねとはかけはなれたものだった。あくまで事務連れん絡らく、一いつ片ぺんの情もない。

（……今朝のはやっぱりただの偽装、だったのよね）

　秘密を共有しているにもかかわらず、すこしおかれた距きよ離りは相変わらずだ。そしてその踏ふみ込みがたい聖域が、かの姫を彷ほう彿ふつとさせる。

（容姿もやっぱり似てる……）

　すっきりした首筋に対して輪りん郭かくは優やさしげで、龍尚よりもあきらかに線が細い。母宮様の血かしら、と透子が古い記憶をたどりながらその顔に見入っていると、不意にふっと朱雀院の宮が視線を向けた。

「──綾小路殿どの、聞いていらっしゃいますか」

（あっ）

　顔に見入るばかりで耳がおろそかになっていたのを見み抜ぬかれた。透子が謝ると朱雀院の宮はため息をつく。それもまた艶っぽさとは無む縁えんの落らく胆たんの息だった。

「出入りした者を当たってみましたが怪あやしい動きはなく、宝商、古物商に売られた形けい跡せきもございません」

「手の者に探さぐらせておりますが洛らく中ちゆうに噂はまだ立っていないようですわ」

「民たみの噂を拾っていただけて助かります。私も僧そう都ずをお頼りしていますが、こればかりはその世界に溶とけ込んだ者でなければ難しいことですから」

　細さい作さくがお役に立ったと心の中で龍尚に感謝した。

「しかし盗とう難なんから三日、奪うばわれたことを広めるのが目的であれば動き出すころなのですが」

「いまだ動きがないということは、犯人の目的は風聞ではなかった、ということでしょうか」

　ただの物盗とりのしわざであってほしい。そうであれば七星剣を取り戻もどしさえすればなんら政治的な争いが起こることもない。しかし、

「噂を広めずとも主上に譲じよう位いを思いとどまらせるという影えい響きようを及およぼしております。盗ぬすまれた場所が場所だけに犯人は政まつりごとに深く関かかわる者に絞しぼってもよいかもしれません。譲位をめぐる争いがはじまったとみるのが妥だ当とうでしょう」

「ということは、また戦いくさが起きる……？」

「それは駆かけ引き次し第だいでしょう」

　譲位をめぐる争い──幼い日の記き憶おくが揺ゆり起こされて、透子の呼吸が細くなる。

（……戦は駄目。なんとしても止めなきゃ）

「しかしそうなると七星剣はただの一手段だったという線があります。先日あなたがおっしゃったとおり、窃せつ盗とうの嫌けん疑ぎを政敵に向けるため、つまり政敵を追い落とすための小道具にすぎなかったという可能性です」

「あり得る話ですわね」

　答える透子の声音は硬かたくなった。宮中は剣を交えることのない戦いの場、そうわかっていても現実を突つきつけられるとぞわりと肌はだが粟あわ立だつ。

「しかしその線の場合、犯人はおおよそ絞りこめております」

「そうなのですか？」

「ええ。まだ宮中に七星剣があるとすれば、見つからずに保管できる場所はかぎられますから。そこから犯行が可能であった人物を逆算するとおおよそは」

　先日、よっつめの可能性をあえて伏ふせていたのは、朱雀院の宮もまたその線が濃厚だと勘かん付づいていたためだ。だからこそ他ほかのみっつを示し唆さして透子の目を逸そらそうとしていたのだろう。

（信じてもらえていなかったのだからしかたないけれど、宮様も油断ならない人だわ）

　朱雀院の宮の言葉をそのまま受け取っていては置いてゆかれる、そんな気がした。

　しかし、

「私はこれから犯人のあぶり出しに入ります。焦あせりを感じた犯人はなんらかの行動に移るでしょう。あなたは七の宮の母である梅壺の女によう房ぼうとして、そして梅壺の後見である二条大だい納な言ごん様の娘むすめ御ごとして巻き込まれる可能性がございます。こちらからも警護をつけますが、あなたご自身も身のまわりにはくれぐれもご注意なさってください」

　その言はいつになく真しん摯しなもので、そして朱雀院の宮は透子をじっと見つめて告げた。

「……あなたを引き込んでしまったこと、そして巻き込んでしまうことを申しわけなく思っております」

「え？　それはどういう……」

「────」

　しかしそのとき不意に朱雀院の宮の瞳ひとみが険を帯びた。どうしたのかしら、と思い、一いつ拍ぱく遅おくれて透子も気がついた。

　──こちらを窺うかがう視線を感じる。

　透子が庭を眺ながめやるのを装よそおってそちらを見やると、渡わた殿どのの向こうに消える裾すそを捉とらえることができた。いずこかの女房だったようだ。

「お帰りになってしまいましたね」

（朱雀院の宮様がいらしているから遠慮されたのかしら？）

　また噂に尾おひれがつくかも──そう思った透子の前で、朱雀院の宮は女房の消えた先をずっと目で追っていた。

「宮様、どうなされました？」

「いまの女によ性しようは斎さい宮ぐうのご使者です」

「それは七星剣の……？」

「ええ、野宮からお持ちになった方です」

「では宮様に捜索の状じよう況きようをお訊ききにこられたのやもしれませんね」

　無事内だい裏りに届け終えたとはいえ、清めてもらって持ち帰るのが彼女の務めだ。その剣が盗難にあったとなれば不安だろう。

（空から手てでもどって斎宮様にご報告するわけにはいかないし……って、斎宮様？）

「私が伺うかがってご説明してまいりましょう」

　そう告げる朱雀院の宮の言に透子は思わず声を挟はさんでいた。

「あの……っ！」

「なにか？」

「ご使者へのお話の件、わたくしが行ってはいけませんか？」

　突とつ然ぜんの申し出に朱雀院の宮は不ふ審しんげに目をすがめる。

　透子はあわてて「その、女性同士のほうがお話ししやすいやもしれませんし」と言葉を接ぐと、朱雀院の宮はしばし透子の様子を探っていたものの、

「捜索の任を受けているのは私ですから」

　とあっさりと断られてしまった。

「更こう衣いの身にも危険が及びかねません。あなたは更衣のお側そばを離はなれませぬよう」

「そ、そうですわね。出すぎたことを申しまして申しわけございませぬ」

　では、と朱雀院の宮が去ると、透子は頰ほほを両手で挟みこんだ。

　──どうして突然あのようなことを申し出てしまったのか。理由ならわかっている。

（あの女によ人にんが斎宮様のご使者だから）

　斎宮には今上即そく位いの際に内親王もしくは女王が立てられる。つまり、かの姫ひめが今上の斎宮になっている可能性もあるということだ。宮中への使者の任を賜たまわるくらいだ、斎宮の側近くに仕えている女人だろう。斎宮の御お顔かおも知っているにちがいない。

（姫宮はどこにいらっしゃるの？）

　幸せに暮らしておいでなのだろうか。つらい思いはされていないだろうか。迫せまってくる戦の気配が、あのときの自分の気持ちとかさなって鼓こ動どうを逸らせる。

　お会いしたい──じわりとその想おもいが胸ににじむ。しかし透子はぱん、と両頰をはたいた。

（ううん、わたしがすべきことは姫宮様をお探しすることじゃない）

　これから乱れるかもしれない政情を抑おさえて、戦が起こらぬようにすることだ。

　──姫宮様がどこにいらっしゃっても穏おだやかな日々をお過ごしできるように。

　透子はなつかしい思い出を胸にそっとしまい、顔を上げた。
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（見られた……）

　梅壺の渡殿を足早にわたった女は、承香殿に帰りつくと速い息をくり返した。

　梅壺は女房がすくないうえ、今日は香こう合ごうで女によう御ごや更衣が別室に集まっている。手て薄うすになっていると思いきや、香合は思いのほか早く終わったらしい。そしてまさか女房が簀すの子こ縁えんに出ていて見つかるとは思わなかった。速まった鼓動はまだおさまりそうにない。

（あの者が綾小路……）

　内裏に滞たい在ざいして日が浅い自分の耳にまでその名は届いている。その美び貌ぼうから〈今小町〉と呼ばれる梅壺の女房だ。そして実際に目にした彼女の容よう貌ぼうは、今小町と称しようされるのも無理からぬものだった。

　恋こい人びとの近この衛えの中ちゆう将じようは気のないそぶりをしていたが、きっと昨晩は宿下がりをしているという綾小路を追って二条大納言の邸やしきに赴おもむいたのだろう。中将は絶大な権勢を誇ほこる左大臣家の跡あと取とり、将来を約束された彼が手に入れられぬ女はいない。小町の名を得ている娘に無関心ではいられないはずだ。

　綾小路ではなく梅壺のだれかに濡ぬれ衣ぎぬを着せればいいと言い出したのも、綾小路に未練があるからにちがいない。だからこそ自分は綾小路に着せようと思ったのに、まさかその当人が簀子縁に出ているなど思いもしなかった。

（そして朱雀院の宮が綾小路とともにいるなんて）

　今朝耳にした噂うわさによると、綾小路と朱雀院の宮とは恋こい仲なかにあるという。朱雀院の宮は内親王でも娶めとれる身分、一女房など冗じよう談だんだろうと思っていたのだが本当なのだろうか──

　そう思し惟いに沈しずんでいたそのとき、

「ご使者殿どの、失礼いたします」

　御み簾すの向こうからかけられた声にはっと我に返った。声こわ音ねでわかる。朱雀院の宮だ。

（なぜ朱雀院の宮が……）

　女は腰こしに忍しのばせていた布包みを抜ぬき、そっと裾の下に隠かくす。人ばらいしていた女房たちも朱雀院の宮の訪おとないに気づいて御簾を巻き上げ、女は朱雀院の宮を迎むかえ入れた。

「朱雀院の宮様がわざわざお運びくださるとは……」

「ご使者殿にはご心配をおかけいたしておりますゆえ」

　と告げると朱雀院の宮は七星剣の捜そう索さく状況について語りはじめた。

　朱雀院の宮はまだ二十歳はたちになるやならず、自分と変わらない年だというのにこの落ち着きようは帝みかどにもなりうる出自がなせるわざだろうか。はじめは裾の下に隠した布包みに意識が向いてしまって落ち着かなかったが、よどみなく淡たん々たんと語る声音に聞き入ってしまい、いつしか布包みのことを忘れていた。

「──このような状況ですのでご使者殿にはいましばらくご滞在いただきたく。いたらない点がございますれば遠えん慮りよなくおっしゃってください」

「そのようなことは。皆みなさまにはとてもよくしていただいておりますわ」

「左様でございますか。先ほど梅壺でお見かけして、先さき触ぶれを務める者はと心配しておりましたものですから。梅壺になにか御ご用ようでしたか？」

（──やはり気づかれていた）

　背中に冷たいものを感じる。速まる鼓動に、にわかに裾の下の布包みが自己主張をはじめたが、女は笑え顔がおを絶やさず言葉をかえした。

「ええ。梅壺の更衣様にごあいさつせぬまま期せずして長なが逗とう留りゆうとなりましたので、あらためてごあいさつをと思いまして」

「それはそれは。なれどご使者殿は斎宮様のご名代、みずからお渡わたりになっては梅壺の更衣も恐きよう縮しゆくすることでしょう」

「まあ、それは思い至りませんでした。なれど一女房の身で更衣様をお呼びたてするなどとてもとても……」

「では梅壺の女によう房ぼうに、更衣の代わりにあいさつに伺うように伝えておきましょう」

（梅壺の女房────綾小路）

「……宮様は綾小路殿と親しくしていらっしゃるのですか？」

　体ていよく話を躱かわせたのだ。梅壺から話を逸そらすべきだった。しかし朱雀院の宮の言葉はあまりに自然で伝つ手てがあることを感じさせるもので、思わずその名が口を突ついていた。

　はっきりと否定してほしかった。あの者はただの知り合い、もしくは立場上面識があるただの一女房にすぎないと。そうすれば中将が惹ひかれていると感じたのも杞き憂ゆうにすぎないと思うことができる。

　しかし「まさか」と苦く笑しようした朱雀院の宮の口からつづいたのは、思いがけない一言だった。

「ただの私の片かた恋こいですよ」

「まあ……」

　知り合いでも、恋仲でもなく、片恋──驚おどろきのあまり、つづく声がすぐには出てこなかった。

「宮様相手に恐おそれおおいこと」

「恋の道に身分など二の次です。蔵人くろうどの頭とう殿、式しき部ぶ卿きよう殿、近衛中将殿をはじめ今小町とも呼ばれる彼女に想いを寄せる公きん達だちは多いですね。しかし見られていたとはお恥はずかしいかぎりです。日ひ中なかに小町殿にお逢あいしたなどと知れればいたずらに恋こい敵がたきを刺し激げきしかねませんので、他言無用に願います」

　そう告げる朱雀院の宮の目許はいたずらが見つかったような笑みがあった。いつもの涼すずやかな風ふ情ぜいがくずれた様子もまた魅み力りよく的だ。

「ええもちろん」

　とうなずいたものの、室へやを下がる朱雀院の宮を見送る女の顔は、ほがらかな朱雀院の宮とは対照的に強こわ張ばっていた。

（綾小路……中将殿だけでなく朱雀院の宮様まで……）

　知らず、扇おうぎを握にぎる手に力がこもる。

　朱雀院の宮といえば二に品ほん親王、東宮に次ぐ高位の皇族、その美貌と涼やかな立ち居ふるまいで声をかけられることを望む女人は多い。左大臣家の近衛中将のみならず朱雀院の宮まで虜とりことなれば、綾小路はまちがいなく宮中の中心にいる女人だ。

　宮中では男女の情すらも華はなやかな遊びで、公達は夜ごと大輪の華をもとめて飛びまわる。中将は自分を可か憐れんな花だと言ってくれたが、こうして宮中の滞在が長びくと自分も気づかざるをえない。この宮中にも中将の恋人と称される女人が数多あまたいることに。

　承香殿の女房は、しばし滞在する自分のために他ほかの殿舎から借り受けている者にすぎない。借りものの女房たちは夜には自身の房に帰るので、中将と自分の関係にはまだ気づいていない。そして宮中のことなどわからぬ鄙ひなつ女めとあなどってか、公達の人となりについて遠慮なく話す。そこで自分は中将の恋の遍へん歴れきについてさまざまな話を聞いてしまった。

　やれどこの中ちゆう納な言ごんの娘の手蹟てが美しい、やれどこぞの守かみの奥方の香かおりがすばらしい、と名が立った相手には手を伸のばさずにはいられないお人なのだと。

　時めくあまたの公達から想おもいを寄せられ求めつづけられる綾小路とはちがう。自分など野に咲さく花のひとつ、斎いつきの園そのに住んでいた清らかな花だと戯たわむれに手た折おられただけ、口惜くやしいがそれが現実だ。綾小路のように日中から機き嫌げん伺うかがいに訪ねてもらえることなどない。

（──そういえば、宮様はどうしてわたしのところに来たの？）

　梅壺で見かけたのはほんの一いつ瞬しゆんのこと、七星剣の捜そう索さくの任を受けているとはいえ、なぜ想い人の綾小路との話を切り上げてまで自分の下もとに来たのか。

『──梅壺になにか御用でしたか？』

　脳のう裏りによみがえった声音にどきりと鼓こ動どうが跳はね、裾の下の布包みが存在感を増す。

　七星剣は元々自分が持ってきたもの、すでに宮中に預けたとはいえ中将にいま一度預かってくれるよう頼たのまれたときも罪悪感はなかった。無くなったからと騒さわぎになることもなく、ただ一度、近衛が室を調べにきたが、中将がうまく追い返してくれた。

　しかし盗とう難なん捜査の指揮は朱雀院の宮に移り、騒ぎになっていないけれども着々と調べは進んでいる。騒ぎになっていないのもあえて盗難の事実を伏ふせているかのようだ。

　──もしや自分は恐ろしい企たくらみに加担してしまったのではないだろうか。

（まさか、宮様はもう気づいて……）

　女は首を横に振ふる。指揮を執とっている朱雀院の宮が来たのはただの偶ぐう然ぜんだ。

　しかし偶然ではなかったなら──想像すると、ぶる、と身がふるえた。

　剣を返さなければと思う。けれどもいまさらどうやって返せというのだろう？　中ちゆう将じように頼むことはできない。女房たちもしかり。この宮中に自分が頼たよれる者などいない。

　もし自分が持っているところを見つかればどうなるのだろう。衛え士じに捕とらえられて罪人として裁かれるのだろうか。

　この剣を一刻もはやく手放したい。あのとき梅壺に放ほうり込んできたならと後こう悔かいばかりが募つのる。このまま置いて宮中から逃にげ出そうか。けれどもここに置いていくわけにはいかない。見つかれば追つい捕ぶ使しに捕らわれるだけだ。

　どうすればどうすればどうすれば──

　暗い渦うずの底に引きずりこまれそうになったそのとき、不意に耳奥に声が響ひびいた。




　────ココヨリモチダセバヨイ。




「──！」

　その声が地の底から全身を貫つらぬく。

　それは知らない声、しかしずっと知っていたような慣れ親しんだ声のようでもあった。

　たしかに宮中から抜ぬけ出さえすれば、野宮までの道すがら処分する場所はいくらでもある。剣たちが見つかりさえしなければ自分の罪を追つい及きゆうされることもない。

（──なんとかしてこれを持ち出さないと）

　女はふるえる身体からだで包みを強く抱だきしめた。
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　夜、紗子が清涼殿へ渡ったのち、透子が就しゆう寝しんの準備のために蔀しとみを下ろしていると、どこからともなくざわめきが聞こえた。

「なんだか騒がしいですわね？」

　耳をそばだてているとおなじ梅壺の女房が心配そうに室から顔を覗のぞかせてきたので、

「わたくしが様子を見てきますわ」

　と透子は状じよう況きようを探さぐりに梅壺を出た。







「ご使者がいなくなっただと!?」

　日も暮れて、後宮を訪おとずれた近この衛え中将は、承香殿に集つどっていた近衛から思わぬ知らせを聞かされた。

「はい、午ひるすぎに斎さい院いんに向かわれたもののお戻もどりがなく、調べにやったところ斎院にはいらしていない、と……」

　斎院というのは斎宮とおなじく帝みかどの即そく位いとともに立てられる女によ人にんで、こちらは京にいる。斎宮の使者として斎院にあいさつに赴おもむく用もあろうと、牛ぎつ車しやを通したのだという。

（しかし斎院に行っていないだと？　どこに行ったのだ……）

　午の洛中は人であふれている。牛車で出ていながら人さらいや物盗とりに遭あうことはないだろう。となれば斎院に赴いていないのは女の意思ということになる。

　実家にでも帰ったかと思ったが、親はいずこかの守かみだか介すけだかで京にいないと言っていた気がする。ほかの縁えん戚せきを頼ったのだろうかと思いをめぐらせるが、女の血けつ縁えん者などまったく知らない。すると、

「いかがなされました、中将殿どの」

「これは朱雀院の宮様」

　どうやら騒ぎを聞きつけて訪れたらしい朱雀院の宮に、まだ退出していなかったのかと中将は内心舌打ちした。

　七星剣の一件は朱雀院の宮が指揮を執っているので、朱雀院の宮が出てきては部下を言いくるめることが難しくなる。しかし言わぬわけにはゆくまいと、中将は口を開いた。

「どうやら、斎宮のご使者が斎院をお訪ねの途と中ちゆうに行方ゆくえ知れずとなったよしにございます」

　朱雀院の宮は眉まゆを寄せると、すぐさまその場にいた近衛に指示を出した。

「野宮ならびに伊勢に早馬を」

「なっ、なりませぬ！」

　思わず叫さけんだ中将に、朱雀院の宮は不ふ審しんそうに目をすがめた。

「なにゆえです？」

「ご、ご使者の件を騒そう動どうにしては、例の件まで表おもて沙ざ汰たになりかねませぬ」

　七星剣の一件は関係者以外には伏せる、それが朱雀院の宮の方針だ。口を突ついて出たとっさの言い訳のわりにはしっかり筋が通っていると、中将は心を大きくした。

「しかし剣のみならずご使者まで行方知れずとなれば伏せておけぬでしょう」

「まずはご使者殿の捜索が先かと。使者殿の捜索の任、私に務めさせていただけないでしょうか？」

　なぜ姿をくらましたのか、それとも本当になにかに巻きこまれてしまったのか。まさか女が裏切ったとは思わないが、女の室から七星剣が見つかっていないとなれば女が持ち出したと考えるのが妥だ当とうだ。そしてもし捜索隊を派は遣けんして女と剣が見つかって、女の口からすべてが漏もれれば一巻の終わりだ。なんとしても自分が真っ先に見つける必要がある。

　朱雀院の宮はしばし思案していたが、ふと思い出したように告げた。

「そういえば中将殿はご使者殿と親しくされていたとか」

「そっ、そのようなことは!?」

「秘したところで色に出るものですよ」

　その言葉に思わず自身の顔を手で探ってしまった中将だったが、「出ていたのはご使者殿のほうですが」とさらりと流されてしまった。

「それにとかく人の口に戸は立てられないものですよ。特に色いろ恋こい沙汰は」

「は……」

　まさか色恋沙汰とはとんと無む縁えんの朱雀院の宮から、女について揺ゆさぶりをかけられるとは思わなかった。

（……もしや宮と綾小路のことを言いふらした当てつけか？）

　宮中の噂うわさを消すには新しい噂を撒まくのが一番だ。七星剣の一件を知る者は少ないとはいえ、宮中にただよう硬かたい空気を変えようと流してみたのだが、その噂が朱雀院の宮の気に障さわったのだろうか。

　まさか綾小路に関して恋の鞘さや当あてをしてきているわけではないだろう。となると批難される理由は政治的なものということか。

（梅壺と朱雀院の宮のつながりは本当なのか……？）

　中将の窺うかがう視線を朱雀院の宮に真正面から受け止められて一瞬息をのんだが、次の瞬しゆん間かん、朱雀院の宮はくすりと笑えんだ。

「ご心配なさらずとも恋人に逃げられたなどと吹ふい聴ちよういたしませんよ。もちろん昨晩の二条邸ていでの一件も」

　その朱雀院の宮の笑みは女によう房ぼうたちが見れば歓かん声せいをあげそうな穏おだやかな微び笑しようだったが、中将の感覚はちがうなにかを告げていた。

　獣けものに狙ねらいを定められたような──それは本能的な恐きよう怖ふだ。

「ただ……そうですね、中将殿にはいくつかお尋たずねしたいことがありますね。特に七星剣を持ち出された理由など」

「────!?」

　その言は揺さぶりではなく確信だった。どこで知られた!?　と考えをめぐらせるが、迷いのない目にまっすぐに射すくめられて考えがまとまらない。

「別室でくわしく聞かせていただけますか？」

　いつしか多くの衛士に取りかこまれ、中将は観念した。







　透子が騒そう々ぞうしい場所を追ってみるとどうやら承香殿でなにかがあったらしく、舎人とねりたちが捜そう索さくしていた。

　一方透子は就寝前ということもあって、単衣ひとえに袷あわせを一枚羽織っただけの姿だ。この姿を男たちの前に晒さらすのはちょっと……と控えめに柱の陰かげから様子を探っていると、

「綾小路殿？」

　背後から声をかけられ、びくりとした。

「宮様？　どうしてこのような刻限に後宮に？」

「くわしい話はまた後日、七星剣の在処ありかがわかりました」

「え!?」

「私はいまからあとを追います」

「追うって……やはり宮中から持ち出されていたということですか？」

「正確には今日、持ち出されました。午過ぎとのことですが、女車ですからまだそれほど遠くには行っていないでしょう」

（女車って、犯人は女なの？）

　朱雀院の宮はこれから揺さぶりをかけると言っていたが、まんまと罠わなに引っかかってくれたということだろうか。

「下手人も押さえましたので、まずはご報告まで」

　では、と踵きびすを返しかけた朱雀院の宮に透子はあわてて声をかけた。

「犯人はどなただったのですか!?」

「実行犯は複数名おりますが、宮中から持ち出したのは斎宮のご使者です」

（ご使者!?）

　七星剣を宮中に持ってきた女人だ。持ってきた本人がなぜと思ったが、それ以上に透子の気にかかったのは別の女人だ。

　斎宮──かの姫ひめにつながるかもしれない存在。

　──知りたい、と心が逸はやった。

「あのっ！　わたくしも連れていってくださいませ！」

　朱雀院の宮はその申し出に困こん惑わくの表情を浮うかべたしなめた。

「姫、牛車で追うのではありませんよ」

「馬にも乗れます！」

「は？」

「武家育ちですから！」

　さすがにその返答には本気で驚きよう愕がくしているようで、まさかという思いが顔ににじんでいる。

「それに内だい裏りを出たのなら、洛中に放ったわが手の者が捜索のお役に立つかと」

　朱雀院の宮はしばし考えこんでいたが、手の者は使えると思ったのかうなずいた。

「わかりました。ではご支し度たくを」
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「内裏から出た女車を追って！」

　透子は領国で着ていた騎き馬ば装しよう束ぞくに着き替がえるとともに、舎人に指示して二条の邸やしきに走らせた。

　内裏から女車が出ることはめずらしい。斎院や女院が訪ねてきたか女によう御ご更こう衣いが宿下がりするときくらいで毎日あることではない。かならず手の者が目もく撃げきしているはずだ。

　もうすでに大門は閉じている。もし女車が洛らく中ちゆうに留とどまっているならば調べるのは明日あす以降でかまわない。しかしすでに出ているなら一刻も早く追う必要がある。

「賀か茂もに向かうなら東、伊勢へ下るのも近江おうみ路じであればおなじく東です──が」

「出立された時間から考えれば日中に賀茂についているはず、賀茂にいらしていないということは自発的な失しつ踪そう、というわけですわね？」

「そのとおりです」

　となると素す直なおに東から出たとは考えづらい。逆の西か、大通りの先の羅ら城しよう門もんか。

　いたずらに動くのは下策だ。焦あせる気持ちをおさえながら準備を整えているうちに折り返し二条の邸から使者がきて、夕刻に西から女車が出たとの知らせを持ってきて、透子と朱雀院の宮は夜の二条大路を駆かけた。

「透子！」

　途中で龍尚と合流し、並走している龍尚の元もとに一虎をはじめ、放はなっていた手の者が報告を上げてはまた調べに散っていく。

　京を出てから馬はおおむね西に向かっており、この先にあるのは嵯さ峨が野のだ。

「野宮へ行かれたのでしょうか」

「そうですね。土と地ち勘かんのあるところに向かうのはありえる話です」

　行方ゆくえをくらますにしても知らぬ土地は不安がある。やはり斎さい宮ぐうゆかりの野宮かと思っていたが、やがて知らされる方角は北へと変わっていった。

（え？　この先って……）

　女車を見つけた、そう知らされたのは高名な寺の名だった。

　山やま裾すそにある寺にたどりついて下馬すると、焚たかれた篝かがり火びに閉とざされた門が煌こう々こうと照らし出されている。女車の牛ぎつ車しやを引いていたらしき男は、理由のわからないまま屈くつ強きような武士に取りかこまれ、「案内はここまででよいと中にお入りに……」とふるえながら事情を話してくれた。

「──すでに門は閉ざされておりますが、私は僧そう都ずと面識があります。事情を訊きいてまいりましょう」

「このだだっ広い寺を捜索するなら頭あたま数かずがいるだろ」

　と龍尚が口を挟はさんだが、

「ここは寺の領域、武人が立ち入ることはまかりなりません。しばしここでお待ちを」

　そう告げる朱雀院の宮の表情は硬かたかった。

（どうなされたのかしら？）

　朱雀院の宮が距きよ離りを置いているのは以前から感じていたが、いまは関かかわること自体を拒きよ絶ぜつしているかのようだ。普ふ段だんとはちがうなにかを感じ取った透子は口を挟んだ。

「あの、わたくしはともに参ります。武人ではございませんのでよろしいでしょう？」

　断る理由を失なくした朱雀院の宮は「……わかりました」と了りよう承しようし、透子は朱雀院の宮とふたり寺に入ったものの、訊けば今日僧都に女によ人にんの訪おとないはなかったとのことだった。

「ご使者が寺の前で車を降りて寺に入ったことは間ま違ちがいないのですが……」

　女の参拝客が付き人の目を躱かわして門を出るのはむずかしい。となると寺の中で忽こつ然ぜんと姿を消したことになる。

「参さん詣けい客にまぎれて入りこんで、裏に抜ぬけたのやもしれません」

「しかし裏手は山なのでは……ご使者殿どのはどこにゆかれるおつもりなのでしょう」

「その話は見つかってからお聞きするとしましょう。私はあとを追います」

「えっ!?　いまから入山されるおつもりですか!?」

　とうに陽ひは落ちている。街中は家々から漏もれ落ちる灯あかりで道がわかったが、山中で足元を照らすのは月明かりと松明たいまつだけだ。平らな道ならまだしも足元の悪い山道など、夜に行けるものではない。

「朝になれば参詣客のために門も開かれますし、我が家の手の者も捜索に入ることができます。追われるのは夜が明けてからでよろしいのでは？」

「奥山は陵みささぎにつながる禁域です。皇こう裔えい以外立ち入ることは許されておりません」

（あ、また……）

　透子が絡からむことを拒こばもうとする意思を感じる。

　ただ使者が七星剣を持ち出して逃にげているだけだというなら、政治的影えい響きよう力はなにもない。明朝、僧の手を借りて山やま狩がりでもして取りもどせばいいまでの話だ。しかし朱雀院の宮が一刻を争うように追うということは。

（なにか、わたしに知らされていない秘密がある……？）

「姫はここでお待ちください」

　その言に、透子は真っ向から返した。

「わたくしも血統的には皇裔です。父方の祖父は親王、父も以前は王で、亡なくなった母は内親王でしたから」

　つまり透子は父からも母からも皇族の血を継つぐ皇裔だ。

「どうしても今晩でなければいけない事情がおありですのね？」

　透子が指し摘てきすると朱雀院の宮は息をのんだ。しかしつづく言葉に否定はなく、

「急ぎますので、これにて」

　と立ち上がった朱雀院の宮の行く手に透子は立ちふさがった。

「お待ちくださいませ。わたくしも参ります。先ほども申し上げましたとおりわたくしは皇裔です。お捜さがしするのに頭数はあったほうがよろしいでしょう？」

「女の足には酷こくな道のりです」

「追う相手も女ですもの。女相手におくれを取るつもりはございませんわ」

　引くつもりはないと見み据すえると、朱雀院の宮はひとつ息をついた。

「では私からけっして離はなれぬように」

　僧に清めてもらい、禁域を示す注連しめ縄なわをくぐった瞬しゆん間かん、がくっと肩かたになにかがのしかかった気がした。

（え、なに……？）

　山は霊れい力りよくのこもる場所だと言われるが領国の山とは質がちがう。肩にかかる重みはまるで別世界にまぎれこんだかのよう、あたりにはいままでとちがう冷気が漂ただよっている。その空気はあまりに澄すみすぎてどこか心もとない。

　しかし朱雀院の宮はこの空気に慣れているのか表情ひとつ変えることなく松明を手に歩を進め、透子は遅おくれまいとついてゆきながら尋たずねた。

「あの、宮様はここの門もん跡ぜきを継がれるご予定だったのですか？」

　そのとき、一瞬乱れた歩調に透子は答えを悟さとった。

「……わかりましたか」

（やっぱり……）

　この寺は宮門跡、歴代の住持はみな親王だ。そして朱雀院の宮は出家するはずだった身の上、複雑な思いを抱いだいているとすればその絡みだろうと気づいてしまった。

「私のわがままでこちらにもずいぶんとご迷めい惑わくをおかけしました」

「けれども、それで寺に居づらかった、というわけではございませんわね？」

　なぜ夜のうちにただひとりで山に入ろうとしたのか。そこには自分に語られていない秘密があるはずだ。朱雀院の宮は歩を進めたまましばらく無言だったが、やがてぽつりとこぼした。

「姫ひめは聡さとい方ですね」

「宮様に煙けむに巻かれるのは二度めですもの」

　昨日の剣たちのよっつめの可能性といい、自分から言い出さなければ朱雀院の宮の話術の裏に隠かくされてしまっていたことだ。

「わたくしを巻き込むまいとお気き遣づかいくださるのは恐きよう縮しゆくですけれども、わたくしはただ守られているのが性しよう分ぶんに合わぬようで。お話しいただけますか？」

「近この衛えの中ちゆう将じよう殿が譲じよう位いを先延ばしにするために七星剣を持ち出し、恋こい仲なかとなったご使者に剣をお預けになっていた、ということは道中にお話ししたとおりです」

「ええ」

　近衛中将は左大臣家の跡あと取とり、おそらくこの一件は表おもて沙ざ汰たにはならないだろうし、表沙汰にしてはいけないことだ。左大臣家に反はん抗こうされては政まつりごとが立ち行かなくなる。業ごう腹はらだがこの一件は左大臣家への貸しにして、無事剣を取りもどし、何なに事ごともなかったかのように現状の政治体制を維い持じする必要がある。

「事を内々に収めるためにも、はやく取りもどす必要があるというのはわかりますわ。しかしそれは一刻を争うことではございませんわね」

「七星剣が国の鎮ちん護ごの剣ということもお話ししましたね。剣にかぎらず、寺、神社、山、宝物、あらゆるものを用いて国の鎮護をなしています。この寺もしかり、そこの住持を務める皇族もそのうちのひとつです。私は皇族として国を守護するために祈いのりを捧ささげるべき存在でした。しかし私はその務めを拒んだ」

　剣を手放せなくて出家できなかった、と言っていたことを思い出す。

「けれども宮様の代わりに別の方がおなりになったのでしょう？」

　一の宮が継ぐほどの名のある門跡、代わりにその地位に就つくことを望む皇族も多かったはずだ。

「そうですね……ですがこうして〈結界〉に綻ほころびが生じているということは、やはり私がならねばいけなかったのでしょう」

「はい？　それはどういう──あっ」

　透子は視界に動く影かげを見つけて声をあげて指さした。

　朱雀院の宮が松明を掲かかげると、その影は人だとわかった。衣い装しようや歩き方からして女、抱かかえている布包みは大きさからしてきっと七星剣だ。

「お待ちくださいご使者の方……！」

　透子は声をあげるがその足が止まることはなかった。そして松明も手にしていない闇やみ夜よだというのに女が進める足はなんら迷いがない。

　なにかにとり憑つかれたかのように一心に高みを目指すその姿。ぞくりと寒いものを感じたが、透子はぐっと腹に力をこめると一気に駆かけ出した。

「姫！」

　朱雀院の宮の制止の声をふり切って透子は駆ける。月明かりも木この葉はに隠れてほとんど視界のきかない中、女の背を頼たよりに走り抜け、その腕うでを摑つかんだ。

「お待ちください！」

　すると摑まれてやっと気がついたかのように女はぼんやりと透子を見上げた。

「綾小路……？」

　どうして自分の名を知っているのかと思ったが、知っているなら話が早い。

「このような夜中にどこに行かれるおつもりかは存じませんが、この剣はお返し願います」

　透子が布包みに手をかけようとすると、「駄だ目めよ！」と女は身体からだをひねって剣を抱だきしめた。

「これはわたしがお預かりしたものよ！」

「中将からですか？　近衛中将殿ならばすでに捕とらわれておいでです」

　その言に女の肩がびくりと強こわ張ばった。

「中将からあなたが剣を持っていることを告げられました。もう隠す必要などありません」

　だから帰りましょう、と透子が肩に手を置くと、ふるえる身体から声が紡つむがれた。

「……わかっていたわ。遊びだってことくらい……」

「え？」

「遊びでもよかったのよ、こんな暮らしから抜ぬけ出せるなら──わたしに宮仕えなど務まらないと伊勢に追いやられて、毎日毎日閉とざされた山の中でおなじ日々のくり返し。自分が生きているのか死んでいるのかもわからなかった。────精しよう進じん精進精進精進！　ああ、あんな暮らしはもうたくさん……！」

「──！」

　たまらず女は声を上げ、その嘆なげきは透子の古い記き憶おくを呼び起こした。

　透子のいた領国くにも伊勢とおなじ山国だ。どっしりとかまえた山での暮らしは都とは時の流れがちがう。まるで異世界に踏ふみ入れたように感じられたものだ。もしあのとき姫として屋や敷しきに閉じ込められていたなら、自分もきっとその日々に耐たえられなかった。

「どうしてあんなところに行かなければいけなかったの!?　わたしは都を離れたくなかったのに……!!」

　女の叫さけびが透子の胸に突つき刺ささる。その嘆きは幼い日の自分のもので、透子は思わず女の肩を抱きしめた。幼い日の自身の心を鎮しずめるかのように。

「わたしはなんのために生きているの!?　祈りの果てに朽くち果てて土に戻もどるだけがわたしの一生なの!?」

　胸の中から聞こえるそれはかの姫宮の声なき叫び。父宮の命だと、しかたないのだと口にしながら言えなかった姫の本心。

　その魂たましいの声を聴ききながらもあの日の自分は姫宮になにもしてあげることができなかった──姫宮もまたこのように心の内を吐はき出してくれたなら抱きしめることもできたのに。

　その後も女の口からこぼれる嗚お咽えつ交じりの恨うらみ言は幼い日に封ふうじた自分たちの嘆きとかさなり、幼い日の自身の心を鎮めるかのように透子は女を抱きしめつづけていた。

　しかし。




「わたしなんていらないの！　もう放ほうっておいて……!!」




「────！」

　その一言にはじかれたように透子の手が閃ひらめいた。

　ぱしっ──と乾かわいた音が闇に響ひびく。

　次いで訪おとずれた時が止まったかのような静けさのなか、呆ぼう然ぜんとする女に、透子は叩たたいた手のひらをもう一方の手で押さえながら声を上げた。

「馬ば鹿かなことを言わないで！　どれだけ辛つらくてもあの方はそれだけはおっしゃらなかったわ！　嘆くくらいなら足あ搔がけばいいじゃない！　あなたは自分からなにかしたの!?」

　自分だって人のことを言えた義理ではない。領国に下って悔くやしさに泣いていたあの日、龍と虎が屋敷から連れ出してくれなかったらいまの自分はどうなっていただろう。この女のようになっていなかったと言えるだろうか。

　いま目の前にいるのはかつての自分だ。だから透子は叫んだ。

「足搔いて足搔いて足搔いて、現実を受け入れるのはそれからよ！　恨みごとを抱いてすごすだけではなにも変わらない……！」

　望む暮らしを奪うばわれることがどれほど悔しいか、膝ひざを抱えて泣くことしかできない無力な自分を嘆くことは二度としたくない。そして二度としないためには戦うしかない。

　いま足搔いても足搔いてもそれでもなお透子が満たされないのは、きっとあの日を後こう悔かいしているからだ。

　自分は龍と虎に救われた。ほかの生き方があると教えられた。そして思った。本当にあのときの自分はなにもできなかったのか？　交かわした約束はたった一言。無力なりにそれでもほかになにか姫宮にしてあげられなかったのだろうか？　──と。

　たったひとつの約束を守りつづけているのは姫宮への贖しよく罪ざいだ。約束どおり自分が戦っていれば姫宮もまたどこかで戦いつづけていてくれるのではないかと、すがることのできるたったひとつの望みだからだ。

　姫宮には自分なんていらないなどと、絶対に思っていてほしくない。

「女の身でどうしろというのよ!!」

「女にだって手も足も頭だってあるでしょう!?」

　体力的にも社会的にも男より非力で、道具にされやすい存在であることはわかっている。

　それでも。




「嘆くだけが女じゃないわ……!!」




　嘆くだけで終わりにしてほしくない──それはこの夜空の下のどこかにいるはずの相手への願いだ。

「……お願いだから、あきらめないで」

　透子は目線を女と合わせて、伝えられなかった言葉を紡ぐ。

　あの日そう伝えられなかったのは、自分が弱かったからだ。女でも、子どもでも、言葉にして想おもいを伝えることはできたはずなのに。

　いまの自分がそう知ることができたのは、教えてくれた人がいるからだ。自分は生きる力を分けてもらった。次はその力を渡わたす番だ。

　もらった想いと力をだれかに伝える。そうして伝えられた想いはめぐりめぐってきっといつか大切な人に届く──そう信じたい。

　どこにいるかも知れない相手に届くことを祈いのりながら、透子は手を伸のばした。

「望みをあきらめなければ、きっと自分の場所が見つかるわ」

　それは元いた場所とはちがうかもしれない。望んでいた先でもないかもしれない。しかし心から受け入れられる場所がきっと見つかる──見つけてほしい。

　女は目を見開いてその言葉を聞いていたが、やがて手を伸ばした。すがるように伸ばされた指を取ろうとした透子だったが、女は不意に雷かみなりに打たれたかのように硬こう直ちよくした。

「使者殿どの？」

　透子が覗のぞきこむと、女ははっと我に返って拳こぶしを握にぎりしめ、透子をきっと睨にらみあげた。

「それはあなただから言えるのよ！」

「え？」

「恵めぐまれた出自、恵まれた才覚、恵まれた容姿！　すべて持って生まれたあなただから!!　そんなあなたになにがわかるというの……!?」

　そのとき、女の包みから靄もやのようななにかが膨ふくれ上がった。

（───!!）

　その靄は透子のみぞおちに食い込み、殴なぐられた鈍にぶい痛みとともに視界が闇に覆おおわれてゆく。

「姫ッ！」

　その声を意識の最後に、透子はその場にくずれ落ちた。
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　──姫様はこの景色がよくお似合いですね。

　闇の静けさのなか、汚けがれなき雪が紅梅の上にはらはらと降り積もりゆくその情景。

　透子がそう告げると、姫宮は細い息をついた。

「そうですね……私わたくしは朝あさ陽ひとともに消えゆくだけのもの」

　その言葉に透子は首を横に振ふった。

　──いいえ、ちがいます。姫様ははかなくともたしかに香かおりを残してゆかれる方です。

　すると姫宮は驚おどろきに一いつ瞬しゆんまばたきを忘れ、そして「そう……あれたらいいですね」と庭を眺ながめやった。

　雪雲に覆われた天そらの下、やわらかく降りつもるわた雪が篝かがり火びに照らされて放つ光。その淡あわい光に包まれた姫宮の横顔に透子は思った。

　ああ、現うつし世よに降り立った月の民たみ、なよ竹の姫のようだ──と。







（ひ、かり……？）

　身体からだのなかに月のような光が満ちていく感覚に、透子の意識が浮うかび上がった。

　うっすらと目を開けると、すこし欠けた月が昇のぼっている。そしてその傍かたわらで、自分の身体を支えている相手が心配そうに覗きこんでいた。

「気がつかれましたか」

「朱雀院の宮様……？」

　ここはどこなのかとぼんやりと頭がめぐりはじめて、真っ先に伝わってきた香りにはっと透子は我に返った。

（あ、わ、わ……これって！）

　焚たき染しめられたその香りはよく知るものだ。しかし涼すずやかな香りはいつになく熱を帯びてふくよかさを増している。

　香こう合わせだけでは知らない、生きている香り──

[image: ]

「────!!」

　驚きのあまり飛び起きた透子に、「姫……？」と朱雀院の宮が気づかわしげな視線を向ける。

（なにどきどきしてるのわたし……！）

　しかし取とり繕つくろいかたがわからず、透子は動どう揺ようをごまかすべく口を開いた。

「あっ、あの、ご使者は？」

「先を行かれました」

「え……あ、申しわけございませぬ」

　朱雀院の宮ひとりなら女を捕つかまえていたはず、しかしそうできなかったのは倒たおれた自分を介かい抱ほうしていたからだ。

　早く追わなければ……と腰こしを浮かしかけた透子を朱雀院の宮が手を伸ばして制止した。

「しばし。立ち上がるのはお待ちください」

「もう大だい丈じよう夫ぶですわ。ただの目眩めまいですから」

「いいえ、目眩ではありません。姫は妖よう気きを当てられたのです」

「妖気……？」

「姫もあの黒い靄をご覧になったでしょう。あれは七星剣にとり憑つく妖あやかしが放つ瘴しよう気きです。おそらくご使者の心に巣喰くっていたのでしょう」

　夜の山道を松明たいまつも持たずに歩を進めていた女。まるで憑かれたかのようだと思っていたが、本当にとり憑かれていたということか。

　透子は得え体たいのしれない靄を思い出し、ぶる、と身をふるわせた。

「あのように妖しが害をなすことがあるのですね……」

　妖しや霊れいの類たぐいは噂うわさに聞いたことがあるし、宮中でも頻ひん繁ぱんに祓はらいが行われている。しかし透子はいままで妖しを見たことはなく、迷めい信しんの類だろうと思っていた。

「まあ、あなたの周りには出てこないでしょうね」

「それはどういうことですか？」

「妖し──鬼おにとも怨おん霊りようとも魑ち魅み魍もう魎りようとも呼ばれることがありますが、それらは陰いんの気に惹ひかれます。弱き心に巣喰くい、悩なやみ多き者に憑きやすい傾けい向こうがありますから、あなたとは縁えん遠どおいことかと」

（……それって褒ほめてる？）

　心が強いと言えば聞こえがいいが、悩みがないと言われている気もする。

「ああ、やはり回復も早くていらっしゃる」

　透子は朱雀院の宮の視線の先──自身のみぞおちを見やると、こまやかな淡い光に包まれていた。

「え!?」

　朱雀院の宮の右手に宿る銀砂のような光が、透子の身体へさらさらとこぼれ落ちてゆく。

「これはいったい……」

「瘴気の残ざん滓しを浄じよう化かいたしました。これが私に──いえ、私の血に宿る力です」

「血に宿る、力？」

「ええ。皇統にはすくなからずこの力を持つ者が生まれます。皇祖が神であったと言われるのはこの力が由来しているのやもしれません。

　──先ほど申し上げましたね。かの門もん跡ぜきは私が継つぐべきであったと。皇族が寺社門跡を継ぐのは、この妖しを祓う力を備えているからです。帝みかどはこの国の瘴気を封ふうじ、皇族を法親王や斎さい宮ぐう、斎院として国内各地の霊れい地ちを守護することで結界を維い持じし、国を鎮ちん護ごして秩ちつ序じよをたもちます」

　朱雀院の宮が扇おうぎをひるがえすかのように手首を返すと、右手から漂ただよっていたその光は手の中に吸い込まれて無くなった。

「藤原一門がどれほど権勢を誇ほこり政まつりごとをほしいままにしようとも、みずから帝てい位いに就つくことができないのはこのためです。彼らの血にはこの力がありませんから。──そこで彼らは自身の娘むすめを入じゆ内だいさせ、また一族に内親王を迎むかえることで血の融ゆう合ごうをはかってきました。そのため藤原氏でも力を宿す者がときおり生まれるようになりましたが、いまだ皇族を超こえる者は現れておりませんね。

　私は色いろ濃こくこの力を継いだこともあり、僧そう都ずとなってこの寺が守る結界を維持するように求められました。拒こばんだ私の代わりの皇族が立てられましたが、七星剣に憑いた妖しがこの地を望んだということは結界が弱まっているということなのでしょう。女をあやつりみずからを運ばせ、弱き箇所ところを突ついて一気に結界を破るつもりです」

「もし結界が破られれば……？」

「封じられた妖しがこの地より湧わき出ることになりますね。妖しは死や嘆なげき、世の乱れを糧かてとして力を増します。妖しは病を撒まき、人の弱き心にとり憑いて惑まどわし、戦いくさを引き起こしかねません」

「戦……」

「鎮護の要かなめたる帝の譲じよう位いの際は表向きの政のみならず裏の結界も揺ゆらぎます。私は皇統に連なる者として、門跡を守る任をお受けするべきだった──こたびの一件、間接的にとはいえ務めを拒んだ私に非があります」

　朱雀院の宮は苦々しく告げ、拳こぶしを強く握にぎりしめた。

　国を鎮護する七星剣が盗ぬすまれたときから朱雀院の宮は国の鎮護の結界について懸け念ねんし、自身が拒んだ務めに思い悩んでいたのだろう。

（……だから夜だというのにご使者を追われたのね）

　──己おのれに課せられるべきだった責務をまっとうするために。

　透子は手を伸のばすと、固く握られた朱雀院の宮の拳を両の手でつつみこんだ。

「姫ひめ……？」

「宮様おひとりが責めを負われることはありません。──だって宮様にはほかに守りたいものがおありだったのでしょう？」

　朱雀院の宮が驚おどろきに目を見開いた。なぜ、と唇くちびるが問うが、言葉にして語られずとも透子は知っている。

「宮様はそうとう鍛きたえていらっしゃいますものね。それだけの身体を作るのがどれほど大変か、わたしにはわかります。武家育ちですから」

　武士もののふの身体からだは鍛えて作るもの、漫まん然ぜんと貴族暮らしをしていては作り上げることも維持することもできない。

　いまこの手のひらの中にある手だってそうだ。剣を握る強い指も固い手のひらもしなやかな手首も、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに作れるものではない。朱雀院の宮は剣が手放せなかったと言っていたが、ただの趣しゆ味みや道楽ではないのはあきらかだ。

　剣を手にしなければ守れないなにかがあって、朱雀院の宮はそれを守るために本気で打ち込んできた。それがなんなのかはわからないが、自身の出自に真しん摯しに向き合う彼のことだ。おおよそ国家がらみのことだろう。

「人はなにもかも背負えるわけではありません。だから宮様もおひとりで負われることはないんです」

　俗ぞく世せを捨てて入道するよりも現うつし世よに留とどまり剣を手にすることを選んだ彼は、いまは兵ひよう部ぶ卿きようとしての責務を果たし、今上の一の宮として皇族の要かなめとなっている。違たがえた道の先で過去をふり返って悔くやむこともあるだろう。しかし違えた道の先にある責務までひとりで負うことはないのだ。

「もし守りたいと願うものがおなじなら、わたしもお手伝いしますから」

「………」

　それからどれほどのあいだ無言で見つめあっていたか、はっと我に返った透子はあわてて手を離はなした。

「もっ、申しわけありません……！」

　宮様に触ふれるなど一いち女によう房ぼうとしてあるまじき振ふるまいだ。袖そでや裾すそに触れることも畏おそれ多いというのに、直じかに触れるなど。

「いえ、おかげで気持ちが落ち着きました。……そうですね、私は闇やみに棲すまう妖しよりも現世に棲まう鬼を斬きる道を選びました。それを捨てた道に惑うなど」

　まだまだ未熟ですね、と息をこぼした朱雀院の宮はいつになく自然体で、透子は思わず目を奪うばわれた。

　ずっと見ていたい──この人のいろんな顔を見てみたい。自分のなかにそのような思いが宿るなど、考えもしなかった。

「姫？　どうなされました？」

「いえ……宮様ってお綺き麗れいですよね」

「……はい？」

　容姿の造作もそうだが、それよりも立ち居や居姿にまるで俗世から切り離されたような感がある。地上に降りてなお穢けがれなき雪に目を奪われるのと似ているかもしれない。

「よく言われません？」

「よくかどうかはわかりませんが、父に言われたことはありますね。美しかった母に似ていると。しかし容姿についてよく言われるのは姫のほうでしょう。宮中に名高き今小町ですから」

「……わたし、その呼び名は嫌いやがらせだと思ってました」

「嫌がらせ？」

「ええ。公きん達だちに興味を示さない自分を持ちあげてけしかけて、素っ気なく躱かわす様子を見て面おも白しろがっているのだろうと」

　無む駄だ美人と陰かげ口ぐちを叩たたかれるが、透子自身も無駄なものだと思っていた。その名に釣つられてやってくる公達がうっとうしいばかりで得したことがない。

　けれども自分の容姿もまた、誰だれかにこのような感情を抱いだかせたことがあったのだろうか？

　ずっと見ていたいと、この人をもっと知りたいと、焦こがれる想おもいを抱かせたこともあったのだろうか──

「宮様は小町という名を自覚しろとおっしゃいましたね。ですがわたしはよくわかっていませんでした」




『恵めぐまれた出自、恵まれた才覚、恵まれた容姿！　すべて持って生まれたあなただから!!　そんなあなたになにがわかるというの……!?』




　透子自身は出自や才覚や容姿に恵まれていたからいまの自分があるとは思っていないし、あのとき女にかけた言葉は自分の弱さや負い目から摑つかんだものだ。

　けれども朱雀院の宮が自身の容姿に無自覚であったのとおなじように、いまの自分が誰かにとってそういう対象だったなら持たざる者からすれば羨せん望ぼうの対象だ。自分の信念も、持たざる者にとっては持つ者の驕おごりに見えてしまったのかもしれない。

　透子は自分が嫉しつ妬との情を向けられる対象だということに気づいていなかった。そして自分が気にしないということと、人に気にされてしまうということは別なのだということも。

　もし自分が不美人と呼ばれる容姿であれば彼女に言葉が届いたのだろうか？　出自も才覚も劣おとった相手からならば聞き入れてもらえたのだろうか？　──そもそもそのような優ゆう劣れつなど考えたこともなかった。

　人を羨うらやむあまりその者を傷つけたり、己を卑ひ下げしたりする姿はみっともないと思うし、そうなりたくないと思う。だがそのようなことをいままで考える必要すらなかった、ということ自体が恵まれているというならそのとおりなのだろう。

「あなたの存在が、女たちの間で波風を立てていることは否定しません」

　透子は唇を引き結んだ。──だから朱雀院の宮は後宮を乱す自分に風当たりが強かったのだと、はじめて気がついた。自分自身が嫌きらわれるようなことをしていなくとも嫌われることはあるのだと。

「──わたしは宮様が望む世にとって邪じや魔まですか」

　朱雀院の宮が後宮に求めているのは平へい穏おんだ。しかしいるだけで嫉妬や羨望の情で波風が立つというなら、自分の存在自体が邪魔でしかない。

　答えはわかっている。なのにその答えを聞くのが怖こわかった。

　答えを聞いたところで自分の望みは変わらない。後宮で紗子と七の宮を守り抜ぬいてみせる、誰に嫌われようとそれが自分にとっての正義だ。ただ、いままでのように朱雀院の宮に接することはできなくなるだろう、そう思った。──なぜだか、心が痛かった。

　嫌われることなど慣れているはずだ。宮中は敵ばかりの権けん謀ぼう術数渦うず巻まく場所、いまさら自分を嫌う相手がひとり増えたところでなにも変わらない。そう、変わらないはずなのに、なぜひとつの答えを待つのにこんなに心がふるえるのだろう？

　透子は痛みをこらえてぎゅっと拳をにぎりしめ、目を閉じて答えを待つ。そんな透子に朱雀院の宮が口を開いた。

「人の世に生きる以上、人を慮おもんぱかることは必要です。……が、人の情に流される必要はないと思います」

「……え？」

「私が言ったところであなたはご自身の信念を曲げることもあきらめることもないでしょう。それはあなたの強さです。その強さに憧あこがれる者もいれば嫉妬する者もいる。嫌われることもあるでしょう。しかしあなたがそれらの感情に引きずり下ろされる必要はない。あなたが他人に歪ゆがめられることもない──あなたはあなたのままで良いのではないでしょうか」

「……え？」

（それって）

　──認められたと、受け取ってもいいのだろうか。いままでの自分を。

「ただ、自身が波風を立てていることを自覚して、多少は慎しん重ちようでいてくださるとありがたいですが」

　ぴり、と小さいながらも辛からめの釘くぎを刺さされ、「申しわけございません……」と透子が頭を下げると、朱雀院の宮がうながした。

「ご使者を追いましょう」

　朱雀院の宮の声こわ音ねは、いつになく優やさしげに聞こえた。
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　女を見つけたのは、小さな社の前だった。

　白木の鳥居と灯とう籠ろうをそなえているだけの簡素なもので、参拝者はいるのだろうか──と思いかけたところで、透子はここが皇こう裔えいだけの禁域であることを思い出した。

　なにかがあることを知らせるだけの社、そこにはいったいなにが封ふうじられているのか。

　灯籠から漏もれるわずかな灯ともし火び、そして開けた天から射さす月明かり。それだけの光源でも、女が抱かかえる布包みから黒い靄もやが湧わきおこり、社を包みこもうとしているのが見てとれる。

　朱雀院の宮は鳥居の前で透子の行く手を制すると、懐ふところからにぎりこぶし半分程度の小こ瓶びんを出して透子に向けた。

「神水です。守りになりますのでお持ちください。けして立ち入らぬように」

　鋭するどく小声で命じ、朱雀院の宮は佩はいていた剣たちをするりと抜いた。

　刃は文もんはすらりと細い直すぐ刃はで銀色があざやかだ。刀身は反りが優美ながらやや細身で戦場には不向き、人ではなく妖あやかしを斬る剣だと察した。

　朱雀院の宮は懐から紙を取り出し、刀身に触れさせながら呪じゆを唱える。そして大きく手をひるがえすと、それらの紙が意思を持つかのように飛び広がり、鳥居から社までの空間を取り囲むように宙にとどまった。

　そこで異変に気づいたのだろう、社を取り囲んでいた靄の動きが止まった。

「ナニ、ヲ……」

　ふり返った女から紡つむがれたのは女のものとはほど遠い、地の底から響ひびくような声だった。

　女の顔は生気を失なくし、抱いた剣から伸のびた靄が女の身体からだをあやつっている。

「剣に乗り移って結界内に入りこむとはな。だがここで封じさせてもらう」

「ヒトフゼイガ……」

　女が低く嘲ちよう笑しようしたかと思うと、靄は分ぶん離りして幾いく十じゆうの鳥に姿を変えて朱雀院の宮に襲おそいかかった。

　しかし符を飛ばして刃やいばを一いつ閃せん、光を得た符は矢となって闇やみの鳥の胸を射い抜ぬく。そして鳥たちは一様に銀光に包まれるとふわりと浮うき上がり、夜空へと還かえっていった。

「────ヒコノミコトカ!?」

　靄は驚きよう愕がくとともになにか古き名を叫さけんだ。しかし透子には聞き取れず、朱雀院の宮は表情ひとつ揺ゆらさずに答えた。

「その末まつ裔えいだ」

　それは因いん縁ねんある相手だったのか、靄は獣けもののように「ウォォオオオ──ッ」と咆ほう哮こうを上げた。そして咆哮とともに膨ふくれあがった靄は分離してさまざまなものを生み出してゆく。クマ、オオカミ、シカ──それらはおそらく靄が吸いこんだ生気の原型だ。

　獣たちが朱雀院の宮を敵とさだめて一いつ斉せいに襲いかかる。だが朱雀院の宮はよどみない動きで躱すとそれらを次々に斬きり捨てた。

（実戦慣れしてる……？）

　一の宮である彼が本当の戦いくさに出たことはないはずだが、いっぱしの武人よりも剣を扱あつかいなれている。剣に振り回されていない。肉を持たない妖し相手に細身の刀を振ふるう姿は、隙すきのなさとあいまってさながら剣けん舞ぶのようだ。

　次々に生み出される敵を斬り捨てながら、敵の攻こう撃げきを躱しつつ朱雀院の宮は一歩ずつ距きよ離りを詰つめる。もう一歩踏ふみ込めば靄の本体に届く──と思ったそのとき、透子は視界の端はしにいる靄に気がついた。

　その靄は人ひと型がたで、本体からも朱雀院の宮からも距離を置く位置にいた。そしてその靄が手にしていたのは──

「宮様！　射手が！」

　透子はとっさに叫ぶ。しかし射手はひとりではない。挟はさみ込むように数か所から引ひき絞しぼられる弓はすべて朱雀院の宮を狙ねらっていた。

　朱雀院の宮は符を二指で挟み、顔の前に構えて呪を唱える。すると一斉に飛んできた矢が彼の周囲でまるで玻は璃りのように砕くだけ落ちた。

　しかしその間かん隙げきをついてうなり声をあげてオオカミが飛びかかり、その後ろからは第二射が放たれる。剣を薙なぎはらってその矢の何本かは落としたが、一本が肩かたに刺さり、朱雀院の宮はくっ、と顔をゆがめた。

　突つき刺さった弓はすぐさま光へと還されたが、刺さった箇か所しよからは黒の靄と銀の光が融ゆう合ごうした紫むらさき色いろを帯びたものが立ち上っている。体内に入りこもうとする妖しと浄じよう化かしようとする朱雀院の宮の力が拮きつ抗こうしているのだ。

　朱雀院の宮の集中が乱れたことで結界の威い力りよくが落ちたのだろう。靄がむくむくと膨ぼう張ちようして身の丈たけを超こえる大きさになったかと思うと、たしかな輪りん郭かくを持ちはじめた。

（なんなのあれ……!?）

　巨きよ大だいな楕だ円えん形の本体に、蜘蛛くものような脚あしが数本ずつ左右に蠢うごめいている。

　山育ちでたいていの生いき物ものに耐たい性せいがある透子だが、短い毛を生やしてうようよと動く脚に怖おぞ気けが背筋を駆けぬけた。

（いやああああ……!!）

　のし掛かかるようにしかけてきた大蜘蛛の攻撃を朱雀院の宮は転がって躱かわす。

「ソノミヲヨコセ──！」

　幾いく度どかの攻撃ののち大蜘蛛は脚を上げて身を起こし、狙いを定めた。その体の大きさが尋じん常じようではないため、朱雀院の宮は左右どちらに逃にげるにも距離がありすぎる。長ちよう剣けんが貫かん通つうするのも難しい大きさに膨れ上がった大蜘蛛相手に万ばん事じ休すだ。

「宮様……！」

　透子は加勢に入るべく、懐かい剣けんを抜こうと手にしていた小瓶を大蜘蛛に投げつける。すると小瓶が割れて中の水が撒まき散らされ、符よりはるかにまぶしい光が札を伝って稲いな妻ずまのように駆かけ抜けた。

「グァガガガガ────」

　雷らい撃げきに打たれた大蜘蛛が声をあげて痙けい攣れんする。

（えっ!?　神水の力!?）

　その真しん偽ぎは知れないが好機だ。透子は目を走らせると、激しい光に捕つかまった大蜘蛛の足元に布包みを見つけた。

（得え物もの……！）

　透子は雷撃と大蜘蛛の脚の隙すき間まをすり抜ぬけ、黒い靄の絡からまった布包みを奪うばい取る。そして紐ひもをとくと包みを投げ捨てた。

　手に収まった七星剣は古びたもので、透子の知るような反りはない直刀だ。しかし握にぎりはしっかりしている。

（使える！）

　柄つかを絞るように握りしめると、すっと体の中に一筋の光が駆け抜けた気がした。

　それは真しん剣けんを構えたときにいつも感じている清せい浄じような空気。しかしそれだけではなく、透子の身体の奥のどこからともなく声が響いた。




　────解キ放テ。




（え……？）

　聞き覚えのない、しかしたしかに心のどこかで知っている声。

　その声に従わなければと思う。しかし、

（どうすればいいの!?）

　その動どう揺ようを感じ取ったのか、すい、と七星剣が透子の手ごと持ち上げて浮き上がり、透子は剣を天に掲かかげる形となった。

　高く掲げられたその先にあったのは。

（月……？）

　白銀の光が降り注ぐ中、透子が柄と鞘さやに手をかけて左右に開くと七星剣の刀身があらわになった。

　はるか昔に打たれたであろう刀身は鞘に反して曇くもりなく、銘めいの由来になっている北ほく斗と星せいが刀身に刻まれている。

　その七星の象ぞう嵌がんは月光を吸い込むように順々に光を溜ためてゆく。そして七つめの星が光を得た瞬しゆん間かん、鍔つばちかくに刻まれた龍りゆうが生を得て剣を抜け出し、天へと駆けた。

（え……っ!?）

　ふり仰あおいだ上空で、光で形作られた巨大な龍が漂ただよっている。そして龍は大きく息を吸い込んだかと思うと吐と息いきとともに銀光をまき散らし、そのまばゆさにたまらず透子は目を閉じた。

「────!!」

　幾十、幾百もの断だん末まつ魔まの叫びが周囲を満たす。しかし光は容よう赦しやなくそれらを照らしつづけ、叫びはやがてその場から消えた。







　──光の洪こう水ずいが去り、透子が目を開けると龍も大蜘蛛も消えていた。

　朱雀院の宮は社の前に倒たおれている女の元に駆け寄り、首筋に手を当て、次いで呼吸いきを確かく認にんする。

「ご使者は……？」

「意識を失っているだけです」

「宮様のお怪け我がは大だい丈じよう夫ぶですか？」

　すると朱雀院の宮は矢に貫つらぬかれた肩かた口ぐちを見やり、「ええ」とうなずいた。

「ともに浄化していただけたようです。瘴しよう気きは残っておりません」

　その返答に透子はほっと息を漏もらした。

「先ほどの妖あやかしは何だったのですか？」

　蜘蛛のような蟹かにのような多足生物──思い出しただけで身がふるえる。

「我々は土つち蜘ぐ蛛もと呼んでおります」

「え、土蜘蛛って……」

　それは妖しではなく、古い昔に朝ちよう廷ていに従わなかった部族の呼び名だ。無論、蜘蛛と呼ばれていても相手は人であったはずだ。

「征せい伐ばつされた者たちの怒いかり、殺された獣けものたちの念、生者の恨うらみ──妖しの元は現うつし世よに対する怨おん讐しゆうですから。名はモノに容かたちを与あたえるもの、我らが敵勢力を〈土蜘蛛〉と呼びつづけた結果、妖しが蜘蛛のような形をするようになったのでしょう」

　死してなおこの世に恨みを残した一生。かつて土蜘蛛と呼ばれる人たちとの間にあった激しい戦いが偲しのばれた。

「今の世はまつろわぬ存在の屍しかばねの上に成り立つものです。人が生きつづけるかぎり怨おん念ねんはなくなることはありません。それらと戦い、今の世を平へい穏おんに保つのが我らの役目です」

　土蜘蛛がいた昔のような乱れた世にするわけにはいかない──朱雀院の宮の言葉にはたしかな覚かく悟ごが感じられた。

「七星剣を」と促うながされて透子が手て渡わたすと、朱雀院の宮は刀身を検分したのち鞘に納め、紐を結ゆわえて札ふだを貼はった。封ふう印いんの札だろう。

（まだ剣の浄じよう化かが終わっていないとおっしゃっていたものね）

「私はご使者を背負ってゆきますので、姫ひめは剣をお持ちいただけますか。封印を施ほどこしましたので問題ないと思います」

「はい」

　受け取ると七星剣は手にしっくりとなじんだ。いままでいくつもの剣に触ふれたことがあるが、この剣とは相あい性しようがいいのかもしれない。とはいえこの剣は国の宝物、残念ながらもう抜く機会はないだろう。もうしばらくおとなしくしていてね、と鞘を撫なでた透子は先ほどの状じよう況きようを思い出した。

「先ほど龍のようなものが出てきましたけれど、あれはいったい？」

「この七星剣に宿る神しん獣じゆうです。龍まで妖しに吞のみこまれていなくて助かりました」

「え、あれが敵に回ることがあるのですか？」

「私の聞き知るかぎりではありませんが、古い文ぶん献けんにはそれらしき記述があります」

　咆ほう哮こうひとつで土蜘蛛を浄化した龍の力、それが敵になったならなにが起きるのか──と透子が身をふるわせていると、

「大丈夫ですよ。七星剣は各地に散っておりますから。それらが同時に吞みこまれないかぎり戦うすべはあります」

　と朱雀院の宮は説明してくれたもののなにやらそのまま考えこんでしまい、透子はべつの不安をおぼえた。

「宮様、どうかなされましたか？」

「……ああ、失敬。なぜ七星剣が抜けたのかと思いまして」

「え？　ほかの真剣とおなじように普ふ通つうに抜けましたけれど……錆さびついていたのですか？」

「いえ、この七星剣は皇族にしか抜けないものですから」

　言われてみれば、盗ぬすんだところで抜けないから宝ほう飾しよく品ひんとしての価値は低い──という話を昨日聞いた気がする。

「一応わたしも皇裔ですし」

　帝みかどの一の宮である朱雀院の宮とはくらぶべくもないが、透子の両親も皇族だ。

　朱雀院の宮はそれでもなお思案していたが、まずは事態の収しゆう拾しゆうが先だと「では帰りましょうか」とうながした。







「透子！」

　下山すると、真っ先に声を上げたのは一虎だった。領国でもその目の良さから斥せつ候こう役を務めていることが多い。

　そしてその傍かたわらで苛いら立だたしげに待ちかまえていたのは龍尚だ。交こう倚いが用意されているにもかかわらず腰こしを下ろすことなく、腕うでを組んで仁に王おう立ちだった。──これはそうとう機き嫌げんが悪そうだ。

「透子、無事か」

「ええ、探し物はこのとおり」

「失うせものなんてどうでもいい。おまえのことだ」

「わたしも無事よ。朱雀院の宮様が守ってくださったから」

　ちゃんと朱雀院の宮は龍尚との約束を守っていると主張してみたのだが、龍尚の機嫌はよくなるどころか悪くなる一方だ。

（あ、あら？）

「これで透子への疑ぎ惑わくは晴れたということだな？」

　朱雀院の宮に対するぞんざいな物言いに、「龍尚！」とたしなめたものの龍尚はまったく聞く耳を持たない。

「そうですね。ご助力感謝します」

　対して、使者を寺の者に預けて龍尚に向き直る朱雀院の宮はいたって丁てい寧ねいな口調で、龍尚の無礼を非難することもないが折れる様子も微み塵じんもない。
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　がんと向き合ってまったく引く様子はない二人に、その場の空気が凍こおりつく。

（なんでこんなに性格が合わないわけ!?）

　はじめの出会いが出会いだっただけにしかたがない部分もあるが、そうでなくともこの二人が親しく言葉を交かわす姿は想像できない。

　これ以上の会話は不要とばかりに龍尚は「透子、帰るぞ」とうながしたが、朱雀院の宮が言葉を挟はさんだ。

「いいえ、姫は私がお送りいたしましょう」

「なに？」

「綾小路殿どのは梅壺の女によう房ぼうでいらっしゃる。宿下がりの届けもなしにおもどりがなければ障さわりがございましょう」

　朱雀院の宮は宮中のしきたりで押し通した。つまり裏を返せば、殿てん上じよう人びとでもない者が関かかわるなとケンカを売ったも同然だ。

（前からわたしにとげとげしかったけど今度は龍尚まで!?）

　宮中でのあの人あたりの良さはどこに行ってしまったのか。

「──ほう、宮様とやらの御お名ながどれほどのものか拝見するとしようか。今後は宮中のことは宮中だけで片付けてくれるとありがたいんだがな？」

　龍尚の言の意味を拾うと、人の手を借りておきながらでかい面ツラをするなと言ったところか。

（ああああ……もうどうすればいいの!?）

　売り言葉に買い言葉ではないが、さきほどの妖あやかし相手よりもよほど緊きん迫ぱくした両者の空気に、透子は思わず頭を抱かかえた。
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　無事、夜のうちに透子を梅壺に送り届けた朱雀院の宮は、その足で梨壺に向かった。

　いつも文献に目を通したり手の者からの報告を受けたりと、夜よ更ふけといえども梨壺から灯あかりが消えることはない。それが暗殺を防ぐためであることも朱雀院の宮は知っている。

　すでに夜半過ぎだというのに今日も当然のように起きていた梨壺の主あるじ──東とう宮ぐうは、黙だまって朱雀院の宮から事の顚てん末まつを聞いていたが、ある報告ではじめて言葉を挟んだ。

「──七星剣を抜ぬいた？」

　やはり広い知識をもつ東宮でも初耳だったかと、朱雀院の宮はうなずいた。

「君が触れたとかではなく？」

「私はいっさい触れておりません。彼女が土蜘蛛から奪うばい、抜きました」

「直系でもない、しかも女によ人にんが抜けるなんてめずらしいね」

　そう告げると東宮は思案に入った。

　あのとき透子に話さなかったが、七星剣を抜けるのは帝のほかはごく少数の親王だけだ。しかもただの剣ではなく神器として扱あつかえるとなればさらに限られる。この宮中で神獣を召しよう喚かんしたためしがあるのは東宮と自分のみ。ほかの数少ない素質を持つ者は、それぞれの鎮ちん護ごの地の僧そう正じようや宮ぐう司じとなって祈いのりを捧ささげている。

「……ああ、彼女は尭丞の娘むすめというだけでなく宮腹の姫なのか。土蜘蛛に乗っ取られかけて七星剣の力が弱まっていたのもあるかもしれないけれど、血統的に私たちと近いものをもっているのかもしれないね。彼女は花はな鎮しずめ──国の護まもり手となりうる娘なのやもしれない」

　その一言に朱雀院の宮が目を険しくすると「そういう話は君には不快かな」と東宮は笑えんだ。

「でも君をはじめ〈七星〉がそろうと世が鎮しずまるっていうからね。次代を負う身としては期待しているよ」

　東宮が天極を守る七星を望むのは当然のこと、彼女のことは望ましい刻きざしであるはずなのに不安が先に立つ。

　そのような気持ちを見越したのか、東宮は話を変えた。

「今晩はふたりきりでいる時間ができたわけだけど、言ったの？」

　なにをとは東宮は告げなかった──告げるまでもないことだ。

「──言えるわけないでしょう」

「それはまたどうして」

　直球に素すで問うてくる東宮に朱雀院の宮は押し黙り、東宮は微び笑しようを浮うかべた。

「君、かわいかったものねえ。いや、かわいいではなく美しいかな？　いまも十分綺き麗れいだけど」

「……思い出したくありません」

「いやだな。人の淡あわい想おもい出を消さないでもらえるかな。私の初はつ恋こいなんだから」

「──東宮」

　睨ねめつけると東宮は「冗じよう談だんだよ」と笑顔で流した。

「知らされるのがもうすこし遅おそかったら本気になっていたかもしれないけどね。

　けれども〈稚ち児ご〉として神を歓よろこばせるのも我々の大事な務めだ。私もしたことがあるけれど、べつに隠かくすことでもないだろう？」

　──隠すつもりはなかった。だが言いそびれているうちに、言いにくい状じよう況きように陥おちいっていったのは事実だ。

『わたしは姫ひめ君ぎみとの約束に恥はじるような生き方はしたくない』

　そう告げる彼女は、あの日の夜と変わらない、意志の強いまっすぐな目をしていた。

　十年前のほんのわずかの間の出来事、とうに忘れ去っているものだと思っていた。まさかその記き憶おくが今の彼女の芯しんを形作っているなどと思いもしなかった。

　──十年前、自分は己おのれの生をあきらめるしかないと思っていた。兄宮の逝せい去きよにともない新たな東宮となった父のため、この国の政まつりごとを乱さぬため、自分は俗ぞく世せにあってはいけない存在なのだと。俗世とは縁えんを切り、ただこの血に宿る力を活いかすためだけに生きねばならない存在、その定められた道を受け入れようと思っていた。

　そうして俗世と祈りの狭はざ間まである神社に預けられていたころ、自分の心に灯ひを点ともしてくれたのが彼女だ。

『──いっしょに、戦いましょう』

　女だからと、子どもだからと嘆くのはいやだと、そう言っていた。

　たしかに自分もまた無力な子どもだった。〈稚児〉として、男でも女でもない神の領域の存在として着き飾かざられ、祀まつり上げられていただけの自分。けれども出自にしろ性別にしろ自分はあの姫ひめよりも戦う素養を持っているはずだった。自分に欠けていたのは戦う意志、それを武器を持たざる彼女から教えられるとは思いもしなかった。

　それから十年あまり、領国に下ったかの姫はどうなったかとずっと気がかりだった。

　都でも地方でも戦いくさがはじまり、領国にも戦火が広がったと知ったとき、なにもできない自分がただ悔くやしかった。稚児の年ねん齢れいを超こえてからは法皇の住まう朱雀院に預けられ、そこで剣たちを手にしてその悔しさを糧かてに剣けん術じゆつに打ち込みつづけた。入道して俗世から離はなれるように幾いく度ど諭さとされても、心に点ったその灯を消すことはできなかった。

　入道せぬまま父の御み世よに変わり、先の東宮の遺児である彼が無事東宮位に就いて自分を東宮に立てようとする動きはなくなったことで、自分は今上の一の宮として表おもて舞ぶ台たいに立つことが許された。しかし新しん帝ていの御世となり、都が落ち着きを取りもどしてもかの姫が都にもどってくることはなかった。──そのまま領国で嫁とつぐのではないかという噂うわさも耳にした。

　相手は賜し姓せい源氏の末まつ裔えい、源みなもとの龍たつ尚ひさ──いまは館やかたを置いた地名から高たか見み龍尚と名乗るその男は、武家の当主だという。彼女は新たな地で幸せを見つけたのだろうか。しかし相手は武家、貴族とは異なる習しゆう俗ぞくの持ち主だ。また女の社会的立場の弱さゆえに流されているのではないか、そう思うと気がかりでならなかった。

　──彼女と思わぬ形で再会を果たしたのは、父の寵ちよう愛あいする梅壺の更こう衣いが弟皇子の七の宮を産んだころだ。自身もまた女によう御ごとして入じゆ内だいすることもできる出自でありながら、彼女はまさかの更衣の一女房として宮中にあらわれた。

　だが、そのとき自分が感じたのは再会の喜びではなかった。

　権勢をほしいままにする左大臣家、そしてたびかさなる東宮への刺し客かく。皇族をとりまく状況は厳しく、そのころの自分は自身と東宮の身を守ることで必死だった。さらに七の宮の誕生によって現れた、梅壺を女御にして七の宮を東宮に就けようと画策する新たな勢力──そんな皇族と藤原家と梅壺の複雑に入り交じった関係のなかに突とつ如じよあらわれたのが、二条大だい納な言ごんの娘である彼女だ。

　領国にいたはずの彼女が洛みやこにもどり、この宮中に乗り込んできたのはなぜなのか。そのときの自分は純じゆん粋すいに再会を喜ぶよりも先に、宮中の権力関係を考える人間になっていた。

　なぜ大納言の、いずれ大臣にもなろう者の姫が女房としてやってきたのか。二条大納言は皇統ではあるが梅壺の異い父ふ兄けいで、後見でもある。娘である彼女は七の宮の東宮擁よう立りつの手助けをしにきたのか、それとも噂のように帝の寵ちよう姫き梅壺の側そばにあがって次の寵姫の座を狙ねらっているのか。

　そのときの自分の脳のう裏りをよぎったのは、かつて彼女が口にした言葉だ。

『もし中ちゆう宮ぐう様か斎さい宮ぐう様になったらお側でお仕えさせてください！』

　幼い少女の華はなやかな宮中への憧あこがれ。二条大納言の娘でありながら分不相応な女房という立場で後宮にきたのは、この願いを叶かなえるためなのか。梅壺の更衣を女御に、そして中宮に立てることで、幼き日の夢を叶えようとしているのだろうか。

　藤原家を外がい戚せきにもたない東宮の即そく位いは、いまの藤原家に傾かたむきすぎた政治を立て直すために必要なことだ。しかし彼女が梅壺を中宮にして七の宮を東宮にと望むなら、自分たちは政敵として相あい対たいすることになる。

　かつておなじ時を過ごした姫──しかし昔とはちがう。彼女が風当たりの強い宮中で必死に梅壺を守ろうとしている姿を見るにつけ敵同士とならざるをえない確信を強めて、自分も彼女と距きよ離りを置くよう心に決めていた。

　──しかし彼女の夢は領国で形を変えていたらしい。彼女は言った。

『政が乱れればまた戦が起きます。都では宮中の権力争いにすぎませんが、領国ではその争いが元で戦が起こり、血が流れるのです。わたしはおなじ過去をくり返したくない』

　領国でよほどつらい思いをしたのだろう。しかしそれでも彼女は戦う気き概がいを失ってはいなかった。

『もう手の施ほどこしようのない場所で無力な自分を嘆なげきたくなかった。宮中に仕えて、領国のみなが平へい穏おんな暮らしを送れるようできるだけのことをしたい』

『──だからわたしは宮中から去るつもりはありません』

　望みを叶えるために自分にできることを精いっぱい追いつづける。それでいて人を思いやる優やさしさを忘れない、昔のままの彼女だった。

『宮様にはほかに守りたいものがおありだったのでしょう？』

　──その言葉を、ほかならぬ彼女の口から告げられようとは思わなかった。

　彼女を守りたいと願っていた──自分に生きる道を示してくれた彼女を守りたいと。

　しかしその想いは叶わぬまま自身の願いは東とう宮ぐうを守り、宮中を守り、国を守ることに移ろい、一度は彼女と敵対することさえ覚かく悟ごしたというのに、彼女は言った。

『宮様もおひとりで負われることはないんです』

『もし守りたいと願うものがおなじなら、わたしもお手伝いしますから』

　そう言って包まれた手は、あの雪の夜とおなじ熱を与あたえてくれた。──昔もいまも、自分は彼女に助けられてばかりだ。

「どうしたの。なにかいいことでも思い出した？」

　東宮の声が思し惟いに割り込んだ。彼女との思い出に、知らずと表情が優しくなっていたのかもしれない。

「ええ、なつかしいことをいろいろと」

「そう、いい思い出になってよかったね。でも彼女はまだ気づいていないのかな？」

「ええ。……本人以外には気づかれているようですが」

　彼女と領国で共に暮らしていた相手──高見龍尚という男は、どこで悟さとったものか、おそらく自分が彼女の記憶のなかの人物だと気づいている。剣の腕うで前まえといい、なかなか油断ならない相手だ。

　それに彼女との結けつ婚こん話はなくなったというのに、いまだに彼女を真ま名なで呼んでいるのも気に食わない──とその感情が面おもてに出ていたものか、「まさか君に鞘さや当あてする男がいるなんてね」と東宮がくすりと笑った。

「さすがに宮中で君相手に張り合う者なんていないだろうから、それはそれで興味深いかな。

　だけど君の筒つつ井い筒づつの彼女は〈敵〉ではなかった。とすると七の宮擁立派の黒幕は誰だれなんだろうね？」

　その指し摘てきに朱雀院の宮の目が険を帯びた。

「まさか今日も？」

「うん、あったよ。──かわいそうだけど仕方がないね」

　東宮は今日もあらわれた〈刺客〉をまるで客人のように告げた。口ぶりからするに今日の刺客は女官か女房だったようだ。武器による暗殺かそれとも毒殺か。いずれにせよ今日もまた失敗し、刺客は闇に葬ほうむられることとなった。

　梅壺の女房である彼女に野心はなかった。しかしたしかにこの宮中には梅壺を女御にし、七の宮を東宮位に据すえようとしている動きがあり、東宮を亡なき者にせんと企たくらんでいるのは七の宮の東宮擁よう立りつを望む輩やからであることは調べがついている。

「今回の七星剣の一件に乗じて、私の廃はい嫡ちやくをけしかけてくるかなと思ったけど、相手もけっこう用心深いみたいだね。やることは過激なくせに、なかなかしっぽを見せてくれない。厄やつ介かいなものだ」

「その件につきましてはひきつづき捜そう査さに尽じん力りよくいたします」

「ああ、期待しているよ」

　遅おそかれ早かれ遠からず帝は譲じよう位いする、それはもう決定事じ項こうだ。七の宮擁立派は譲位までに東宮を亡き者にしようとするのか、それとも次期東宮位を狙うのか。

　次期東宮位争いとなれば当然藤原左大臣派も絡からんでくる。これ以上藤原家の専横を許して、昨年の除じ目もくのように地方に戦火を引き起こすようなことは避さけなければならない。

　藤原家の手た綱づな引き、それができるかどうかは藤原氏を外戚に持たないこの東宮の手しゆ腕わんにかかっている。

「──そうだ、君にはしっかり彼女を見張っていてもらおうかな」

「それはまたなにゆえに？」

　彼女が七の宮擁立派に関かかわっているという嫌けん疑ぎは、この一件で晴れたはずだ。

　しかし東宮は満面の笑えみで答えた。

「それは彼女が今後の鍵かぎになりそうだから、だよ」

「…………」

　東宮の知識量と分ぶん析せき力と並々ならぬ勘かん、そして表向きの柔にゆう和わな顔に似合わぬ冷れい酷こくさは長年の付き合いで認めざるをえない。その東宮が言うからには、なんらかの確信があるのだろう。

　自分が彼女を七の宮擁立派かと疑っていたとき、それでもやはりできることなら彼女を政治争いに巻き込みたくなかった。しかし東宮が七星剣の捜そう索さく協力を彼女に頼たのんだとき、自分はそれは叶わないのだと悟った。

　東宮が彼女を使うと決めた以上、釣つり餌えだろうと盾たてだろうとなににでも使う。そして当然彼女の命の保証はない。早く片をつけなければどのような使い方をされるかわかったものではない。本当なら巻き込みたくなかった彼女を釣り餌に使者の女を揺ゆさぶり、中ちゆう将じようを罠わなにかけることを決めたのも、自分が先に動かなければ東宮にもっとひどいかたちで利用されかねないと踏ふんだからだ。

　その東宮が、彼女が今後の鍵になると言った。──なんと不ふ穏おんな響ひびきだろう。

「君も彼女の側そばにいられるんだ。この任は嬉うれしいだろう？」

　彼女を東宮に人ひと質じちに取られたようなものだ。拒きよ絶ぜつできようはずもない。

「──謹つつしんでお受けいたします」

「そんな怖こわい顔をしないでほしいな。宮中に入ってこられない鞘当て相手に一歩先んじる好機じゃないか」

　十年の遅おくれを取り戻もどせるといいねと東宮はうそぶくが、人の恋こい路じを応おう援えんするためにこの任を与えられたなどと楽観的に考えられる時期はとうに過ぎている。

　御ぎよ意い、と頭こうべを垂れながら、下げた顔の奥深くで朱雀院の宮は心を決めた。




　今度こそ彼女を守ってみせる──と。
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「おもどりなさいませ、更こう衣い様」

　朝、清涼殿の夜の御殿おとどからもどった紗子を何事もなかったかのように迎むかえ、透子はほっと息をついた。

（間に合ったー……）

　七星剣の窃せつ盗とう犯を見つけ、七星剣を持って逃とう亡ぼうした使者を追って、妖あやかしと戦って──すべて一晩で起きたこと、紗子が清涼殿にわたっている間の出来事だ。七星剣の窃盗事件自体を紗子が知らぬ間に終わらせ、自分への嫌疑も晴らすことができた。

（これで叔母おばさまも七の宮様も一安心だわ）

　後宮は権けん謀ぼう術数うずまく世界、この一件が晴れたとしても次々と問題は起きるだろうが、いまくらいは安あん堵どしてもよいだろう。

「朝あさ餉げになさいますか？」

「先にすこし休ませてもらうわ。──そうだわ、綾。昨日の香こう合わせでお会いした方々にごあいさつしておかないといけないわね」

「はい、わたしが行ってまいります」

　そう答えて梅壺をあとにして、気分軽かろやかに各殿でん舎しやへあいさつまわりに赴おもむいた透子だったが、後宮はやはり甘くはなかった。

　──斎さい宮ぐう様のご使者殿どのがご心痛で寝ね付ついてしまわれたそうよ。

　──なんでも、小町がご使者殿の恋こい人びとを手引きして寝ね取とったのだとか。

　──まあ、今小町なんて呼ばれていい気になっているのでしょうね。

（どうしてわたしが中将を寝取ったことになってるわけ……!?）

　二条邸ていでの夜のことなら勝手に押しかけてきたのは中将のほうだし、そもそも人の恋人を寝取ったおぼえなどさらさらない。ずいぶんと尾おひれがついたものだ。

（けれど昨夜のお召めしも叔母さまだったものねー……）

　自分の主あるじに帝みかどからのお召しがかからなかった女によう房ぼうたちが、梅壺の女房である透子にとげとげしいのも無理もない。

　──ご使者とはいえお相手は斎宮様のご名代、中将殿は謹きん慎しんなされているそうよ。

　その声を耳にした透子は、別の意味でほっとした。

　七星剣が失われていたことも、犯人が中将だったことも、すべて丸く収められたようだ。

　中将の行いを表おもて沙ざ汰たにして批難するのは簡単だが、左大臣家相手にそれをしたところで良い結果は生まれない。左大臣家の専横が厳しいいまは、この程度の瑣さ事じは収めて恩を売っておいたほうが得策だ。

（けれどいつかはこの状じよう況きようをなんとかしないと）

　藤原氏の者が帝てい位いに就つけない理由は朱雀院の宮から聞いた。とはいえ政をほしいままにされては世が乱れる。そして譲位の際には世がおおきく揺れる──気を引き締しめなければ。

　こうして噂うわさを拾い歩きながら殿舎を渡わたっていた透子だったが、殿舎ごとにあることないこと御み簾すの向こうからささやかれて、いらだちは徐じよ々じよに増していった。

（なんなの!?　やっぱり言い返さないかぎりやられる一方ってこと!?）

　こちらがおとなしくしていても悪意はいくらでも湧わいてくるものらしい。今小町と呼ばれるのがうらやましいなら悪口を叩たたいている間にでも化け粧しようのひとつでも練習すればいいと思うのだが、自身はなんら努力することなく悪口で傷つけ引きずり下ろしたがるのが人の常のようだ。あの使者のように僻ひがみや嫉そねみを溜ためこまないだけましかもしれないが、五十歩百歩の性しよう根ねを当てられるだけでも気分が悪い。

　耐たえがたくなった透子がぴたりと足を止めると、びくりと御簾の向こうの空気が揺れた。それまで好き勝手言いたい放題だった御簾の中が静まりかえり、なにを言われるものかと息を吞のんで構える気配が伝わってくる。

（言い返される覚かく悟ごもせずによくもまあ）

　なにも言えずに泣き帰ると思っていたらおおまちがいだ。

　さてどう切り返してやろうかしら──と扇おうぎを口元に当てた透子だったが、そのときふと脳のう裏りによみがえる声こわ音ねがあった。

『多少は慎しん重ちようでいてくださるとありがたいですが』

（え、えっ、でも言い返さないと言われる一方だし……！　でも、でも……）

　脳裏の声音に制止されて透子が頭の中でぐるぐるとしていると、御簾の中はなにかものすごいことを言われるのではないかとさらに息を吞んで待ちかまえている。

　口に出かけたまま言葉にできない透子と、待ちかまえる女房たち。その場の空気が固まり、時が止まったかとさえ思われたそのとき、

「──小町殿」

　その声に固まっていた空気が揺れた。

　脳内から聞こえる空耳かと透子がふり返ると、庭先にいたのは本物の朱雀院の宮だった。昨晩の装よそおいとはちがい、きっちりと直衣のうしに着き替がえ直している。

「朝早くからごあいさつまわりとはご苦労なことですね」

　朝早くどころかおたがい徹てつ夜やだというのに疲つかれを微み塵じんも感じさせない。そしてつい数刻前まで一いつ緒しよにいたとは思えない他た人にん行ぎよう儀ぎぶりだった。

「明日あすの香合わせの件でお伺うかがいしたいことが。少々お時間よろしいでしょうか」

　朱雀院の宮にうながされて透子は殿舎を離はなれる。そして人目につかないあたりまで来ると、朱雀院の宮はあからさまに大きなため息をついた。

「……あいかわらずのようですね」

　やはり自分を呼び止めたのは、他ほかの殿舎の女房との言い争いを封ふうじるためだったらしい。

「こちらはなんら覚えがございませんのに、あることないこと囁ささやいてくださるものですから」

　言っているうちにばつが悪くなり、透子はうつむき気味に「昨日宮様がおっしゃったことはちゃんと覚えていますのよ……？」と消え入るように告げると、朱雀院の宮は「わかっていますよ」とうなずいた。

「だからあいかわらずだと言っているのです」

「え……？」

　つまり朱雀院の宮は、いままでの女房との諍いさかいも透子への一方的な嫌いやがらせが原因だとわかっていたということだ。

（ああ、だから忠告してくださっていたのよね……小町と呼ばれる意味を考えろって）

「あの宮様……どうすれば嫌がらせを流せますか？」

　嫉しつ妬との情はいかんともしがたい。けれども透子とて波風を立てたいわけではないし、人の悪意は触ふれて楽しいものでもない。自分の努力で対処できるものならなんとかしたい。

　嫉妬を躱かわすためにわざと不美人を装うつもりはさらさらないが、見目の良さで嫉妬されるというなら朱雀院の宮もおなじ立場のはず、それならば流し方も知っているだろう──そう思ったのだが、朱雀院の宮から返されたのは素っ気ない言葉だった。

「さあ？」

「さあって……え!?　宮様もご苦労されているはずですよね!?」

　驚おどろきのあまり思わず渡わた殿どのの欄らん干かんに手をついて身を乗り出してしまった透子だが、

「さいわい私は男ですから容姿でさほど嫉妬を買うことはありませんし、元より一の宮ですから競きそおうとする者もおりませんので」

　つまり、朱雀院の宮はやんごとない出自であるために、はなから嫉妬の対象にすらならないということだ。

（まあたしかに皇子様ですけどねー……）

　自分でしれっと言ってしまえるあたり、線が細い顔立ちをしているくせに神経が図太い。宮様のくせに武人をこころざし、武家の当主の龍尚と張り合うだけのことはある。

「悪意のすべてを吞みこんで流せとは申しませんが、できれば私の目の届かない範はん囲いで戦っていただけるとありがたいですね。見ながら放ほうっておくことなどできませんし、また私との仲を取り沙汰されたら厄やつ介かいでしょう？」

「ええ、宮様と噂になりでもすればまたひどい嫉妬を買いかねませんもの──」

　と言いかけたものの、その言葉のつづきは消えた。

（……あ、あら？）

　絶大な人気を誇ほこる朱雀院の宮からかばわれていると知れれば、嫌がらせはいままでの比ではない。

（だから宮様はいままでも、できるだけわたしを突つき放すような態度を取っていた……ってそういうこと？）

　なぜ朱雀院の宮が自分にだけとげとげしい態度を取るのかずっと不思議だった。しかしその冷たい態度は、透子に対する女たちの嫉妬心を鎮しずめるための気き遣づかいだったとすれば。




　────まさか、大切にされていた、のだろうか？




「いっ、いつからですか!?」

「あなたはとかく目立つ方ですので」

　答えになっているのだかいないのだか曖あい昧まいな言葉で躱し、「では」と朱雀院の宮は表情ひとつ変えることなく立ち去る。

　その後ろ姿を見送りながら、透子は思わずその場にへたりこみそうになった。

（……ずっと見られていたなんて）

　自分の容姿をあれこれ考えたこともなかったが、見られていた日々を思うだけで、不思議と顔が熱を帯びる。

　恥はずかしい──と思ってしまうのはなぜだろう。

　その気持ちはなにに由来しどこから湧いてくるのか、透子はまだ知らない。

　おだやかな春天の下、たださわやかに駆かけぬける春風が、心乱れて冷めやらぬ透子の頰ほほの熱をさらいつづけていた。







　あとがき




　はじめまして、もしくはおひさしぶりです。九く月つき文あやです。

　お手に取ってくださりありがとうございます。本作は世界をぐるっとまわってまた日本にもどってきました。舞ぶ台たいは前々作「佐さ和わ山やま物語」の舞台だった近江おうみの隣となりの〈京〉、時は戦国時代からさらに数百年さかのぼった〈平安時代〉です。




　時は平安、二条大だい納な言ごん家けの娘むすめ・透とお子こは高貴な出自ながら帝みかどの寵ちよう姫きである叔母おば・紗さや子こ（梅うめ壺つぼ）の女によう房ぼうとして出仕し、嫉しつ妬とを抱いだく後宮の面々から紗子を守るべく奮ふん闘とうしていましたが、ある日宮中から宝ほう物もつがなくなり、捜そう索さくの任にあたる今きん上じようの一の宮・朱雀すざく院いんの宮みやから嫌けん疑ぎをかけられることに。敵ばかりの後宮で身の潔白を証あかすため透子はみずから犯人探しに乗り出しますが、その事件には帝の譲じよう位いと東とう宮ぐう位いをめぐる争い、そして国を揺ゆるがす問題が絡からんでいて──？




　ということで平安宮中のお話です。史実の人はいません。人名地名もろもろ実在っぽい名前が出てきますがファンタジーです。

　ヒロインの透子は入じゆ内だいもできる高貴な出自ながら縁えん戚せきの武家で育って剣けん術じゆつ大好き、宮中ではせいいっぱい猫ねこをかぶっておとなしくしていますが、かなり行動派の姫ひめです。

　透子とともに表紙にいるのは朱雀院の宮。今上の一の宮ながら、父である今上は兄宮早そう逝せいにより中なか継つぎで即そく位いしたため彼は東宮ではありません。涼すずやかな人ひと柄がらで宮中で人気の人物ながらなぜか透子にはとげとげしくよく衝しよう突とつしますが、それにはなにか理由があるようです。

　ほかにも共に育った武家の当主や乳ち兄きよう弟だいなど、幼なじみてんこもりでお届けします。




　本作のイラスト担当は雲くも屋やゆきお様です。

　去年キャララフをいただいてあまりにイメージどおり、イメージ以上の素す敵てきさに、早く彼らに会いたくてしかたありませんでした。表紙ラフをいただいたのが手術の前日、この絵の完成版を見るまで死ねない……！　という執しゆう念ねんからか、無事退院することができました。

　光あふれる華はなやかなイラストをありがとうございます！　今後ともよろしくお願いします。




　ひさびさの和風は落ち着きますねー。私は京都のお隣の滋し賀が県けん出身なのでよく遊びに行っていました。さすが千年以上つづく街、歴史を感じさせるものがたくさんあります。もちろん平安時代だけでなくその後の時代も国の中心でありつづけて、戦国時代にも多くの事件の舞台になっていたので、佐和山物語がらみでも、「こんなところに伏ふし見み城の城門が！」とか、「こんなところに木き俣またさんのお墓が！」とか興味が尽つきません。




　近きん況きようとしましては京都取材のほか、歴史系ツアーに参加したり、陶とう芸げいにはまったり、野菜を育てはじめたり、スポーツクラブに通いはじめたり、全身麻ま酔すいで腹を切ったり、いろいろしていました。

　歴史系は主に文ぶん献けんに頼たよっていたのですが、実際にその集落に赴おもむいて子孫の方々に語り継つがれてきたお話を聞くと、またちがった感かん慨がいがありますね。

　佐和山物語つながりだと「ひこにゃん」が世界に羽ばたいているようでうれしいかぎりです。

　思い返せば数年前、彦ひこ根ね城築城４００年祭記念のキャラクターが決まったと地元広報紙で見たとき、そういえばモチーフになった猫の逸いつ話わがあったような？　と調べはじめて出来たのが受賞作となった佐和山物語です。彦根城を築城したのが井い伊い直なお継つぐ、白猫に落らく雷らいから救われた殿との様さまが直継の弟直なお孝たか、直孝を救った猫というのが世せ田たが谷や豪ごう徳とく寺じの「たま」だと言われております。

　佐和山物語は彦根城のお膝ひざ元もとで育った私なりの築城４００年おめでとう作品で、ヒロイン「あこ」とはべつに影かげの主人公が「たま」だったのはそれが理由、落雷エピソードは短編集に収録されております。




　陶芸は、云うん百年前に滋賀の信しが楽らき焼やきから伝わったという茨いばら城きの笠かさ間ま焼が最近のお気に入りです。そこで知ったのですが茨城ってメロン生産量日本一なんですね。ほかの野菜も果物も美味おいしくて、ぷち旅行が楽しいです。それと茨城といえば水み戸と納なつ豆とう。そこで教えていただいたのですが、納豆にトマトとアボカドをちょい足しするとさわやかさがくわわって美味しいです。




　トマトといえば、表紙裏のプロフィールにもあるとおりベランダで野菜栽さい培ばいをはじめました。

　バラだけでもけっこうな鉢はち数なので、まずはささやかにプチトマトから。バラよりよく育つなーとぼんやり眺ながめること２ヶ月。あれ、君ってプチトマトじゃなかったっけ……？　と私の身長を超こえた苗なえを見上げて呆ぼう然ぜんとしております。

　たしかに生なっているのはプチトマトなんですけど、どう見ても苗の丈たけは普ふ通つうのトマトサイズ。プチトマトって苗はプチじゃなかったんですね……。キッチン横にちいさな植木鉢を置いて、可愛かわいく生っているプチトマトをもぎながら食べるという夢はジャングルへと化けました。

　あ、プロフィールの「野菜１００％ジュース」は母が置き忘れたものだったそうで、気の早い野菜が化けたわけではなかったみたいです。




　最後になりましたが、新担当様をはじめ制作に関わってくださった方々に御お礼れい申し上げます。

　そして読んでくださったみなさまに心から感謝を。楽しんでいただけたなら幸いです。

　またみなさまとお目にかかれることを祈いのりつつ。


九月　文　拝　　
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